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添付資料3.1.3.1 

 

炉心損傷の判断基準及び炉心損傷判断前後の 

運転操作の差異について 

 

1．炉心損傷の判断基準 

1．1 炉心損傷の判断基準について 

炉心損傷に至るケースとしては，注水機能喪失により原

子炉水位が有効燃料棒頂部（TAF）以上に維持できない場合

において，原子炉水位が低下し，炉心が露出し冷却不全と

なる場合が考えられる。 

事故時運転操作手順書（徴候ベース）では，原子炉への

注水系統を十分に確保できず原子炉水位がTAF 未満となっ

た際に，格納容器内雰囲気放射線レベル計（CAMS）を用い

て，ドライウェル内又はサプレッション・チェンバ内のガ

ンマ線線量率の状況を確認し，図1 に示す設計基準事故相

当のガンマ線線量率の10 倍を超えた場合を，炉心損傷開始

の判断としている。 

炉心損傷等により燃料被覆管から原子炉内に放出される

希ガス等の核分裂生成物が，逃がし安全弁等を介して原子

炉格納容器内に流入する事象進展をふまえて，原子炉格納

容器内のガンマ線線量率の値の上昇を，運転操作における

炉心損傷の判断及び炉心損傷の進展割合の推定に用いてい

るものである。 

 

 

 

また，福島第一原子力発電所の事故時に原子炉水位計，

格納容器内雰囲気放射線レベル計等の計装設備が使用不能

となり，炉心損傷を迅速に判断できなかったことに鑑み，

格納容器内雰囲気放射線レベル計に頼らない炉心損傷の判

断基準について検討しており，その結果，格納容器内雰囲

気放射線レベル計の使用不能の場合は，「原子炉圧力容器表

面温度：300℃以上」を炉心損傷の判断基準として手順に追

加する方針である。 

 

 

添付資料 3.1.3.2 

 

炉心損傷の判断基準及び炉心損傷判断前後の 

運転操作の差異について 

 

1. 炉心損傷の判断基準 

1.1 炉心損傷の判断基準について 

  炉心損傷に至るケースとしては，注水機能喪失により原子炉

水位が燃料有効長頂部（以下「ＴＡＦ」という。）以上に維持で

きない場合において，原子炉水位が低下し，炉心が露出し冷却

不全となる場合が考えられる。 

 炉心損傷の判断基準は非常時運転手順書Ⅱ（徴候ベース）に

おいて，原子炉への注水系統を十分に確保できず原子炉水位が

ＴＡＦ未満となった場合，格納容器雰囲気放射線モニタを用い

てドライウェル及びサプレッション・チェンバ内のガンマ線線

量率の状況を確認し，第 1 図に示す設計基準事故における原子

炉冷却材喪失※１時の追加放出量（以下「追加放出量」という。）

に相当する指示値の 10倍以上となった場合を，炉心損傷の判断

としている。炉心損傷により燃料被覆管から原子炉内に放出さ

れる希ガス等の核分裂生成物（以下「ＦＰ」という。）が，逃が

し安全弁等を介して格納容器内に流入する事象進展を踏まえ

て，格納容器内のガンマ線線量率の値の上昇を，運転操作にお

ける炉心損傷の判断及び炉心損傷の進展割合の推定に用いる。 

   

 

※１ 設計基準事故の中で格納容器内の核分裂生成物の存在量が

最大となる事象 

 

 

 

 

  また，格納容器内雰囲気放射線モニタが使用不能の場合は，

原子炉圧力容器温度 300℃以上を炉心損傷判断基準として手順

に追加する。 

   

 

 

添付資料 3.1.3.1 

 

炉心損傷の判断基準及び炉心損傷判断前後の 

運転操作の差異について 

  

１．炉心損傷の判断基準 

１．１ 炉心損傷の判断基準について 

炉心損傷に至るケースとしては，注水機能喪失により原

子炉水位が燃料棒有効長頂部（ＴＡＦ）以上に維持できな

い場合において，原子炉水位が低下し，炉心が露出し冷却

不全となる場合が考えられる。 

事故時操作要領書（徴候ベース）では，原子炉への注水

系統を十分に確保できず原子炉水位がＴＡＦ未満となった

際に，格納容器雰囲気放射線モニタを用いて，ドライウェ

ル内又はサプレッション・チェンバ内のガンマ線線量率の

状況を確認し，図１，図２に示す設計基準事故相当のガン

マ線線量率の10倍を超えた場合を，炉心損傷開始の判断と

している。 

炉心損傷等により燃料被覆管から原子炉内に放出される

希ガス等の核分裂生成物が，逃がし安全弁等を介して原子

炉格納容器内に流入する事象進展を踏まえて，原子炉格納

容器内のガンマ線線量率の値の上昇を，運転操作における

炉心損傷の判断及び炉心損傷の進展割合の推定に用いてい

るものである。 

 

 

 

また，東京電力福島第一原子力発電所の事故時に原子炉

水位計，格納容器雰囲気放射線モニタ等の計装設備が使用

不能となり，炉心損傷を迅速に判断できなかったことに鑑

み，格納容器雰囲気放射線モニタに頼らない炉心損傷の判

断基準について検討しており，その結果，格納容器雰囲気

放射線モニタの使用不能の場合は，「原子炉圧力容器表面

温度：300℃以上（１点以上）」を炉心損傷の判断基準とし

て手順に追加する。 

なお，300℃以上の判断に当たっては，近接の原子炉圧力

容器表面温度との比較，炉心への注水状況により，計器の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，10 倍

を超過した場合を炉心

損傷の判断としている

が，東海第二は，10 倍

を含めて炉心損傷と判

断するため，「以上」と

している。 

・記載表現の相違 

【東海第二】 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は判断基準

として１点の温度計で
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原子炉圧力容器表面温度は，炉心が冠水している場合に

は，逃がし安全弁の動作圧力（安全弁機能の最大8.20MPa

［gage］）における飽和温度約298℃を超えることはなく，

300℃以上にはならない。一方，原子炉水位の低下により炉

心が露出した場合には過熱蒸気雰囲気となり，温度は飽和

温度を超えて上昇するため，300℃以上になると考えられ

る。上記より，炉心損傷の判断基準を300℃以上としている。 

なお，炉心損傷判断は格納容器内雰囲気放射線レベル計

が使用可能な場合は，当該の計装設備にて判断を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子炉圧力容器温度は，炉心が冠水している場合には，逃が

し安全弁動作圧力（安全弁機能の最大約 8.31MPa[gage]）にお

ける飽和温度約 299℃を超えることなく，300℃以上にはならな

い。一方，炉心損傷が進展し，溶融炉心が原子炉圧力容器下部

に移行する場合には，原子炉圧力容器温度は飽和温度を超えて

上昇するため，300℃以上になると考えられる。上記より，炉心

損傷の判断基準を 300℃以上としている。 

  なお，炉心損傷判断は格納容器内雰囲気放射線モニタが使用

可能な場合には，当該計装設備にて判断を行う。 

 

 

単一故障による指示値の上昇でないことを確認する。 

 

 

原子炉圧力容器表面温度は，炉心が冠水している場合に

は，逃がし安全弁の動作圧力（安全弁機能の最大8.35MPa

［gage］）における飽和温度約299℃を超えることはなく，

300℃以上にはならない。一方，原子炉水位の低下により炉

心が露出した場合には過熱蒸気雰囲気となり，温度は飽和

温度を超えて上昇するため，300℃以上になると考えられ

る。上記より，炉心損傷の判断基準を300℃以上としている。 

なお，炉心損傷判断は格納容器雰囲気放射線モニタが使

用可能な場合は，当該の計装設備にて判断を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認することを記載し

ている 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 安全弁機能の最大圧

力（その時の飽和御温

度）の相違 
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(1) ドライウェルのガンマ線線量率 

 

(2) サプレッション・チェンバのガンマ線線量率 

 

図１ 重大事故導入条件判断図 

 

 

図１ ドライウェルのガンマ線線量率 

 

図２ サプレッション・チェンバのガンマ線線量率 
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1．2 炉心損傷の判断基準の根拠について 

炉心損傷の判断基準は，設計基準事故時の格納容器内雰

囲気放射線レベル計ガンマ線線量率（追加放出時）以上で

なければならない。一方，基準を高めに設定すると判定が

遅れることが懸念されるため，高すぎる設定値は判断基準

として適さない。 

炉心損傷開始の判断は，上述のとおり格納容器内雰囲気

放射線レベル計のガンマ線線量率が設計基準事故（追加放

出）の10倍を超えた場合であり，この設定値は，全燃料中

に含まれる希ガスの0.1％相当が原子炉格納容器内に放出

された場合のガンマ線線量率よりも低い，余裕のある値と

なっている。 

上記より炉心損傷判断としては，設計基準事故を超える

事象について，設計基準事故のガンマ線線量率より高く，

かつ判定遅れが生じない基準として，設計基準事故（追加

放出）の10 倍を判断目安としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2 炉心損傷の判断基準の根拠について 

  炉心損傷の判断基準は，設計基準事故の状態を有意に超える

とともに，炉心損傷の判断が遅くならないよう，追加放出量の

10 倍に相当するＦＰが燃料から放出された状態を設定してお

り，以下の理由から妥当と考えている。 

  ① 東海第二発電所では，設計基準事故における原子炉冷却

材喪失時の評価では燃料棒の破裂は発生していない。その

ため，設計基準事故時の追加放出量を超える放出量を確認

した場合には，設計基準事故を超える状態と判断されるこ

と。 

  ② 炉心冷却が不十分な事象において，格納容器雰囲気モニ

タのガンマ線線量率が追加放出量の 10 倍に相当する値に

至る場合には，その後，ごく短時間で 10 倍に相当する値を

大きく上回る線量率に至っていること。また，これは，大

量のＦＰが格納容器内に放出されたことを意味しており，

これ以降，格納容器の健全性を確保することが極めて重要

となること（第 1図の線量率の上昇を参考※２）。 

  ③ 追加放出量の 10倍のＦＰが放出された時点では，有効性

評価における評価項目（燃料被覆管最高温度 1,200℃以下，

酸化量 15％以下）に至っていない可能性もあるが，上記②

のとおり，炉心冷却が不十分な事象において，追加放出量

の 10 倍に相当するＦＰが放出された以降の事象進展は非

常に早く，有効性評価において炉心損傷と判断する時間と

の差異が小さいと考えられること。 

 

１．２ 炉心損傷の判断基準の根拠について 

炉心損傷の判断基準は，設計基準事故時の格納容器雰囲

気放射線モニタのガンマ線線量率（追加放出時）以上でな

ければならない。一方，基準を高めに設定すると判定が遅

れることが懸念されるため，高すぎる設定値は判断基準と

して適さない。  

炉心損傷開始の判断は，上述のとおり格納容器雰囲気放

射線モニタのガンマ線線量率が設計基準事故（追加放出）

の10倍を越えた場合であり，この設定値は，全燃料中に含

まれる希ガスの0.1％相当が原子炉格納容器内に放出され

た場合のガンマ線線量率よりも低い，余裕のある値となっ

ている。 

上記より炉心損傷判断としては，設計基準事故を超える

事象について，設計基準事故のガンマ線線量率より高く，

かつ判定遅れが生じない基準として，設計基準事故（追加

放出）の10倍を判断目安としている。 

なお，設計基準事故としては原子炉冷却材喪失を想定し

ており，破裂の発生する燃料棒はない。Ｄ／ＷとＷ／Ｗの

設計基準事故時の格納容器雰囲気放射線モニタのガンマ線

線量率（追加放出時）は，燃料棒から追加放出される希ガ

スがＤ／ＷおよびＷ／Ｗに各 100％移行すると仮定し，時

間による減衰を考慮して算出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載表現の相違 

【東海第二】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，設計基

準事故時の線量率の算

出方法について記載し

ている 
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1．3 格納容器内雰囲気放射線レベル計について 

格納容器内雰囲気放射線レベル計のガンマ線線量率の測

定レンジは，10-2～105Sv/hであり，この測定レンジにおい

て，「設計基準事故における燃料からの追加放出による放射

線量率」，「重大事故時の炉心損傷の判断目安（追加放出の

10 倍）」及び「大破断LOCA＋ECCS 注水機能喪失＋全交流動

力電源喪失のシーケンスにおける最大放射線量率」を測定

可能である。（表1 参照） 

格納容器内雰囲気放射線レベル計は，連続計測しており，

計装設備の指示値は換算不要で図1 の炉心損傷の判断目安

と対比可能であるため，指示値が上昇すれば，すぐに炉心

損傷を判断可能と考える。格納容器内雰囲気放射線レベル

計の検出器は，ドライウェル内の対角位置に2 カ所，サプ

レッション・チェンバ内の気相部の対角位置に2 カ所の合

計4 カ所に設置している。炉心損傷後の核分裂生成物の原

子炉内から原子炉格納容器への移行は，大破断LOCA 等，直

接ドライウェル側に放出される場合と，原子炉圧力容器が

健全で逃がし安全弁を介してサプレッション・チェンバ側

第 1図 炉心損傷判定図 

 

1.3 格納容器雰囲気放射線モニタについて 

  格納容器雰囲気放射線モニタのガンマ線線量率の測定レンジ

は，10－２～ 10５Sv／hであり，この測定レンジにおいて「設計

基準事故における燃料からの追加放出による放射線量率」，「炉

心損傷の判断目安（追加放出量相当の 10 倍）」並びに「大破断

ＬＯＣＡ＋高圧炉心冷却失敗＋低圧炉心冷却失敗」の評価事故

シーケンスにおける最大放射線量率を測定可能である（第 1 表

参照）。 

  格納容器雰囲気放射線モニタは連続計測しており，計器の指

示値は換算不要で第 1 図の炉心損傷の判断目安と対比可能であ

るため，指示値が上昇すればすぐに炉心損傷を判断可能と考え

る。格納容器雰囲気放射線モニタの検出器は，ドライウェル内

の対角位置に 2 カ所，サプレッション・チェンバ内の雰囲気の

対角位置に 2 カ所の合計 4 カ所に設置している。炉心損傷後の

ＦＰの原子炉圧力容器内から格納容器への移行は，大破断ＬＯ

ＣＡ等の直接ドライウェル側に放出される場合と，原子炉圧力

容器が健全で逃がし安全弁を介してサプレッション・チェンバ

側に放出される場合があるが，いずれの場合においても，格納

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．３ 格納容器雰囲気放射線モニタについて 

格納容器雰囲気放射線モニタのガンマ線線量率の測定レ

ンジは，10-2～105Sv/hであり，この測定レンジにおいて，

「設計基準事故における燃料からの追加放出による放射線

量率」，「重大事故時の炉心損傷の判断目安（追加放出の

10倍）」及び「冷却材喪失（大破断ＬＯＣＡ）＋ＥＣＣＳ

注水機能喪失＋全交流動力電源喪失のシーケンスにおける

最大放射線量率」を測定可能である。（表１参照） 

格納容器雰囲気放射線モニタは，連続計測しており，計

装設備の指示値は換算不要で図１の炉心損傷の判断目安と

対比可能であるため，指示値が上昇すれば，すぐに炉心損

傷を判断可能と考える。格納容器雰囲気放射線モニタの検

出器は，ドライウェル内の対角位置に２箇所，サプレッシ

ョン・チェンバ内の気相部の対角位置に２箇所の合計４箇

所に設置している。炉心損傷後の核分裂生成物の原子炉内

から原子炉格納容器への移行は，大破断ＬＯＣＡ等，直接

ドライウェル側に放出される場合と，原子炉圧力容器が健

全で逃がし安全弁を介してサプレッション・チェンバ側に
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に放出される場合があるが，いずれの場合においても，炉

心損傷時は希ガス等が急激に放出されるため，格納容器内

雰囲気放射線レベル計にて炉心損傷に伴うガンマ線線量率

の上昇を測定可能と考える。 

また，炉心の損傷割合と燃料被覆管から放出される希ガ

ス等の放出割合は比例すると仮定し，手順では原子炉停止

後の経過時間とガンマ線線量率により炉心損傷の進展割合

を推定することとしている。 

容器雰囲気放射線モニタにて炉心損傷に伴うガンマ線線量率の

上昇を測定可能である。 

 

 

  また，炉心の損傷割合と燃料被覆管から放出される希ガス等

の放出割合は比例すると仮定し，手順では原子炉停止後の経過

時間とガンマ線線量率により炉心損傷の進展割合を推定するこ

ととしている。 

 

 

放出される場合があるが，いずれの場合においても，炉心

損傷時は希ガス等が急激に放出されるため，格納容器雰囲

気放射線モニタにて炉心損傷に伴うガンマ線線量率の上昇

を測定可能と考える。 

また，炉心の損傷割合と燃料被覆管から放出される希ガ

ス等の放出割合は比例すると仮定し，手順では原子炉停止

後の経過時間とガンマ線線量率により炉心損傷の進展割合

を推定することとしている。 

 

・記載表現の相違 

【東海第二】 
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・記載表現の相違 

【柏崎 6/7】 

 格納容器ベント実施

基準について記載 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 事故時の最大放射線

量の相違 
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2．炉心損傷判断前後における運転操作の差異 

2．1 原子炉への注水について 

BWR の場合，事故時の対応は，原子炉注水が最優先であ

り，炉心損傷の判断の前後でその対応のマネージメントが

大きく変わるものではない。原子炉に注水することで，炉

心損傷前であれば，冷却による炉心損傷の発生防止が図ら

れ，また，炉心損傷後であれば，冷却による炉心損傷の進

展の抑制及び原子炉圧力容器破損防止が図られる。 

 

2．2 格納容器ベント及び格納容器スプレイについて 

 

 

 

 

 

 

 

炉心損傷後の格納容器ベントは，その実施の判断基準は，

炉心損傷前の0.31MPa[gage］（格納容器最高使用圧力）到達

に対し，炉心損傷後は0.62MPa[gage］（原子炉格納容器の限

界圧力）接近時に変更となる。炉心損傷前は環境へ放出さ

れる核分裂生成物の放出量が低く，原子炉格納容器の健全

性を確保することを目的に設計上の最高使用圧力到達を実

施基準としているが，炉心損傷後は，より長く原子炉格納

容器内で核分裂生成物を保持した方が減衰により環境へ放

出する放射能量を低減できることから，原子炉格納容器の

限界圧力接近時を実施基準としているためである。 

 

 

 

 

 

 

 

また，格納容器ベントの判断基準が変わることで，格納

容器スプレイの判断基準も変更となる。原子炉スクラム後

における，炉心損傷の前後の格納容器ベント及び格納容器

スプレイの実施基準の差異を表2 に示す。 

2. 炉心損傷判断前後における運転操作の差異 

2.1 原子炉圧力容器への注水について 

  ＢＷＲの場合，炉心損傷判断後においても，炉心損傷前と同

様に原子炉注水を実施するマネジメントを実施する。原子炉注

水により，炉心損傷前であれば，冷却による炉心損傷の発生防

止が図られ，また，炉心損傷後であれば，冷却による炉心損傷

の進展の抑制及び原子炉圧力容器の破損防止が図られる。 

 

 

2.2 格納容器ベント及び格納容器スプレイについて 

  格納容器ベント及び格納容器スプレイについては，炉心損傷

を判断基準に運転操作を変更する（第 2表）。 

 

 

 

 

 

  格納容器ベントについて，炉心損傷前の実施判断基準である

1Pd（格納容器最高使用圧力 0.31MPa［gage］）到達に対し，炉

心損傷後はサプレッション・プール水位が通常水位＋6.5m 到

達により格納容器スプレイを停止した時点に変更となり，格納

容器ベントのタイミングは 2Pd（最高使用圧力の 2倍（0.62MPa

［gage］））到達前となる。炉心損傷前は環境へ放出される核分

裂生成物の放出量が低く，格納容器の健全性を確保することを

目的に設計上の最高使用圧力（1Pd）を実施基準としているが，

炉心損傷後は，燃料に何らかの破損が生じ，設計基準事故の追

加放出量相当を超えるＦＰが格納容器内に移行している可能

性が高く，より長く格納容器内でＦＰを保持した方が減衰によ

り環境へ放出する放射能量を低減できることから，2Pd 到達前

であるサプレッション・プール水位が通常水位＋6.5m に到達

した時点を実施基準としている。 

 

 

 

また，格納容器ベントの判断基準が変わることで，格納容器

スプレイの判断基準も変更となる。原子炉スクラム後におけ

る，炉心損傷の前後の格納容器ベント及び格納容器スプレイの

実施基準の差異を第 2表に示す。 

２．炉心損傷判断前後における運転操作の差異 

２．１ 原子炉への注水について 

ＢＷＲの場合，事故時の対応は，原子炉注水が最優先で

あり，炉心損傷の判断の前後でその対応のマネジメントが

大きく変わるものではない。原子炉に注水することで，炉

心損傷前であれば，冷却による炉心損傷の発生防止が図ら

れ，また，炉心損傷後であれば，冷却による炉心損傷の進

展の抑制及び原子炉圧力容器破損防止が図られる。 

 

２．２ 格納容器ベント及び格納容器スプレイについて 

格納容器スプレイについては，炉心損傷を判断基準に運

転操作を変更し，格納容器ベントについては炉心損傷の有

無によらず，運転操作の変更はない。（表２）。 

 

 

 

 

炉心損傷前の格納容器スプレイは，格納容器圧力が

384kPa[gage]から334kPa[gage]の範囲で格納容器代替スプ

レイ系（可搬型）による格納容器スプレイ（間欠）を実施

し，サプレッション・プール通常水位＋約1.3mに到達すれ

ば格納容器スプレイを停止後にベントを実施する。炉心損

傷前は環境へ放出される核分裂生成物の放出量が低く，原

子炉格納容器の健全性を確保することを目的としている。

炉心損傷を判断した場合は，格納容器スプレイの運転操作

が変更となり，640kPa［gage］から588kPa［gage］の範囲

で格納容器代替スプレイ系（可搬型）による格納容器スプ

レイ（間欠）を実施し，サプレッション・プール通常水位

＋約1.3mに到達すれば格納容器スプレイを停止後にベント

を実施する。炉心損傷後は，燃料に何らかの破損が生じ，

設計基準事故の追加放出量相当を超える核分裂生成物が格

納容器内に移行している可能性が高く，より長く格納容器

内で核分裂生成物を保持した方が減衰により環境へ放出す

る放射能量を低減できることから，原子炉格納容器の限界

圧力（853kPa[gage]）到達前にベントを実施する。 

原子炉スクラム後における，炉心損傷の前後の格納容器

ベント及び格納容器スプレイの実施基準の差異を表２に示

す。 

 

 

・記載表現の相違 

【東海第二】 

 

 

 

 

 

 

・記載表現の相違 

【柏崎 6/7】 

・運用の相違 

【東海第二】 

 ベント実施基準の相

違 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉（Mark-Ⅰ

改）と柏崎 6/7（ABWR），

東海第二（Mark-Ⅱ）の

最高使用圧力の相違 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 ベント実施基準の相

違 
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なお，炉心損傷前の格納容器ベント中には，炉心の健全

性を確認するため，格納容器内雰囲気放射線レベル計のガ

ンマ線線量率を監視し，ガンマ線線量率が設計基準事故（追

加放出）と同等の値を示した場合には，一旦，格納容器ベ

ント操作を中断し，その後は炉心損傷後の実施基準に基づ

き対応する。 

  

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，炉心損

傷前後でベント実施基

準が同じであるため，炉

心損傷以降もベントを

継続する。 
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表２ 炉心損傷判断前後における格納容器スプレイ及び格納容器

ベントの実施基準の差異 

  

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 格納容器スプレイ及

びベント実施基準の相

違 
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3．MAAP 解析における炉心損傷の開始と運転操作における炉心損

傷判断基準について 

 

有効性評価のうち，シビアアクシデント総合解析コード MAAP 

を用いた解析においては，炉心損傷の開始を，1,000K（約 727℃）

に到達した時点としており，有効性評価の評価項目（「実用発電

用原子炉に係る炉心損傷防止対策及び格納容器破損防止対策の

有効性評価に関する審査ガイド」を踏まえた要件）の 1,200℃

（約 1,473K）よりも低い温度としている。 

この 1,000K は，PHEBUS-FPT0 実験で，燃料被覆管温度が約

1,000K に達したときに核分裂生成物（FP）の放出開始が観察さ

れたことを踏まえ，被覆管温度が 1,000K に到達すると，被覆

管の破裂により FP が放出され，物理現象モデルにより FP 挙動

の計算が開始される温度である。なお，燃料温度上昇によるヒ

ートアップ・熱水力モデルの内部処理切替え等の特段の処置は

行われるわけではない。 

一方，実際の運転操作においては，炉心損傷の状況を直接的

に監視可能な計装設備は原子炉内に設置されておらず，このた

め，燃料の損傷により放出される希ガス等のガンマ線線量率の

上昇を，格納容器内雰囲気放射線レベル計によって監視し，運

転操作における炉心損傷の判断に用いている。 

 

 

よって，解析において炉心損傷の開始を 1,000K（約 727℃）

に到達した時点としていることは，運転操作の炉心損傷の判断

に影響を与えるものではない。 

3. ＭＡＡＰ解析における炉心損傷判定値と運転操作における炉

心損傷判定基準について 

 

有効性評価のＭＡＡＰ解析においては，炉心損傷の解析上の

判定基準を，有効性評価の評価項目（「実用発電用原子炉に係る

炉心損傷防止対策及び格納容器破損防止対策の有効性評価に関

する審査ガイド」を踏まえた要件）の燃料被覆管最高温度

1,200℃（約 1,473K）よりも低い，1,000K（約 727℃）と設定し

ている。 

この 1,000K は，PHEBUS-FPT0 実験で，燃料被覆管温度が約

1,000Kに達したときにＦＰの放出が開始されたことを踏まえて

設定されたものであり，ＭＡＡＰ解析上の判定基準である。 

 

 

 

 

一方，実際の運転操作においては，炉心損傷の状況を直接的

に監視可能な計装設備は原子炉内に設置されておらず，このた

め，燃料の損傷により放出される希ガス等のガンマ線線量率の

上昇を格納容器雰囲気放射線モニタによって監視し，運転操作

における炉心損傷の判断に用いている。上記より，ＭＡＡＰ解

析上の炉心損傷の判定基準である 1,000K(約 727℃)は，その後

の運転操作に影響を与えるものではない。 

なお，ＭＡＡＰ解析において，約 727℃（ＭＡＡＰ解析にお

ける炉心損傷判定温度）から 1200℃（審査ガイドにおける炉心

の著しい損傷の評価項目における要件）に上昇するまでの時間

は 5 分程度であり，炉心損傷判断の時間に有意な差異が生じる

ことはない。 

 

３．ＭＡＡＰ解析における炉心損傷の開始と運転操作における炉

心損傷判断基準について 

 

有効性評価のうち，シビアアクシデント総合解析コードＭＡ

ＡＰを用いた解析においては，炉心損傷の開始を，1,000K（約

727℃）に到達した時点としており，有効性評価の評価項目（「実

用発電用原子炉に係る炉心損傷防止対策及び格納容器破損防止

対策の有効性評価に関する審査ガイド」を踏まえた要件）の

1,200℃（約 1,473K）よりも低い温度としている。 

この 1,000K は，PHEBUS-FPT0 実験で，燃料被覆管温度が約

1,000K に達したときに核分裂生成物（ＦＰ）の放出開始が観察

されたことを踏まえ，被覆管温度が 1,000K に到達すると，被覆

管の破裂によりＦＰが放出され，物理現象モデルによりＦＰ挙

動の計算が開始される温度である。なお，燃料温度上昇による

ヒートアップ・熱水力モデルの内部処理切替え等の特段の処置

は行われるわけではない。 

一方，実際の運転操作においては，炉心損傷の状況を直接的

に監視可能な計装設備は原子炉内に設置されておらず，このた

め，燃料の損傷により放出される希ガス等のガンマ線線量率の

上昇を，格納容器雰囲気放射線モニタによって監視し，運転操

作における炉心損傷の判断に用いている。 

 

 

よって，解析において炉心損傷の開始を 1,000K（約 727℃）

に到達した時点としていることは，運転操作の炉心損傷の判断

に影響を与えるものではない。 

 

 

231



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

（補足）炉心損傷の判定時間に係る解析結果について 

「大破断 LOCA＋ECCS 注水機能喪失＋全交流動力電源喪失」

における事象発生後の燃料被覆管温度推移の解析結果を表3 に

示す。 

MAAP 解析において，約 727℃（MAAP 解析における炉心損傷

判定温度）から 1,200℃（審査ガイドにおける炉心の著しい損

傷の評価項目における要件）に上昇するまでの時間は 7 分程度

であり，炉心損傷判断の時間に有意な差異が生じることはない。 

また，MAAP 解析による炉心損傷の判定時間は約 0.3 時間で

あるが，これは SAFER 解析の結果と比較しても，炉心損傷の判

定時間として早期すぎる結果とはなっていない。 

 

表３ 炉心損傷の判定時間に係る解析結果 

 

 （補足）炉心損傷の判定時間に係る解析結果について 

「冷却材喪失（大破断ＬＯＣＡ）＋ＥＣＣＳ注水機能喪失＋

全交流動力電源喪失」における事象発生後の燃料被覆管温度推

移の解析結果を表３に示す。 

ＭＡＡＰ解析において，約 727℃（ＭＡＡＰ解析における炉

心損傷判定温度）から 1,200℃（審査ガイドにおける炉心の著

しい損傷の評価項目における要件）に上昇するまでの時間は５

分程度であり，炉心損傷判断の時間に有意な差異が生じること

はない。 

また，ＭＡＡＰ解析による炉心損傷の判定時間は約５分であ

るが，これはＳＡＦＥＲ解析の結果と比較しても，炉心損傷の

判定時間として早期すぎる結果とはなっていない。 

 

表３ 炉心損傷の判定時間に係る解析結果 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

 運用，設備，解析条件

等の相違による解析結

果の相違。 
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 別添 

炉心損傷判定図及び炉心損傷割合の推定図について 

 

 炉心損傷判定図における追加放出相当のガンマ線線量率の推移

は，設計基準事故の中で格納容器内の核分裂生成物の存在量が最

大となる原子炉冷却材喪失時を想定したものであり，線量率とし

て支配的である希ガスの追加放出量を基に評価されたものであ

る。炉心損傷はドライウェル又はサプレッション・チェンバのγ

線線量率が追加放出量相当のガンマ線線量率の 10 倍以上の領域

に到達した場合に判断する。 

 また，炉心損傷割合の推定図における炉心損傷割合は，希ガス

の炉内内蔵量に対する格納容器への放出割合を示しており，ドラ

イウェル及びサプレッション・チェンバにそれぞれ希ガスが放出

されたものとして，各炉心損傷割合のガンマ線線量率の推移を示

している。 

 第 1図に炉心損傷判定図及び炉心損傷割合の推定図を示す。 

第 1図 炉心損傷判定図及び炉心損傷割合の推定図 

（ドライウェル） 

  

・記載方針の相違 

【東海第二】 

 東海第二は，炉心損傷

割合の推定図を記載し

ている。 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

添付資料3.1.3.2 

非凝縮性ガスの影響について 

 

1．はじめに 

格納容器過圧・過温破損を防止するための対策の確認において

は，MAAP コードを使用して「大破断LOCA＋ECCS 注水機能喪失＋

全交流動力電源喪失」を仮定したシナリオにて評価を実施してい

る。MAAP コードの水素ガス発生量に関する妥当性については，TMI 

及びPHEBUS試験により確認しており，当該解析にMAAP コードを用

いることは妥当である[1]。 

 

ただし，MELCOR コードのように，流路閉塞が発生しにくい（水

素ガスが発生しやすい）と仮定した場合においても，評価に有意

な影響がないことを確認するため，感度解析を実施した。 

 

 

 

 

 

2．解析条件 

・流体が流路減少部分を通過できなくなるとするノードの空隙率

（ポロシティ）：0.0 

（申請解析ではポロシティ：0.1 以下） 

 

図1 に示すように，炉心内でデブリの移行が発生し，それが冷

却材流路に堆積して流路が減少した場合，MAAP 解析では流路減少

を起こしたノードの空隙率（ポロシティ）が0.1以下になるとその

ノードは閉塞したものとみなされ，それ以降は流体が閉塞部分を

通過することができなくなる。一方MELCOR 解析の場合，流路減少

を起こしたノードの空隙率の最小値は0.05 に設定されており，閉

塞は発生しない。 

したがって，炉心で発生する非凝縮性ガスはMAAP の方が少なく

なる傾向にある。このため，上記の条件にて，水素ガス発生量を

多めに見積もる感度解析を行うこととする。なお，ポロシティの

設定以外については申請解析と同様とした。 

 

 

添付資料 3.1.3.13 

非凝縮性ガスの影響について 

 

1. はじめに 

格納容器過圧・過温破損を防止するための対策の確認におい

ては，ＭＡＡＰコードを使用して「大破断ＬＯＣＡ＋高圧炉心

冷却失敗＋低圧炉心冷却失敗」（全交流動力電源喪失の重畳を考

慮）を評価事故シーケンスとして選定している。ＭＡＡＰコー

ドの水素発生量に関する妥当性については，ＴＭＩ及びＰＨＥ

ＢＵＳ試験により確認しており，当該解析にＭＡＡＰコードを

用いることは妥当である[1]。 

一方，ＭＥＬＣＯＲコードでは流路閉鎖が発生しにくいモデ

ルとなっており，その場合には炉心内を通過する冷却材流量が

増えるため，ジルコニウム－水反応による水素が発生しやすい

傾向となる。 

ＭＥＬＣＯＲコードとＭＡＡＰコードにおける流路閉塞モデ

ルの差異の影響を確認するため，以下のとおり感度解析を実施

した。 

 

2. 解析条件 

ＭＡＡＰコードとＭＥＬＣＯＲコードにおける流路閉塞モデ

ルの差異を第 1 図に示す。炉心内で溶融炉心の移行（リロケー

ション）が発生し，それが冷却材流路に堆積して閉塞を起こし

た場合，ＭＡＡＰ解析では流路閉塞を起こしたノードの空隙率

（ポロシティ）が 0.1 以下になるとそのノードは完全に閉塞し

たものとみなされ，それ以降は流体が閉塞部分を通過すること

ができなくなる。一方，ＭＥＬＣＯＲの場合，流路閉塞を起こ

したノードの空隙率の最小値は 0.05 に設定されており，完全閉

塞は発生しない。したがって，流路閉塞した場合，炉心で発生

する非凝縮性ガスはＭＡＡＰの方が少なくなる傾向にある。 

水素発生量に対する感度を確認するため，ＭＡＡＰにおいて

流路の完全閉塞が発生しない条件として，流体が閉鎖部分を通

過できなくなるノードの空隙率（ポロシティ）を 0.0 以下と設

定し感度解析を行う。なお，ポロシティの設定以外の条件につ

いてはベースケースと同様とした。 

 

 

添付資料 3.1.3.2 

非凝縮性ガスの影響について 

 

１. はじめに 

  格納容器過圧・過温破損を防止するための対策の確認におい

ては，ＭＡＡＰコードを使用して「冷却材喪失（大破断ＬＯＣ

Ａ）＋ＥＣＣＳ注水機能喪失＋全交流動力電源喪失」を仮定し

たシナリオにて評価を実施している。ＭＡＡＰコードの水素ガ

ス発生量に関する妥当性については，ＴＭＩ及びＰＨＥＢＵＳ

試験により確認しており，当該解析にＭＡＡＰコードを用いる

ことは妥当である[１]。 

  ただし，ＭＥＬＣＯＲコードのように，流路閉塞が発生しに

くい（水素ガスが発生しやすい）と仮定した場合においても，

評価に有意な影響がないことを確認するため，感度解析を実施

した。 

 

 

 

 

２．解析条件 

・流体が流路減少部分を通過できなくなるとするノードの空隙

率（ポロシティ）：0.0 

（申請解析ではポロシティ：0.1 以下） 

 

図１に示すように，炉心内でデブリの移行が発生し，それが

冷却材流路に堆積して流路が減少した場合，ＭＡＡＰ解析では

流路減少を起こしたノードの空隙率（ポロシティ）が 0.1 以下

になるとそのノードは閉塞したものとみなされ，それ以降は流

体が閉塞部分を通過することができなくなる。一方ＭＥＬＣＯ

Ｒ解析の場合，流路減少を起こしたノードの空隙率の最小値は

0.05 に設定されており，閉塞は発生しない。 

したがって，炉心で発生する非凝縮性ガスはＭＡＡＰの方が

少なくなる傾向にある。このため，上記の条件にて，水素ガス

発生量を多めに見積もる感度解析を行うこととする。なお，ポ

ロシティの設定以外については申請解析と同様とした。 
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3．解析結果 

図2 から図6 に評価結果を示す。図2 より，申請解析でのジル

コニウム－水反応による水素ガス発生量が約592kg に対して感度

解析では約670kg と水素ガス発生量は約12%増加しているが，図3 

に示すとおり格納容器圧力の制御は可能であり，保守的な条件と

して非凝縮性ガスが増加するような場合においても，評価結果に

対する当該操作に大きな影響はない。 

 

 

 

 

[1] 重大事故等対策の有効性評価に係るシビアアクシデント解析

コードについて（第5 部MAAP） 

以上 

3. 解析結果 

第 2 図から第 6 図に解析結果を示す。第 2図より，ベースケ

ースでの水素発生量が約 324kg に対して感度解析では約 288kg

となり，水素発生量は約 11％減少している。これは，感度解析

ではより炉心部への蒸気流入量は多くなる一方で，溶融炉心の

冷却効果により,ジルコニウム－水反応が抑えられたためと考

えられる。なお，第 3 図に示すとおり格納容器圧力の制御は可

能であり，保守的な条件として非凝縮性ガスが変化するような

場合においても，当該操作に大きな影響はない。 

 

 

[1]重大事故等対策の有効性評価に係るシビアアクシデント解析

コードについて（第 5部 ＭＡＡＰ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．解析結果 

図２から図６に解析結果を示す。図２より，申請解析でのジ

ルコニウム－水反応による水素ガス発生量が約 198kg に対して

感度解析では約283kgと水素ガス発生量は約43％増加している

が，図３に示すとおり格納容器圧力の制御は可能であり，保守

的な条件として非凝縮性ガスが増加するような場合において

も，評価結果に対する当該操作に大きな影響はない。 

 

 

 

 

[１]「沸騰水型原子力発電所 重大事故等対策の有効性評価に係

るシビアアクシデント解析コード(ＭＡＡＰ)について」，東芝エ

ネルギーシステムズ株式会社，TLR-094，日立ＧＥニュークリ

ア・エナジー株式会社，HLR-123，平成 30 年５月 

以上 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，炉心部

への蒸気流入量が多く

なることにより，ジルコ

ニウムー水反応が促進

され，ベース解析よりも

水素ガス発生量が増加

したと考えられる。 
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図１ 炉心内流路閉塞モデルの概念図 

（「MAAP5.01 及び MELCOR2.1 を用いた軽水炉代表プラントの過酷

事故解析」，電力中央研究所，平成 26 年 6 月 抜粋） 

 

第 1図 炉心内流路閉鎖モデルの概念図 

（「ＭＡＡＰ5.01 及びＭＥＬＣＯＲ2.1 を用いた軽水炉プラント

の苛酷事故解析」，電力中央研究所，平成 26年 6月 抜粋） 

 

 

図１ 炉心内流路閉塞モデルの概念図 

（「MAAP5.01 及び MELCOR2.1 を用いた軽水炉代表プラントの過酷

事故解析」，電力中央研究所，平成 26 年 6 月 抜粋） 
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大破断ＬＯＣＡ（申請解析：空隙率 0.1 以下で完全閉塞） 

 

 

大破断ＬＯＣＡ（感度解析：空隙率 0.0 で完全閉塞） 

 

図２ 水素発生量比較 

 

 

大破断ＬＯＣＡ解析（ベースケース：空隙率 0.1 以下で完全閉塞） 

 

 

大破断ＬＯＣＡ解析（感度解析：空隙率 0.0 で完全閉塞） 

 

第 2 図 水素発生量の比較 

 

 

 

大破断ＬＯＣＡ（申請解析：空隙率 0.1 以下で完全閉塞） 

 

 

大破断ＬＯＣＡ（感度解析：空隙率 0.0 で完全閉塞） 

 

図２ 水素発生量比較 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，水－ジ

ルコニウム反応による

水素発生量の推移を示

すため，格納容器ベント

による水素の低下は考

慮していない。 
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大破断ＬＯＣＡ（申請解析：空隙率 0.1 以下で完全閉塞） 

 

 

大破断ＬＯＣＡ（感度解析：空隙率 0.0 で完全閉塞） 

 

図３ 格納容器圧力の比較 

 

 

大破断ＬＯＣＡ解析（ベースケース：空隙率 0.1 以下で完全閉塞） 

 

 

大破断ＬＯＣＡ解析（感度解析：空隙率 0.0 で完全閉塞） 

 

第 3 図 格納容器圧力の比較 

 

 

大破断ＬＯＣＡ（申請解析：空隙率 0.1 以下で完全閉塞） 

 

 

大破断ＬＯＣＡ（感度解析：空隙率 0.0 で完全閉塞） 

 

図３ 格納容器圧力の比較 

 

（ベースケースと同様

の相違） 
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大破断ＬＯＣＡ（申請解析：空隙率 0.1 以下で完全閉塞） 

 

 

 

大破断ＬＯＣＡ（感度解析：空隙率 0.0 で完全閉塞） 

 

図４ 格納容器気相部温度の比較 

 

大破断ＬＯＣＡ解析（ベースケース：空隙率 0.1 以下で完全閉塞） 

 

 

 

大破断ＬＯＣＡ解析（感度解析：空隙率 0.0 で完全閉塞） 

 

第 4 図 格納容器雰囲気温度の比較 

 

 

大破断ＬＯＣＡ（申請解析：空隙率 0.1 以下で完全閉塞） 

 

 

 

大破断ＬＯＣＡ（感度解析：空隙率 0.0 で完全閉塞） 

 

図４ 格納容器温度の比較 

 

（ベースケースと同様

の相違） 
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大破断ＬＯＣＡ（申請解析：空隙率 0.1 以下で完全閉塞） 

 

大破断ＬＯＣＡ（感度解析：空隙率 0.0 で完全閉塞） 

 

図５ ドライウェル気相濃度の比較 

 

大破断ＬＯＣＡ解析（ベースケース：空隙率 0.1 以下で完全閉塞） 

 

大破断ＬＯＣＡ解析（感度解析：空隙率 0.0 以下で完全閉塞） 

 

第 5 図 ドライウェル気相濃度の比較 

 

 

大破断ＬＯＣＡ（申請解析：空隙率 0.1 以下で完全閉塞） 

 

大破断ＬＯＣＡ（感度解析：空隙率 0.0 で完全閉塞） 

 

図５ ドライウェル気相濃度の比較 

 

（格納容器ベント実施

以降は，水蒸気濃度が支

配的となり，３プラント

とも同様の挙動） 
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大破断ＬＯＣＡ（申請解析：空隙率0.1以下で完全閉塞） 

 

大破断ＬＯＣＡ（感度解析：空隙率 0.0 で完全閉塞） 

 

図６ ウェットウェル気相濃度の比較 

 

 

大破断ＬＯＣＡ解析（ベースケース：空隙率 0.1 以下で完全閉塞） 

 

大破断ＬＯＣＡ解析（感度解析：空隙率 0.0 で完全閉塞） 

 

第 6 図 サプレッション・チェンバ気相濃度の比較 

 

 

大破断ＬＯＣＡ（申請解析：空隙率 0.1 以下で完全閉塞） 

 

大破断ＬＯＣＡ（感度解析：空隙率 0.0 で完全閉塞） 

 

図６ サプレッション・チェンバ気相濃度の比較 

 

（格納容器ベント実施

以降は，水蒸気濃度が支

配的となり，３プラント

とも同様の挙動） 
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まとめ資料比較表 〔有効性評価 添付資料 3.1.3.3〕 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

添付資料3.1.3.3 

 

雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）時

において代替循環冷却系を使用しない場合における格納容器圧力

逃がし装置からのCs-137 放出量評価について 

 

添付資料 3.1.3.4 

 

格納容器圧力逃がし装置を用いて大気中へ放出される 

Ｃｓ－137 の放出量評価 

 

雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）

（代替循環冷却系を使用できない場合）におけるＣｓ－137 の放

出量評価に当たっては，「格納容器圧力逃がし装置を用いて大気中

へ放出されるＣｓ－137」及び「原子炉建屋から大気中へ漏えいす

るＣｓ－137」の放出量をそれぞれ評価し，評価結果を合計するこ

とで算出している。本資料では，「格納容器圧力逃がし装置を用い

て大気中へ放出されるＣｓ－137」の放出量評価について示す（「原

子炉建屋から大気中へ漏えいするＣｓ－137」の放出量評価は，添

付資料 3.1.3.5 参照）。なお，「格納容器圧力逃がし装置を用いて

大気中へ放出されるＣｓ－137」の放出量評価では，格納容器から

原子炉建屋への漏えいがないものとして評価した方が，漏えいが

ある場合と比べて，格納容器から格納容器圧力逃がし装置への移

行量が増加（大気中への放出量も増加）するため，保守的に漏え

いはないものとして評価した。 

 

添付資料 3.1.3.3 

 

雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）時

において残留熱代替除去系を使用しない場合における格納容器フ

ィルタベント系からのＣｓ－137 放出量評価について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉も，格納容

器からの漏えいがない

ものとして評価を行っ

ている。 
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1. 評価条件 

放出量評価条件（格納容器圧力逃がし装置から放出）を第 1表，

大気中への放出過程及び概略図を第 1図及び第 2図に示す。 

 

第 1 表 放出量評価条件（1／2） 

 

 

第 1 表 放出量評価条件（2／2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・資料構成の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，Ｃｓ－

137 の炉内内蔵量の評

価の前提条件について，

「表１」にて記載 

 

 

・資料構成の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，Ｃｓ－

137 の放出量評価条件

について，「表２」にて

記載 
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第 1 図 Ｃｓ－137 の大気放出過程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2図 大気放出過程概略図（イメージ） 

  

・記載方針の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，ベントラ

インからの放出量の評

価条件について表２に

示している。 

また，原子炉建物からの

漏えいに関する評価結

果 に つ い て は 添

3.1.3.4 に記載。 
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雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）

時において代替循環冷却系を使用しない場合におけるCs-137 の

放出量は以下のとおりとなる。 

なお，Cs-137 の炉内内蔵量の評価の前提条件を表1 に示す。 

 

 

 

 

一方，原子炉格納容器からのセシウムの放出割合（f_Cs）は，

CsI 及びCsOH の放出割合より，以下の式により算出する。なお，

Cs-137 の炉内内蔵量はORIGEN コード，原子炉格納容器からのCsI 

及びCsOH の放出割合はMAAP コードにて算出している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 放出量評価 

(1) 評価方法 

格納容器圧力逃がし装置を介して放出される大気中へのＣ

ｓ－137 の放出量は，第 1 表の放出量評価条件及び以下の式

により算出する。 

 

 

  [Ｃｓ－137 の放出量]=FCs・BqCs137・（1／DF）・・・(1) 

FCs：格納容器から格納容器圧力逃がし装置へ放出されるＣ

ｓ－137 の 放出割合 

BqCs137：Ｃｓ－137 の炉内蓄積量[4.36×10１７Bq] 

DF：格納容器圧力逃がし装置の除去係数[1,000] 

FCsについて，ＭＡＡＰ解析では，ＣｓはＣｓＩ又はＣｓＯ

Ｈとして存在しているため，以下の式により FCsを算出する。 

 

 

 

 FCs＝（MCsI＋MCsOH）／MCs  ・・・・・・・・・・・(2) 

 MCsI＝MI・WCs／WI・FCsI ・・・・・・・・・・・・(3) 

 MCsOH＝（MCs－MI・WCs／WI）・FCsOH・・・・・・・・(4) 

 (2)，(3)及び(4)式により， 

 FCs＝FCsOH＋MI／MCs・WCs／WI・（FCsI－FCsOH）・・・・(5) 

FCsI：格納容器から格納容器圧力逃がし装置へ放出され

るＣｓＩの放出割合[S／C ベント：4.33×10－７，D

／Wベント：1.13×10－４] 

FCsOH：格納容器から格納容器圧力逃がし装置へ放出さ

れるＣｓＯＨの放出割合[S／Cベント：2.42×10－

７，D／Wベント：9.05×10－３] 

MCsI：格納容器から格納容器圧力逃がし装置へ放出され

るＣｓＩに含まれるＣｓ量[kg] 

MCsOH：格納容器から格納容器圧力逃がし装置へ放出さ

れるＣｓＯＨに含まれるＣｓ量[kg] 

MCs：Ｃｓの初期重量[321.2kg] 

MI：Ｉの初期重量[24.4kg] 

WI：Ｉの分子量[131g/mol] 

WCs：Ｃｓの分子量[133g/mol] 

 

 

 

 

雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）

時において残留熱代替除去系を使用しない場合におけるＣｓ－

137 の放出量は以下のとおりとなる。 

なお，Ｃｓ－137 の炉内内蔵量の評価の前提条件を表１に，

Ｃｓ－137 の放出量評価条件を表２に示す。 

１．Ｃｓ－137 の放出量（TBq）の算出 

Ｃｓ－137 の放出量は，以下の式により算出される。 

 

 

一方，原子炉格納容器からのセシウムの放出割合（f_Cs）は，

ＣｓＩ及びＣｓＯＨの放出割合より，以下の式により算出される。

なお，Ｃｓ－137 の炉内内蔵量はＯＲＩＧＥＮコード，原子炉格

納容器からのＣｓＩ及びＣｓＯＨの放出割合はＭＡＡＰコードに

て算出している。 

f_Cs ＝（M_CsI ＋ M_CsOH）／ M_Cs・・・・・ （2） 

M_CsI ＝ W_Cs ×（M_I／W_I）× f_CsI・・・・ （3） 

M_CsOH ＝（M_Cs － W_Cs ×（M_I／W_I））× f_CsOH・・（4） 

（2）～（4）式より 

f_Cs ＝ f_CsOH ＋（M_I／M_Cs）×（W_Cs／W_I）×（f_CsI－f_CsOH）・

（5） 

f_Cs    ：格納容器からのセシウムの放出割合 

f_CsI   ：格納容器からのＣｓＩの放出割合※ 

f_CsOH  ：格納容器からのＣｓＯＨの放出割合※ 

M_CsI   ：ＣｓＩに含まれるＣｓ量 

M_CsOH  ：ＣｓＯＨに含まれるＣｓ量 

M_I ：よう素の初期重量 = 18.1 （kg） 

M_Cs ：セシウムの初期重量 = 237.6 （kg） 

W_I ：よう素の分子量 = 131（kg/kmol） 

W_Cs ：セシウムの分子量 = 133（kg/kmol） 

Bq_Cs137：Ｃｓ－137 の原子炉圧力容器内内蔵量 = 3.22×1017（Bq） 

DF   ：格納容器フィルタベント系による粒子状放射性物質に対す

る除染係数 = 1000 

※格納容器内のエアロゾル状の放射性物質の低減効果（サプレッショ

ン・チェンバのスクラビングによる除染係数等）を考慮したＭＡＡ

Ｐコードでの評価値（別紙参照） 
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(2) 計算結果 

サプレッション・チェンバのラインを経由し，格納容器圧力逃

がし装置を用いた場合の7日間のCs-137の放出量は（1），（5）式よ

り以下のとおりとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

ドライウェルのラインを経由し，格納容器圧力逃がし装置を用

いた場合の7日間のCs-137の放出量は（1），（5）式より以下のとお

りとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

同様に，30 日間及び100 日間のCs-137 の放出量は（1），（5）

式より以下のとおりとなる。 

サプレッション・チェンバのラインを経由し，格納容器圧力逃

がし装置を用いた場合 

Cs-137 の放出量（Bq）= 約4.0×10-3TBq（30日間） 

Cs-137 の放出量（Bq）= 約8.5×10-3TBq（100日間） 

ドライウェルのラインを経由し，格納容器圧力逃がし装置を用

いた場合 

Cs-137 の放出量（Bq）= 約3.1TBq（30日間） 

(2) 評価結果 

サプレッション・チェンバから格納容器圧力逃がし装置を

介して大気中に放出されるＣｓ－137 の放出量は，(1)式及び

(5)式により，以下のとおりとなる。 

 

FCs＝FCsOH＋MI／MCs・WCs／WI・（FCsI－FCsOH） 

＝2.42×10－７＋(24.4／321.2)・(133／131)・(4.33×10－７

－2.42×10－７) 

＝2.57×10－７ 

[Ｃｓ－137 の放出量]＝FCs・BqCs137・（1／DF） 

＝2.57×10－７・4.36×10１７・(1／1,000) 

＝1.2×10８[Bq] 

＝1.2×10－４[TBq] 

 

 

また，ドライウェルから格納容器圧力逃がし装置を介して

大気中に放出されるＣｓ－137 の放出量は，(1)式及び(5)式

により，以下のとおりとなる。 

 

FCs＝FCsOH＋MI／MCs・WCs／WI・（FCsI－FCsOH） 

＝9.05×10－３＋(24.4／321.2)・(133／131)・(1.13×10－４

－9.05×10－３) 

＝8.36×10－３ 

[Ｃｓ－137 の放出量]＝FCs・BqCs137・（1／DF） 

＝8.36×10－３・4.36×10１７・(1／

1,000) 

＝3.7×10１２[Bq] 

＝3.7[TBq] 

 

事象発生 7 日間以降の影響を確認するために評価した，事

象発生30日間及び100日間における格納容器圧力逃がし装置

を用いて大気中へ放出されるＣｓ－137 の放出量は，サプレ

ッション・チェンバからのベントの場合は約 1.3×10－４TBq

（事象発生 30 日間）及び約 1.5×10－４TBq（事象発生 100 日

間），ドライウェルからのベントの場合は約 4.1TBq（事象発

生 30日間）及び約 4.1TBq（事象発生 100 日間）である※１。 

 

 

２．計算結果 

サプレッション・チェンバのラインを経由し，格納容器フィル

タベント系を用いた場合の７日間のＣｓ－137 の放出量は（1），

（5）式より以下のとおりとなる。 

f_Cs ＝ f_CsOH +（M_I／M_Cs）×（W_Cs／W_I）×（f_CsI － 

f_CsOH） 

f_Cs ＝ 6.54×10－６＋（18.1／237.6）×（133／131）×（3.51×10

－６ － 6.54×10－６） 

＝ 6.31×10－６ 

Ｃｓ－137 の放出量（Bq）＝ f_Cs × Bq_Cs137 ×（１／DF） 

＝ 6.31×10－６× 3.22×1017 ×（１／

1000） 

＝ 2.03×10９[Bq] 

＝約 2.1×10－３ [TBq] 

 

ドライウェルのラインを経由し，格納容器フィルタベント系を

用いた場合の７日間のＣｓ－137 の放出量は（1），（5）式より

以下のとおりとなる。 

 

f_Cs ＝ f_CsOH ＋（M_I／M_Cs）×（W_Cs／W_I）×（f_CsI － 

f_CsOH） 

f_Cs ＝ 1.11×10－２ ＋（18.1／237.6）×（133／131）×（2.62×10

－３－1.11×10－２） 

＝ 1.05×10－２ 

Ｃｓ－137 の放出量（Bq）＝ f_Cs × Bq_Cs137 ×（１／DF） 

＝ 1.05×10－２ × 3.22×1017 ×（１

／1000） 

＝3.38×1012[Bq] 

＝約 3.4[TBq] 

同様に，30日間及び 100 日間のＣｓ－137 の放出量は（1），（5）

式より以下のとおりとなる。 

サプレッション・チェンバのラインを経由し，格納容器フィル

タベント系を用いた場合 

Cs-137 の放出量（Bq）= 約 4.0×10－３TBq（30 日間） 

Cs-137 の放出量（Bq）= 約 6.5×10－３TBq（100 日間） 

ドライウェルのラインを経由し，格納容器フィルタベント系を

用いた場合 

Cs-137 の放出量（Bq）= 約 5.3TBq（30 日間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

 

 

・解析結果の相違 
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Cs-137 の放出量（Bq）= 約3.2TBq（100日間） 

なお，事象発生 7 日以降の長期解析においては，事象発生

約 19時間後に格納容器ベントを実施し，事象発生 100 日まで

格納容器ベントを継続しているが，格納容器の除熱機能，格

納容器への窒素注入機能及び格納容器内の可燃性ガスの濃度

制御系機能が確保できた場合には，格納容器ベントを停止す

る運用とする。 

※1 Ｃｓ－137 は長半減期核種となるが，事象発生 30日間

及び 100 日間におけるＣｓ－137 の放出量は，長期的

な放出量を評価する観点から，減衰効果を考慮し評価

した。 

Cs-137 の放出量（Bq）= 約 5.4TBq（100 日間） 【柏崎 6/7,東海第二】 

・解析条件の相違

【東海第二】 

島根２号は，保守側に

減衰効果を考慮せず評

価した。 
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表1  Cs-137の炉内内蔵量の評価の前提条件 

【比較のため，「1. 評価条件」を記載】 

1. 評価条件

放出量評価条件（格納容器圧力逃がし装置から放出）を第 1表，

大気中への放出過程及び概略図を第 1図及び第 2図に示す。 

第 1表 放出量評価条件（1／2） 

第 1表 放出量評価条件（2／2） 

表１ Ｃｓ－137 の炉内内蔵量の評価の前提条件 

表２ 放出量評価条件 

項目 評価条件 選定理由 

運転時間（h） 

１サイクル：10,000h (416 日) 

２サイクル：20,000h 

３サイクル：30,000h 

４サイクル：40,000h 

５サイクル：50,000h 

１サイクル 13 ヶ月（395 日）

を考慮して，燃料の最高取出

燃焼度に余裕を持たせ長めに

設定 

取替炉心の 

燃料装荷割合 

１サイクル：0.229 (200 体) 

２サイクル：0.229 (200 体) 

３サイクル：0.229 (200 体) 

４サイクル：0.229 (200 体) 

５サイクル：0.084 (72 体) 

取替炉心の燃料装荷割合に基

づく 

項目 評価条件 選定理由 

炉内内蔵量 

（Ｃｓ－137） 
3.22×1017 

「単位熱出力あたりの炉内蓄

積量（Bq/MW）」に「2,436MW

（定格熱出力）」を乗じて算

出 

放出開始時間 
事象発生から約 32 時間（格納

容器フィルタベント使用時） 
ＭＡＡＰ解析結果 

格納容器内での除去効

果 

ＭＡＡＰ解析に基づく（沈着，

ドライウェルスプレイ及びサ

プレッション・プールにおける

スクラビング）

ＭＡＡＰのＦＰ挙動モデル 

格納容器内ｐＨ制御の

効果 
考慮しない 

保守的に考慮しないものとし

た 

格納容器から原子炉建

物への漏えい 
考慮しない 

保守的に考慮しないものとし

た 

格納容器フィルタベン

ト系への放出割合

【Ｓ／Ｃベント】 

ＣｓＩ類：3.51×10－６ 

ＣｓＯＨ類： 6.54×10－６ 

【Ｄ／Ｗベント】 

ＣｓＩ類：2.62×10－３ 

ＣｓＯＨ類：1.11×10－２ 

ＭＡＡＰ解析結果 

格納容器フィルタベン

ト系における粒子状放

射性物質の除去係数 

粒子状物質：1,000 設計値に基づき設定 
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添付資料3.1.3.3（別紙） 

 

大破断LOCA 時における放射性物質の原子炉格納容器内への放出

割合について 

 

大破断LOCA 時における環境中へのセシウムの放出量の評価で

は，原子炉格納容器内へのセシウムの放出割合としてMAAP 解析結

果を適用している。 

原子炉格納容器内への放射性物質の放出割合は米国の代表的な

ソースタームであるNUREG-1465※1 においても整理されており，

NUREG-1465 で整理された値を使用することでも環境中へのセシ

ウムの放出量を評価することができると考えられる。 

以下では，原子炉格納容器内へのセシウムの放出割合について

MAAP 解析結果とNUREG-1465 を比較し，MAAP 解析結果の適用性を

検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 NUREG-1465 では，NUREG-1150（米国の代表プラントのPRA）

で検討された全ての事故シーケンスについてレビューを行

い，更にいくつかのシーケンスに対するソースタームコード

パッケージ（STCP）やMELCOR コードによる追加解析が行われ

て，ソースタームが検討されている（表1 参照）。検討された

 

 

 

 

 

また，大気へのＣｓ－137 の放出量の評価において，格納

容器内へのＣｓ－137 の放出割合としてＭＡＡＰ解析結果を

用いている。 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 図のとおり，米国の代表的なソースタームであるＮＵ

ＲＥＧ－1465※２で示された値（ＢＷＲプラント，「Gap 

Release」及び「Early In-Vessel」の値の和）とＭＡＡＰ解

析結果を比較すると，よう素及びセシウムの放出割合につい

ては，ＭＡＡＰ解析の方が大きい結果となる。希ガスについ

ては，ＮＵＲＥＧ－1465 の方が大きいが，これは東海第二の

想定シナリオでは原子炉注水により炉心を再冠水させること

で，炉心の終状態においても炉心内に自立した状態の燃料が

一部存在するためである（添付資料 3.1.2.6 参照）。 

仮にセシウムの格納容器内への放出割合としてＮＵＲＥＧ

－1465 の値を参照した場合，セシウムの放出量として代表的

又は典型的な値が評価されると考えられるが，本評価では，

評価対象とする事故シーケンス「大破断ＬＯＣＡ＋高圧炉心

冷却失敗＋低圧炉心冷却失敗」のＭＡＡＰ解析結果が得られ

ており，また，その値がＮＵＲＥＧ－1465 と比べて大きいこ

とから，ＭＡＡＰ解析結果を参照することは適切であると考

えられる。 

 

※2  ＮＵＲＥＧ－1465 では，ＮＵＲＥＧ－1150(米国の代

表プラントのＰＲＡ)で検討された全ての事故シーケン

スについてレビューを行い，さらに，いくつかのシーケ

ンスに対するソースタームコードパッケージ（ＳＴＣＰ）

やＭＥＬＣＯＲコードによる追加解析が行われて，ソー

添付資料 3.1.3.3（別紙） 

 

大破断ＬＯＣＡ時における放射性物質の原子炉格納容器内への放

出割合について 

 

大破断ＬＯＣＡ時における環境中へのセシウムの放出量の評価

では，原子炉格納容器内へのセシウムの放出割合としてＭＡＡＰ

解析結果を適用している。 

原子炉格納容器内への放射性物質の放出割合は米国の代表的な

ソースタームであるＮＵＲＥＧ-1465※１においても整理されてお

り，ＮＵＲＥＧ-1465 で整理された値を使用することでも環境中

へのセシウムの放出量を評価することができると考えられる。 

以下では，原子炉格納容器内へのセシウムの放出割合について

ＭＡＡＰ解析結果と NUREG-1465 を比較し，ＭＡＡＰ解析結果の適

用性を検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ ＮＵＲＥＧ-1465 では，ＮＵＲＥＧ-1150（米国の代表プラ

ントのＰＲＡ）で検討された全ての事故シーケンスについ

てレビューを行い，更にいくつかのシーケンスに対するソ

ースタームコードパッケージ（ＳＴＣＰ）やＭＥＬＣＯＲ

コードによる追加解析が行われて，ソースタームが検討さ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・資料構成の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，「(1) 

NUREG-1465 との比較」

にて記載。 
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事故シーケンスは，本評価で対象としている「大破断LOCA＋

ECCS 注水機能喪失＋全交流動力電源喪失」シナリオと同様，

炉心が溶融し原子炉圧力容器が低圧で破損する事故シーケン

スである。 

 

 また，NUREG-1465 では，当該文書中に示された原子炉格納

容器への放出割合は，保守的に選ばれた損傷燃料からの放射

性物質の初期放出を除いて，低圧での炉心溶融事故に関する

保守的又は限界的な値を意図しているものではなく，代表的

又は典型的な値を意図しているものとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)NUREG-1465 との比較 

放射性物質の原子炉格納容器内への放出割合について，

NUREG-1465 に示された値（BWR プラント，Gap Release とEarly 

In-Vessel の和）と，「大破断LOCA＋ECCS 注水機能喪失＋全交流

動力電源喪失」シナリオのMAAP 解析結果※2 を図1 に示す。 

 

 

※2 放射性物質の原子炉格納容器内への放出割合は，代替循環冷

却系を用いて事象収束に成功する場合と格納容器ベントを実

施する場合とでほとんど同じMAAP 解析結果となる。 

図1 では，代替循環冷却系を用いて事象収束に成功する場合

スタームが検討されている（第 2 表参照）。検討された事

故シーケンスは，本評価で対象としている「大破断ＬＯ

ＣＡ＋高圧炉心冷却失敗＋低圧炉心冷却失敗」シナリオ

と同様，炉心が溶融し原子炉圧力容器が低圧で破損する

事故シーケンスである。 

   また，ＮＵＲＥＧ－1465 では，当該文章中に示された

格納容器への放出割合は，保守的に選ばれた損傷燃料か

らの放射性物質の初期放出を除いて，低圧での炉心溶融

事故に関する保守的又は限界的な値を意図しているもの

ではなく，代表的又は典型的な値を意図しているものと

している。 

 

【比較のため，「第 2表」を記載】 

第 2表 ＮＵＲＥＧ－1465 で検討された事故シーケンス（ＢＷＲ） 

 

【ここまで】 

 

 

 

【比較のため，前段の該当箇所を記載】 

第 3 図のとおり，米国の代表的なソースタームであるＮＵ

ＲＥＧ－1465※２で示された値（ＢＷＲプラント，「Gap 

Release」及び「Early In-Vessel」の値の和）とＭＡＡＰ解

析結果を比較すると，よう素及びセシウムの放出割合につい

ては，ＭＡＡＰ解析の方が大きい結果となる。希ガスについ

ては，ＮＵＲＥＧ－1465 の方が大きいが，これは東海第二の

想定シナリオでは原子炉注水により炉心を再冠水させること

で，炉心の終状態においても炉心内に自立した状態の燃料が

一部存在するためである（添付資料 3.1.2.6 参照）。 

 

 

れている（別表１参照）。検討された事故シーケンスは，

本評価で対象としている「冷却材喪失（大破断ＬＯＣＡ）

＋ＥＣＣＳ注水機能喪失＋全交流動力電源喪失」シナリオ

と同様，炉心が溶融し原子炉圧力容器が低圧で破損する事

故シーケンスである。 

   また，ＮＵＲＥＧ-1465 では，当該文書中に示された原子

炉格納容器への放出割合は，保守的に選ばれた損傷燃料か

らの放射性物質の初期放出を除いて，低圧での炉心溶融事

故に関する保守的又は限界的な値を意図しているものでは

なく，代表的又は典型的な値を意図しているものとしてい

る。 

 

 

別表１ NUREG-1465 で検討された事故シーケンス（ＢＷＲ） 

 

 

 

 

 

 

(1) ＮＵＲＥＧ-1465 との比較 

放射性物質の原子炉格納容器内への放出割合について，ＮＵ

ＲＥＧ-1465 に示された値（ＢＷＲプラント，Gap Release と

Early In-Vessel の和）と，「冷却材喪失（大破断ＬＯＣＡ）

＋ＥＣＣＳ注水機能喪失＋全交流動力電源喪失」シナリオのＭ

ＡＡＰ解析結果※２を別図１に示す。 

 

※２ 放射性物質の原子炉格納容器内への放出割合は，残留熱

代替除去系を用いて事象収束に成功する場合と格納容器

ベントを実施する場合とでほとんど同じＭＡＡＰ解析結

果となる。別図１では，格納容器フィルタベント系を用
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のMAAP 解析結果を代表として示した。 

 

図1 より，セシウム及びよう素の原子炉格納容器内への放出割

合については，MAAP 解析とNUREG-1465 ともに数割程度となって

おり，MAAP 解析結果の方が大きくなっている。また，希ガスにつ

いては両者に差はあまりなく，NUREG-1465 では全量，MAAP 解析

結果においてもほぼ全量となっている。 

 

仮にセシウムの原子炉格納容器内への放出割合として

NUREG-1465 の値を参照した場合，セシウムの放出量として代表的

又は典型的な値が評価されると考えられるが，本評価では，評価

対象とする事故シナリオ「大破断LOCA＋ECCS 注水機能喪失＋全交

流動力電源喪失」シナリオのMAAP 解析結果が得られており，また，

その値がNUREG-1465 と比べて大きいことから，MAAP 解析結果を

参照することは適切であると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 原子炉格納容器内への放出割合の比較（MAAP 解析結果は 

      代替循環冷却系を用いて事象収束に成功する場合の

ものを参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮にセシウムの格納容器内への放出割合としてＮＵＲＥＧ

－1465 の値を参照した場合，セシウムの放出量として代表的

又は典型的な値が評価されると考えられるが，本評価では，

評価対象とする事故シーケンス「大破断ＬＯＣＡ＋高圧炉心

冷却失敗＋低圧炉心冷却失敗」のＭＡＡＰ解析結果が得られ

ており，また，その値がＮＵＲＥＧ－1465 と比べて大きいこ

とから，ＭＡＡＰ解析結果を参照することは適切であると考

えられる。 

【ここまで】 

 

 

 

第 3 図 格納容器内への放出割合の比較 

 

 

 

 

 

 

いて事象収束に成功する場合のＭＡＡＰ解析結果を代表

として示した。 

別図１より，セシウム及びよう素の原子炉格納容器内への放

出割合については，ＭＡＡＰ解析とＮＵＲＥＧ-1465 ともに数

割程度となっており，ＭＡＡＰ解析結果の方が大きくなってい

る。また，希ガスについては両者に差はあまりなく，ＮＵＲＥ

Ｇ-1465 では全量，ＭＡＡＰ解析結果においてもほぼ全量とな

っている。 

仮にセシウムの原子炉格納容器内への放出割合としてＮＵＲ

ＥＧ-1465 の値を参照した場合，セシウムの放出量として代表

的又は典型的な値が評価されると考えられるが，本評価では，

評価対象とする事故シナリオ「冷却材喪失（大破断ＬＯＣＡ）

＋ＥＣＣＳ注水機能喪失＋全交流動力電源喪失」シナリオのＭ

ＡＡＰ解析結果が得られており，また，その値がＮＵＲＥＧ

-1465 と比べて大きいことから，ＭＡＡＰ解析結果を参照する

ことは適切であると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

別図１ 原子炉格納容器内への放出割合の比較（ＭＡＡＰ解析結

果は格納容器フィルタベント系を用いて事象収束に成功する場合

のものを参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 
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第 2 表 ＮＵＲＥＧ－1465 で検討された事故シーケンス（ＢＷＲ） 

 

 

 

 

・資料構成の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，「別紙 

別表１」にて記載。 
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まとめ資料比較表 〔有効性評価 添付資料 3.1.3.4〕 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

添付資料3.1.3.4 

 

原子炉建屋から大気中への放射性物質の漏えい量について 

 

 

格納容器破損モードの重大事故等対策の有効性評価では，厳し

い事象を想定した場合でも，原子炉格納容器が破損することなく

安定状態に至る結果が得られている。この評価結果に照らして原

子炉建屋から大気中への放射性物質の漏えい量を考える。 

 

格納容器破損防止対策の有効性評価では，通常運転時に用いて

いる原子炉区域・タービン区域換気空調系が全交流動力電源喪失

により停止し，交流電源が回復した後に非常用ガス処理系が起動

する状況を想定している。ここで，原子炉区域・タービン区域換

気空調系の停止から非常用ガス処理系が起動するまでの時間遅れ

を考慮し，非常用ガス処理系によって原子炉建屋の設計負圧が達

成されるまで事象発生から40 分かかると想定している。 

格納容器破損モードの重大事故等対策の有効性評価では原子炉

格納容器は健全であると評価していることから，原子炉格納容器

から漏えいした水蒸気は原子炉建屋内で凝縮され原子炉建屋空間

部が加圧されることはないと考えられる。また，原子炉建屋内の

換気空調系は停止しているため，原子炉建屋内空間部と外気との

圧力差が生じにくく，原子炉建屋内外での空気のやりとりはほと

んどないものと考えられる。さらに，原子炉格納容器内から原子

炉建屋に漏えいした粒子状放射性物質は，原子炉建屋内での重力

沈降や水蒸気の凝縮に伴い，原子炉建屋内に沈着するものと考え

られる。 

これらのことから，原子炉格納容器の健全性が維持されており，

原子炉区域・タービン区域換気空調系が停止している場合は，原

子炉格納容器から原子炉建屋内に漏えいした放射性物質は，原子

炉建屋内で時間減衰し，また，原子炉建屋内で除去されるため，

大気中へはほとんど放出されないものと考えられる。 

本評価では，上述の状況に係わらず，非常用ガス処理系が起動

し，原子炉建屋の設計負圧が達成されるまでの間，原子炉格納容

器から原子炉建屋に漏えいした放射性物質は保守的に全量原子炉

建屋から大気中へ漏えいすることを想定した場合の放出量を示

す。 

添付資料 3.1.3.5 

 

原子炉建屋から大気中へ漏えいするＣｓ－137 の漏えい量評価等

について 

 

 本資料では，「原子炉建屋から大気中へ漏えいするＣｓ－137」

の放出量評価及び「格納容器圧力逃がし装置を用いて大気中へ放

出されるＣｓ－137」の放出量評価結果（添付資料 3.1.3.4 参照）

を合計した結果について示す。 

 

 なお，本評価では，原子炉建屋ガス処理系が起動するまでの間，

格納容器から原子炉建屋に漏えいした放射性物質は，瞬時に原子

炉建屋から大気中へ漏えいするものとして，放出量を保守的に評

価しているが，下記のとおり，格納容器の健全性が維持されてお

り，原子炉建屋の換気空調系が停止している場合は，格納容器か

ら原子炉建屋に漏えいした放射性物質の一部は，原子炉建屋内で

沈着又は時間減衰するため，大気中への放出量は本評価結果より

少なくなると考えられる。 

・格納容器が健全な場合，格納容器内の放射性物質は，格納容器

圧力に応じて原子炉建屋へ漏えいするものとしている。漏えい

した放射性物質の一部は，原子炉建屋内での重力沈降等に伴い，

原子炉建屋内に沈着すると考えられる。 

・原子炉建屋内の換気空調系が停止している場合，原子炉建屋内

外における圧力差が生じにくく，原子炉建屋内外での空気のや

りとりは多くないと考えられるため，漏えいした放射性物質の

一部は原子炉建屋内に滞留し，時間減衰すると考えられる。 

 

 

添付資料 3.1.3.4 

 

原子炉建物から大気中への放射性物質の漏えい量について 

 （雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）） 

 

本格納容器破損モードの重大事故等対策の有効性評価では，厳

しい事象を想定した場合でも，原子炉格納容器が破損することな

く安定状態に至る結果が得られている。この評価結果に照らして

原子炉建物から大気中への放射性物質の漏えい量を考える。 

 

格納容器破損防止対策の有効性評価では，通常運転時に用いて

いる原子炉棟の換気系が全交流動力電源喪失により停止し，交流

電源が回復した後に非常用ガス処理系が起動する状況を想定し

ている。ここで，原子炉棟の換気系の停止から非常用ガス処理系

が起動するまでの時間遅れを考慮し，非常用ガス処理系によって

原子炉建物の設計負圧が達成されるまで事象発生から 70 分かか

ると想定している。 

本格納容器破損モードの重大事故対策の有効性評価では原子

炉格納容器は健全であると評価していることから，原子炉格納容

器から漏えいした水蒸気は原子炉建物内で凝縮され原子炉建物

空間部が加圧されることはないと考えられる。また，原子炉建物

内の換気系は停止しているため，原子炉建物内空間部と外気との

圧力差が生じにくく，原子炉建物内外での空気のやりとりはほと

んどないものと考えられる。さらに，原子炉格納容器内から原子

炉建物に漏えいした粒子状放射性物質は，原子炉建物内での重力

沈降や水蒸気の凝縮に伴い，原子炉建物内に沈着するものと考え

られる。 

これらのことから，原子炉格納容器の健全性が維持されてお

り，原子炉棟の換気系が停止している場合は，原子炉格納容器か

ら原子炉建物内に漏えいした放射性物質は，原子炉建物内で時間

減衰し，また，原子炉建物内で除去されるため，大気中へは殆ど

放出されないものと考えられる。 

本評価では，上述の状況に係わらず，非常用ガス処理系が起動

し，原子炉建物の設計負圧が達成されるまでの間，原子炉格納容

器から原子炉建物に漏えいした放射性物質は，保守的に全量原子

炉建物から大気中へ漏えいすることを想定した場合の放出量を

示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

島根２号炉は，非常用

ガス処理系の起動操作

時間（60 分）＋負圧達

成時間（10 分）を想定

して設定。 
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１．評価条件 

(1) 格納容器破損モードの評価事故シーケンスである「大破断

LOCA＋ECCS 注水機能喪失＋全交流動力電源喪失」に対し，格

納容器ベントによって原子炉格納容器除熱を実施する場合に

ついて評価する。 

 

(2) 原子炉格納容器からの漏えい量は，MAAP 解析上で原子炉格納

容器内圧力に応じて漏えい率が変化するものとし，開口面積

は以下のとおり設定する。（添付資料3.1.2.6 参照） 

・1Pd 以下 ：0.9Pd で0.4%/日 相当 

・1～2Pd ：2.0Pd で1.3%/日 相当 

 

なお，エアロゾル粒子は原子炉格納容器外に放出される前に

貫通部内で捕集されることが実験的に確認されていることか

ら，原子炉格納容器の漏えい孔におけるエアロゾルの捕集の効

果に期待できるが，本評価では保守的に考慮しないこととする。 

 

 

 

 

 

(3) 原子炉建屋から大気中への放射性物質の漏えいについては，

非常用ガス処理系により負圧が達成される事象発生40 分後

までは原子炉建屋内の放射性物質の保持機能に期待しないこ

ととし（換気率無限），非常用ガス処理系により設計負圧を達

成した後は設計換気率0.5 回/日相当を考慮する。 

 

 

 

 

 

(4) 非常用ガス処理系はフィルタを通して原子炉区域内の空気を

外気に放出するためフィルタの放射性物質の除去性能に期待

できるが，本評価では保守的に期待しないこととする（DF=1）。 

 

(5) 原子炉建屋内での放射能量の時間減衰は考慮せず，また，原

子炉建屋内での粒子状物質の除去効果は保守的に考慮しな

い。 

1. 評価条件 

  放出量評価条件を第 1表に示す。（大気中への放出過程及び概

略図は，添付資料 3.1.3.4 の第 1図及び第 2図参照） 

第 1表 放出量評価条件（1／2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 表 放出量評価条件（2／2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１. 評価条件 

(1) 本格納容器破損モードの評価事故シーケンスである「冷却

材喪失（大破断ＬＯＣＡ）＋ＥＣＣＳ注水機能喪失＋全交流

動力電源喪失」に対し，格納容器ベントによって原子炉格納

容器除熱を実施する場合について評価する。 

 

(2) 原子炉格納容器からの漏えい量は，ＭＡＡＰ解析上で原子

炉格納容器圧力に応じて漏えい率が変化するものとし，開口

面積は以下のように設定する。（添付資料 3.1.2.6 参照） 

・１Pd 以下：0.9Pd で 0.5％/日 相当 

・１～２Pd：2.0Pd で 1.3％/日 相当 

 

(3) エアロゾル粒子は原子炉格納容器外に放出される前に貫通

部内で捕集されることが実験的に確認されていることから

原子炉格納容器の漏えい孔におけるエアロゾルの捕集の効

果を考慮する（ＤＦ＝10）※１。 

 

 

 

 

 

(4) 原子炉建物から大気中への放射性物質の漏えいについて

は，非常用ガス処理系により負圧が達成される事象発生 70

分後までは原子炉建物内の放射性物質の保持機能に期待し

ないこととし（換気率無限），非常用ガス処理系により設計

負圧を達成した後は設計換気率１回/日相当を考慮する。 

 

 

 

 

 

(5) 非常用ガス処理系はフィルタを通して原子炉棟内の空気を

外気に放出するためフィルタの放射性物質の除去性能に期

待できるが，本評価では保守的に期待しないこととする（Ｄ

Ｆ＝１）。 

(6) 原子炉建物内での放射能量の時間減衰は考慮せず，また，原

子炉建物内での粒子状物質の除去効果は保守的に考慮しな

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設計漏えい率の相違 

【柏崎 6/7】 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

①島根２号炉は，最確条

件として格納容器貫通

部の捕集効果を考慮し

た評価としている。 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

②島根２号炉は，非常用

ガス処理系の起動操作

時間（60 分）＋負圧達

成時間（10 分）を想定

して設定。 

・設計換気率の相違 

【柏崎 6/7】 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 
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２．評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 評価結果（原子炉建屋から大気中へ漏えいするＣｓ－137） 

  原子炉建屋から大気中へのＣｓ－137 の漏えい量は，約

14.3TBq（事象発生 7日間）である。なお，添付資料 3.1.2.4 に

示す「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温

破損）」において代替循環冷却系を使用する場合のＣｓ－137 の

漏えい量（約 7.5TBq）より 2倍程度大きい結果となっているが，

これは格納容器ベント実施（約 19 時間）までの格納容器圧力（格

納容器から原子炉建屋への漏えい率に寄与）の違いによる影響

が大きい（下記参照）。 

  ・代替循環冷却系を使用する場合 

   代替循環冷却系による格納容器除熱操作により圧力抑制さ

れるため，0.31MPa［gage］（約 1Pd）以下で推移（第 3.1.2

－11 図参照） 

  ・代替循環冷却系を使用できない場合 

   0.465MPa［gage］到達後（約 3.9 時間），格納容器ベント実

施（約 19 時間）まで格納容器圧力を 0.400MPa［gage］～

0.465MPa［gage］の範囲で維持（第 3.1.3－10 図参照） 

  また，事象発生 7日間以降の影響を確認するために評価した，

事象発生 30 日間，100 日間における原子炉建屋から大気中への

Ｃｓ－137 の漏えい量は，約 14.4TBq（事象発生 30 日間）及び

約 15.5TBq（事象発生 100 日間）である。 

  なお，事象発生 7 日以降の長期解析においては，事象発生約

20 時間後に格納容器ベントを実施し，事象発生 100 日まで格納

容器ベントを継続しているが，格納容器の除熱機能，格納容器

への窒素注入機能及び格納容器内の可燃性ガスの濃度制御系機

能が確保できた場合には，格納容器ベントを停止する運用とす

る。 

 

 

 

 

※１ 「原子炉格納容器からの漏えいに関するエアロゾル粒

子の捕集効果の設定について」 東北電力株式会社,東京電力

ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社,中部電力株式会社,北陸電力株式会社,

中国電力株式会社,日本原子力発電株式会社,電源開発株式

会社， 2019 年 12 月 

 

 

２．評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

①島根２号炉は，最確条

件として格納容器貫通

部の捕集効果を考慮し

た評価としている。 

 

・解析結果の相違 

【東海第二】 

 東海第二では，代替循

環冷却系を使用するシ

ナリオとの漏えい量の

差異の理由を記載。 
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原子炉建屋から大気中へ漏えいするCs-137 の評価結果を表１

に示す。 

 

原子炉建屋から大気中へ漏えいするCs-137 は7 日間で約14TBq 

であり，格納容器圧力逃がし装置によって大気中へ放出される

Cs-137 の7 日間の最大約2TBq（ドライウェルのライン経由）とあ

わせても約16TBq と基準の100TBq を下回っている。 

 

 

 

 

なお，事象発生７日間以降の影響を確認するため，事象発生後

30 日間，100 日間における大気へのCs-137 の放出量を確認して

いる。 

 

原子炉建屋から大気中へのCs-137 の漏えい量に格納容器圧力

逃がし装置（ドライウェルのライン経由）から大気中へ放出する

Cs-137の放出量を加えた場合でも，約18TBq（30 日間）及び約18TBq

（100 日間）であり，放出量も100TBq を下回る。 

 

表１ 原子炉建物から大気中への放射性物質(Cs-137)の漏えい量 

 

3. Ｃｓ－137 の放出量 

  「格納容器圧力逃がし装置を用いて大気中へ放出されるＣｓ

－137」及び「原子炉建屋から大気中へ漏えいするＣｓ－137」

の放出量評価結果を第 2表に示す。 

  原子炉建屋から大気中へのＣｓ－137 の漏えい量（約

14.3TBq）にサプレッション・チェンバのラインを経由した場合

の格納容器圧力逃がし装置から大気への放出量（約 1.2×10－４

TBq）を加えた場合の放出量は約 15Bq であり，評価項目である

100TBq を下回っている。なお，ドライウェルのラインを経由し

た場合の格納容器圧力逃がし装置から大気への放出量（約

3.7TBq）を加えた場合でも約 18TBq であり，100TBq を下回って

いる。 

  また，事象発生 7 日間以降の影響について，原子炉建屋から

大気中へのＣｓ－137 の漏えい量に，サプレッション・チェン

バのラインを経由した場合の格納容器圧力逃がし装置から大気

への放出量を加えた場合の放出量は，事象発生 30 日間で約

15TBq，事象発生 100 日間で約 16TBq であり，いずれの場合にお

いても 100TBq を下回っている。 

 

 

 

 

 

 

第 2 表 大気中へのＣｓ－137 の放出量 

 

「格納容器フィルタベント系を用いて大気中へ放出されるＣ

ｓ－137」及び「原子炉建物から大気中へ漏えいするＣｓ－137」

の放出量評価結果を表１に示す。 

原子炉建物から大気中へのＣｓ－137 の漏えい量（約 1.4TBq）

にサプレッション・チェンバのラインを経由した場合の格納容器

フィルタベント系から大気への放出量（約 2.1×10－3TBq）を加え

た場合の放出量は約 1.4TBq であり，評価項目である 100TBq を下

回っている。なお，ドライウェルのラインを経由した場合の格納

容器フィルタベント系から大気への放出量（約 3.4TBq）を加えた

場合でも約 4.8TBq であり，100TBq を下回っている。 

 

また，事象発生７日間以降の影響について，原子炉建物から大

気中へのＣｓ-137 の漏えい量に格納容器フィルタベント系（サプ

レッション・チェンバのライン経由）から大気中へ放出するＣｓ

－137 の放出量を加えた場合の放出量は，事象発生 30 日間で約

1.5TBq，事象発生 100 日間で約 1.5TBq であり，いずれの場合に

おいても 100TBq を下回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 大気中への放射性物質(Cs-137)の放出量 

 

 

※１ ベント放出量においては，保守的に格納容器からの漏えいをしない場合

のＭＡＡＰ解析により算出している。 

※２ サプレッションチェンバのラインを経由した場合の評価結果 

※３ ドライウェルのラインを経由した場合の評価結果 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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添付資料3.1.3.5 

安定状態について（代替循環冷却系を使用しない場合） 

 

 

 

雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）時

において代替循環冷却系を使用しない場合における安定状態につ

いては以下のとおり。 

原子炉安定停止状態：事象発生後，重大事故等対処設備を用い

た損傷炉心冷却により，損傷炉心の冠水

が維持でき，また，冷却のための設備が

その後も機能維持できると判断され，か

つ，必要な要員の不足や資源の枯渇等の

あらかじめ想定される事象悪化のおそれ

がない場合，安定停止状態が確立された

ものとする。 

原子炉格納容器安定状態：損傷炉心を冠水させた後に，重大事

故等対処設備を用いた原子炉格納容

器除熱機能（格納容器圧力逃がし装

置又は代替循環冷却系）により，格

納容器圧力及び温度が安定又は低下

傾向に転じ，また，除熱のための設

備がその後も機能維持できると判断

され，かつ，必要な要員の不足や資

源の枯渇等のあらかじめ想定される

事象悪化のおそれがない場合，安定

状態が確立されたものとする。 

【安定状態の確立について】 

原子炉安定停止状態の確立について 

低圧代替注水系（常設）による注水継続により損傷炉心が冠水

し，損傷炉心の冷却が維持され，原子炉安定停止状態が確立さ

れる。 

 

原子炉格納容器安定状態の確立について 

炉心冷却を継続し，格納容器圧力0.62MPa[gage]到達までに格納

容器圧力逃がし装置による原子炉格納容器除熱を開始すること

で，格納容器圧力及び温度は安定又は低下傾向になり，格納容

添付資料3.1.3.7 

安定状態について（雰囲気圧力・温度による静的負荷 

（格納容器過圧・過温破損）（代替循環冷却系を使用できない場

合）） 

 

 「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）

（代替循環冷却系を使用できない場合）」時の安定状態については

以下のとおり。 

原子炉安定停止状態： 

 事象発生後，重大事故等対処設備を用いた損傷炉心冷却によ

り，損傷炉心の冠水が維持可能であり，また，冷却のための

設備がその後も機能維持できると判断され，かつ，必要な要

員の不足や資源の枯渇等のあらかじめ想定される事象悪化の

おそれがない場合，安定停止状態が確立されたものとする。 

 

 

格納容器安定状態： 

 損傷炉心を冠水させた後に，重大事故等対処設備を用いた格

納容器除熱機能（代替循環冷却系又は格納容器圧力逃がし装

置）により，格納容器圧力及び雰囲気温度が安定又は低下傾

向に転じ，また，除熱のための設備がその後も機能維持でき

ると判断され，かつ，必要な要員の不足や資源の枯渇等のあ

らかじめ想定される事象悪化のおそれがない場合，安定状態

が確立されたものとする。 

 

 

 

【安定停止状態の確立について】 

原子炉安定状態の確立について 

低圧代替注水系（常設）における注水継続により損傷炉心が

冠水し，損傷炉心の冷却が維持され，原子炉安定停止状態が確

立される。 

 

格納容器安定状態の確立について 

炉心冷却を継続し，格納容器圧力0.62MPa［gage］到達までに

格納容器圧力逃がし装置による格納容器除熱を開始すること

で，格納容器圧力及び雰囲気温度は安定又は低下傾向になり，

添付資料3.1.3.5 

安定状態について（残留熱代替除去系を使用しない場合） 

 

 

 

雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）

時において残留熱代替除去系を使用しない場合における安定状態

については以下のとおり。 

原子炉安定停止状態：事象発生後，重大事故等対処設備を用い

た損傷炉心冷却により，損傷炉心の冠水

が維持でき，また，冷却のための設備が

その後も機能維持できると判断され，か

つ，必要な要員の不足や資源の枯渇等の

あらかじめ想定される事象悪化のおそれ

がない場合，安定停止状態が確立された

ものとする。 

原子炉格納容器安定状態：損傷炉心を冠水させた後に，重大事

故等対処設備を用いた原子炉格納容

器除熱機能（残留熱代替除去系又は

格納容器フィルタベント系）により，

格納容器圧力及び温度が安定又は低

下傾向に転じ，また，除熱のための

設備がその後も機能維持できると判

断され，かつ，必要な要員の不足や

資源の枯渇等のあらかじめ想定され

る事象悪化のおそれがない場合，安

定状態が確立されたものとする。 

【安定状態の確立について】 

原子炉安定停止状態の確立について 

低圧原子炉代替注水系（常設）による注水継続により損傷炉心

が冠水し，損傷炉心の冷却が維持され，原子炉安定停止状態が

確立される。 

 

原子炉格納容器安定状態の確立について 

炉心冷却を継続し，格納容器圧力853kPa[gage]到達までに格納

容器フィルタベント系による原子炉格納容器除熱を開始するこ

とで，格納容器圧力及び温度は安定又は低下傾向になり，格納
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器温度は150℃を下回り，原子炉格納容器安定状態が確立され

る。 

また，重大事故等対策時に必要な要員は確保可能であり，また，

必要な水源，燃料及び電源を供給可能である。 

 

【安定状態の維持について】 

上記の格納容器破損防止対策により安定状態を維持できる。 

代替循環冷却系又は残留熱除去系機能を復旧して除熱を行い，

原子炉格納容器を隔離することによって，安定状態の更なる除

熱機能の確保及び維持が可能となる。安定状態の維持に関する

具体的な要件は以下のとおり。 

① 原子炉格納容器除熱機能として代替循環冷却系又は残留熱

除去系の復旧による冷却への移行 

② 原子炉格納容器内の水素・酸素濃度の制御を目的とした可燃

性ガス濃度制御系の復旧及び原子炉格納容器内への窒素ガ

ス封入（パージ） 

③ 上記の安全機能の維持に必要な電源（外部電源），冷却水系

等の復旧 

④ 長期的に維持される原子炉格納容器の状態（温度・圧力）に

対し，適切な地震力に対する原子炉格納容器の頑健性の確

保 

（添付資料2.1.1 別紙1 参照） 
 

格納容器雰囲気温度は150℃を下回り，格納容器安定状態が確立

される。 

 また，重大事故等対策時に必要な要員は確保可能であり，必

要な水源，燃料及び電源を供給可能である。 

 

【安定状態の維持について】 

上記の格納容器破損防止対策により安定状態を確立できる。 

代替循環冷却系を用いて又は残留熱除去系を復旧させ，除熱

を行うことにより，安定状態の維持が可能となる。安定状態の

維持に関する具体的な要件は以下のとおり。 

 

①格納容器除熱機能として代替循環冷却系又は残留熱除去系の

復旧による冷却へ移行 

②格納容器内の水素・酸素濃度の制御を目的とした可燃性ガス

濃度制御系の復旧及び格納容器内への窒素注入 

 

③上記の安全機能の維持に必要な電源（外部電源），冷却水等の

確保 

④長期的に維持される格納容器の状態（圧力・温度）に対し，

適切な地震力に対する格納容器の頑健性の確保 

 

（添付資料3.1.2.9別紙参照） 
 

容器温度は150℃を下回り，原子炉格納容器安定状態が確立され

る。 

また，重大事故等対策時に必要な要員は確保可能であり，必要

な水源，燃料及び電源を供給可能である。 

 

【安定状態の維持について】 

上記の格納容器破損防止対策により安定状態を維持できる。 

残留熱代替除去系又は残留熱除去系機能を復旧して除熱を行

い，原子炉格納容器を隔離することによって，安定状態の更な

る除熱機能の確保及び維持が可能となる。安定状態の維持に関

する具体的な要件は以下のとおり。 

① 原子炉格納容器除熱機能として残留熱代替除去系又は残留

熱除去系の復旧による冷却への移行 

② 原子炉格納容器内の水素・酸素濃度の制御を目的とした可燃

性ガス濃度制御系の復旧及び原子炉格納容器内への窒素ガ

ス注入（パージ） 

③ 上記の安全機能の維持に必要な電源（外部電源），冷却水系

等の復旧 

④ 長期的に維持される原子炉格納容器の状態（温度・圧力）に

対し，適切な地震力に対する原子炉格納容器の頑健性の確保 

 

（添付資料2.1.2 別紙1参照） 
 

改）と柏崎 6/7（ABWR），

東海第二（Mark-Ⅱ）の

最高使用圧力の相違。 
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まとめ資料比較表 〔有効性評価 添付資料 3.1.3.6〕 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
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合
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）
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1
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解
析
コ
ー
ド
及
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解
析
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の
不
確
か
さ
の
影
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評
価
に
つ
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雰
囲
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圧
・
過
温
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・相違理由は本文参照。 
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まとめ資料比較表 〔有効性評価 添付資料 3.1.3.7〕 
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添付資料3.1.3.7 

 

注水操作が遅れる場合の影響について 

 

 

1．はじめに 

評価事故シーケンス「大破断LOCA＋ECCS 注水機能喪失＋全交流

動力電源喪失」では，大破断LOCA 時に非常用炉心冷却系の機能及

び全交流動力電源が喪失するため，原子炉水位は急速に低下する。

原子炉水位低下により炉心は露出し，事象発生約0.3 時間後に燃

料被覆管の最高温度は1,000K（約727℃）に到達し，炉心損傷が開

始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有効性評価では，事象発生から70 分経過した時点で，常設代替交

流電源設備による電源供給を開始し，低圧代替注水系（常設）に

よる原子炉注水を開始することによって，原子炉圧力容器破損に

至ることなく，原子炉水位は回復し，炉心は再冠水する評価結果

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本事象進展について，運転員による原子炉注水操作が有効性評

価よりも遅れた場合の評価項目への影響について評価した。 

 

添付資料 3.1.3.9 

 

注水操作が遅れる場合の影響について 

 

 

1. はじめに 

評価事故シーケンス「大破断ＬＯＣＡ＋高圧炉心冷却失敗＋

低圧炉心冷却失敗」（全交流動力電源喪失の重畳を考慮）では，

大破断ＬＯＣＡ時に非常用炉心冷却系等の機能及び全交流動力

電源が喪失するため，原子炉水位は急速に低下する。水位低下

により炉心は露出し，事象発生約 9 分後に燃料被覆管の最高温

度は 1,200℃に到達する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有効性評価では，事象発生から 25分経過した時点で，常設代替

高圧電源装置からの給電により代替格納容器スプレイ冷却系

（常設）による格納容器冷却及び低圧代替注水系（常設）によ

る原子炉注水を開始することで，原子炉圧力容器破損に至るこ

となく，水位は回復し，炉心は冠水する評価結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本事象進展について，運転員による格納容器冷却操作及び原

子炉注水操作が有効性評価よりも遅れた場合の評価項目への影

響について評価した。 

添付資料 3.1.3.7 

 

注水操作が遅れる場合の影響について 

 

 

１．はじめに 

  評価事故シーケンス「冷却材喪失（大破断ＬＯＣＡ）＋ＥＣ

ＣＳ注水機能喪失＋全交流動力電源喪失」では，大破断ＬＯＣ

Ａ時に非常用炉心冷却系等の機能及び全交流動力電源が喪失す

るため，原子炉水位は急速に低下する。原子炉水位低下により

炉心は露出し，事象発生約５分後に燃料被覆管の最高温度は

1,000K（約 727℃）に到達し，炉心損傷が開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 有効性評価では，事象発生から 30 分経過した時点で，常設代替

交流電源設備による電源供給を開始し，低圧原子炉代替注水系

(常設)による原子炉注水を開始することによって，原子炉圧力

容器破損に至ることなく，原子炉水位は回復し，炉心は再冠水

する評価結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  本事象進展について，運転員による原子炉注水操作が有効性

評価よりも遅れた場合の評価項目への影響について評価した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，原子炉

隔離時冷却系と非常用

炉心冷却系を合わせて

「非常用炉心冷却系等」

と記載。 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，1,000K

到達時間を記載してい

る。 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 注水設備の準備時間

の相違。 

・解析結果の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，事象発

生から残留熱代替除去

系を開始するまでの期

間において，格納容器ス

プレイの実施基準に到

達しない 
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2．評価項目への影響 

操作遅れを想定し，注水開始時間を有効性評価における設定よ

りも20 分遅延（事象発生90 分後に原子炉注水を開始）した場合

について，原子炉圧力容器の健全性及び格納容器破損防止対策の

有効性に係る感度解析を行った。 

 

 

 

（1）原子炉圧力容器の健全性への影響 

原子炉圧力容器の健全性の観点から，炉心内でのデブリの移

行（リロケーション）※の発生有無を評価した。表1 に感度解

析の評価結果を示す。また，操作20 分遅れのケースの原子炉水

位及び注水流量の推移を図1，2 に示す。 

 

 

 

 

 

 

操作20 分遅れの場合においても，損傷炉心は炉心位置に保持

され，リロケーションは発生しないことから，原子炉圧力容器

の健全性は確保される。 

 

※ここで言うリロケーションとは，炉心損傷後，溶融炉心が炉心

下部プレナムに移行した状態を指す。 

 

（2）格納容器破損防止対策の有効性への影響 

格納容器破損防止対策の有効性の観点から，格納容器スプレ

イ開始時間及び格納容器限界圧力・限界温度の到達時間を評価

した。表2 に感度解析の評価結果を示す。また，操作20 分遅れ

のケースにおける格納容器圧力及び格納容器温度の推移を図3，

4 に示す。 

操作20 分遅れの場合において，原子炉注水開始の遅れに伴い

格納容器スプレイの開始時間は遅くなるが，図3，4 に示すとお

り，格納容器スプレイ開始後は格納容器の圧力及び温度は制御

される。また，操作20 分遅れの場合においても，原子炉格納容

器の限界圧力に到達する時間は，有効性評価のケースと同じ約

38 時間後であり，格納容器圧力及び温度の上昇傾向への影響は

2. 評価項目への影響 

操作遅れを想定し，注水開始時間をベースケースにおける設

定よりも 25 分遅延（事象発生 50 分後に原子炉注水開始）した

場合について，原子炉圧力容器の健全性及び格納容器破損防止

対策の有効性に係る感度解析を行った。 

 

 

 

(1) 原子炉圧力容器の健全性への影響 

   原子炉圧力容器の健全性の観点から，炉心内でのデブリの

移行（リロケーション）※の発生有無を評価した。第 1表に感

度解析の評価結果を示す。また，操作 25分遅れケースの炉心

損傷状態を第 1図に示す。 

 

 

 

 

 

 

   操作 25分遅れの場合においても，損傷した燃料は炉心位置

に保持され，リロケーションは発生しないことから，原子炉

圧力容器の健全性は確保される。 

 

   ※ ここでのリロケーションとは，炉心損傷後，溶融炉心

が炉心下部プレナムへ移行した状態を指す。 

 

 (2) 格納容器破損防止対策の有効性への影響 

格納容器破損防止対策の有効性の観点から，格納容器冷却

開始時間及び評価項目となる格納容器圧力・温度の到達時間

を評価した。第 2表に感度解析の評価結果を示す。 

 

 

また，操作 25 分遅れケースにおいても，格納容器冷却開始

後は格納容器圧力及び雰囲気温度は制御され，評価項目とな

る格納容器限界圧力・限界温度に到達することはない。また，

サプレッション・プール水位が通常水位＋6.5m に到達する時

間は約 21 時間後であり，格納容器圧力及び雰囲気温度の上

昇傾向への影響はほとんどない。 

２．評価項目への影響 

  操作遅れを想定し，注水開始時間を有効性評価における設定

よりも 30分遅延（事象発生 60分後に原子炉注水を開始）した

場合について，原子炉圧力容器の健全性及び格納容器破損防止

対策の有効性に係る感度解析を行った。 

 

 

 

（１）原子炉圧力容器の健全性への影響 

   原子炉圧力容器の健全性の観点から，炉心内でのデブリの

移行（リロケーション）※の発生有無を評価した。表１に感

度解析の評価結果を示す。また，操作 30 分遅れのケースの

原子炉水位及び注水流量の推移を図１，２に示す。 

 

 

 

 

 

 

   操作 30分遅れの場合においても，損傷炉心は炉心位置に保

持され，リロケーションは発生しないことから，原子炉圧力

容器の健全性は確保される。 

 

   ※ここで言うリロケーションとは，炉心損傷後，溶融炉心

が炉心下部プレナムに移行した状態を指す。 

 

（２）格納容器破損防止対策の有効性への影響 

   格納容器破損防止対策の有効性の観点から，格納容器スプ

レイ開始時間及び格納容器ベント開始時間を評価した。表２

に感度解析の評価結果を示す。また，操作 30 分遅れケースに

おける格納容器圧力及び格納容器温度の推移を図３，４に示

す。 

   操作 30分遅れの場合においても，原子炉注水開始の遅れに

伴い格納容器スプレイの開始時間は遅くなるが，図３，４に

示すとおり，格納容器スプレイ開始後は原子炉格納容器の圧

力及び温度は制御される。また，操作 30 分遅れの場合におい

ても，サプレッション・プール水位が通常水位＋約 1.3m に到

達する時間は，約 34時間後であり，格納容器圧力及び温度の

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 注水遅れ時間の設定。 

（以降，同様な相違につ

いては記載省略） 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，リロケ

ーションが発生しない

ことを確認しており，炉

心の損傷状態の図は記

載していない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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ほぼない。 

 

 

3．まとめ 

操作20 分遅れの場合においても，有効性評価のケースと同様

に，原子炉圧力容器の健全性及び格納容器破損防止対策の有効性

は維持される。したがって，原子炉注水操作は，有効性の確認さ

れた申請解析ケースに対して20 分程度の遅れの余裕がある。 

 

 

表１ 原子炉圧力容器の健全性に関する感度解析結果 

 

 

表２ 格納容器破損防止対策の有効性に関する感度解析結果 

 

 

 

 

3. まとめ 

  操作 25 分遅れケースにおいても，ベースケースと同様に原子

炉圧力容器の健全性及び格納容器破損防止対策の有効性は維持

される。したがって，原子炉注水操作は，ベースケースに対し

て 25分の遅れの余裕があることを確認した。 

 

 

第 1 表 原子炉圧力容器の健全性に関する感度解析結果 

 

第 2 表 格納容器破損防止対策の有効性に関する感度解析結果 

 

 

 

第 1 図 炉心の損傷状態 

上昇傾向への影響はほぼない。 

 

 

３．まとめ 

  操作 30 分遅れの場合においても，有効性評価のケースと同様

に，原子炉圧力容器の健全性及び格納容器破損防止対策の有効

性は維持される。したがって，原子炉注水操作は，有効性の確

認された申請解析ケースに対して 30 分程度の遅れの余裕があ

る。 

 

表１ 原子炉圧力容器の健全性に関する感度解析結果 

 

 

 

表２ 格納容器破損防止対策の有効性に関する感度解析結果 

  

 

 格納容器ベント開始

時間の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 格納容器代替スプレ

イ開始時間及び格納容

器ベント開始時間の相

違。 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，リロケ

ーションが発生しない

ことを確認しており，炉

心の損傷状態の図は記

載していない。 
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図1. 操作20分遅れのケースにおける原子炉水位の推移 

 

図2. 操作20分遅れのケースにおける注水流量の推移 

 

 

第 2図 操作 25 分遅れにおける原子炉水位の推移 

 

 

第 3図 操作 25 分遅れにおける注水流量の推移 

 

 

 

図１ 操作 30分遅れのケースにおける原子炉水位の推移 

 

  

図２ 操作 30分遅れのケースにおける注水流量の推移 

 

（ベースケースと同様

の相違） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ベースケースと同様

の相違） 
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図 3. 操作 20分遅れのケースにおける格納容器圧力の推移 

 

図4. 操作20分遅れのケースにおける格納容器気相部温度の推移 

 

 

第 4図 操作 25 分遅れにおける格納容器圧力の推移 

 

 

 

第 5図 操作 25 分遅れにおける格納容器雰囲気温度の推移 

 

 

図３ 操作 30分遅れのケースにおける格納容器圧力の推移 

 

 

 

図４ 操作 30分遅れのケースにおける格納容器温度の推移 

 

 

（ベースケースと同様

の相違） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ベースケースと同様

の相違） 
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まとめ資料比較表 〔有効性評価 添付資料 3.1.3.8〕 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

  添付資料 3.1.3.8 

 

格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器除熱操作開始を 

限界圧力接近時とした場合の影響 

 

１．はじめに 

今回の申請において示した解析ケース（以下「ベースケース」

という。）では，事象発生約 32 時間後にサプレッション・プー

ル水位が通常水位＋約 1.3m に到達する。手順上，サプレッショ

ン・プール水位が通常水位＋約 1.3m 到達により格納容器フィル

タベント系による原子炉格納容器除熱を実施することから，ベ

ースケースではサプレッション・プール水位が通常水位＋約

1.3m到達時に格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器

除熱操作を実施している。 

 

ここでは，格納容器圧力が限界圧力 853kPa[gage]に近接した

場合に格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器除熱操

作を実施しても，格納容器過圧及び過温破損にかかる評価項目

が判断基準を満足することを以下のとおり確認した。 

 

２．評価条件 

ベースケースの評価条件に対する変更点は以下のとおり。こ

の他の評価条件は，ベースケースの評価条件と同等である。 

・格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器除熱操作

は，格納容器圧力が限界圧力 853kPa[gage]に接近した場合

に実施する。 

 

３．評価結果 

図１から図３に格納容器圧力，格納容器温度及びサプレッシ

ョン・プール水位の推移を示す。 

事象発生約 32時間後にサプレッション・プール水位が通常水

位＋約 1.3m に到達し，格納容器代替スプレイ系（可搬型）によ

る格納容器スプレイを停止することから，格納容器圧力は上昇

する。その後，事象発生約 35時間後に格納容器圧力が限界圧力

853kPa[gage]に接近したときに，格納容器フィルタベント系に

よる原子炉格納容器除熱操作を実施することで格納容器圧力は

低下するため，原子炉格納容器バウンダリにかかる圧力の最大
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値は原子炉格納容器の限界圧力853kPa[gage]を超えない。また，

原子炉格納容器バウンダリにかかる温度の最高値は約 197℃と

なり，原子炉格納容器の限界温度 200℃を超えない。なお，図

３のサプレッション・プール水位の推移は，格納容器ベント実

施後のベントクリア（ダウンカマ部からサプレッション・チェ

ンバへの水の移行）及びサプレッション・チェンバ圧力の低下

による体積膨張によるサプレッション・プール水位上昇を考慮

した結果となっており，サプレッション・プール水位は最大で

約 5.03m となる。 

以上により，格納容器圧力が限界圧力 853kPa[gage]に近接し

た場合に格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器除熱

操作を実施しても，格納容器過圧及び過温破損にかかる評価項

目が判断基準を満足することを確認した。 

 

 
図１ 格納容器圧力の推移 

 

 

図２ 格納容器温度の推移 
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図３ サプレッション・プール水位の推移 
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まとめ資料比較表 〔有効性評価 添付資料 3.1.3.9〕 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
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添付資料 3.1.3.10 

7 日間における水源の対応について 

（雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温

破損）（代替循環冷却系を使用できない場合）） 

 

1. 水源に関する評価 

① 淡水源（有効水量） 

・代替淡水貯槽  ：約 4,300m３ 

・西側淡水貯水設備：約 4,300m３ 

 

2. 水使用パターン 

① 常設低圧代替注水系ポンプを用いた低圧代替注水

系（常設）による原子炉注水 

事象発生 25 分後，定格流量で代替淡水貯槽を水源

とした常設低圧代替注水系ポンプを用いた低圧代替

注水系（常設）による原子炉注水を実施する。 

炉心水位回復後は，崩壊熱除去に相当する流量で注

水する。 

② 常設低圧代替注水系ポンプを用いた代替格納容器

スプレイ冷却系（常設）による格納容器冷却 

事象発生 25 分後から炉心水位回復まで，代替淡水

貯槽を水源とした常設低圧代替注水系ポンプを用い

た代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による格納容

器冷却を実施する。 

格納容器圧力が 0.465MPa[gage]に到達する事象発

生約 3.9 時間後，代替淡水貯槽を水源とした常設低圧

代替注水系ポンプを用いた代替格納容器スプレイ冷

却系（常設）による格納容器冷却を実施する。その後，

格納容器圧力 0.465MPa[gage]到達で冷却開始，

0.400MPa[gage]で停止の操作を継続する。 

サプレッション・プール水位が通常水位＋6.5m に到

達後，常設低圧代替注水系ポンプを用いた代替格納容

器スプレイ冷却系（常設）による格納容器冷却を停止

する。 

 

 

添
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（
残
留
熱
代
替
除
去
系
を
使
用
し
な
い
場
合
）

 

 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，事象発

生後から必要な可搬型

設備を準備し，使用する

ことを想定。 
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③ 西側淡水貯水設備から代替淡水貯槽への補給 

事象発生約 42.6 時間（代替淡水貯槽の残量 1,000m
３到達時点）以降から可搬型代替注水中型ポンプによ

る水源補給準備を開始し，準備完了後に西側淡水貯水

設備の水を代替淡水貯槽へ補給する。 

 

3. 時間評価 

原子炉注水等によって，代替淡水貯槽の水量は減少す

る。 

可搬型代替注水中型ポンプによる水源補給の準備が

完了する事象発生 45.6 時間時点で代替淡水貯槽は枯渇

していない。その後，西側淡水貯水設備から代替淡水貯

槽への補給を実施するため，代替淡水貯槽は枯渇するこ

とがない。 

 
 

第 1 図 外部水源による積算注水量 

（雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温

破損） 

（代替循環冷却系を使用できない場合）） 

 

4. 水源評価結果 

時間評価の結果から，代替淡水貯槽が枯渇することは

ない。また，7日間の対応を考慮すると，合計約 5,490m
３の水が必要となる。代替淡水貯槽及び西側淡水貯水設

備に合計約 8,600m３の水を保有することから必要水量

を確保している。このため，安定して冷却を継続するこ

とが可能である。 
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まとめ資料比較表 〔有効性評価 添付資料 3.1.3.10〕 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
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添付資料 3.1.3.11 

 

7 日間における燃料の対応について 

（雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損） 

（代替循環冷却系を使用できない場合）） 

 

保守的に全ての設備が，事象発生直後から 7 日間燃料を消費す

るものとして評価する。 

 

 

添付資料 3.1.3.10 

 

７日間における燃料の対応について 

（雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）） 

（残留熱代替除去系を使用しない場合） 

 

保守的に全ての設備が，事象発生直後から７日間燃料を消費す

るものとして評価する。 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，緊急時

対策所用発電機用の燃

料タンクを有している。

また，モニタリングポス

トは非常用交流電源設

備又は常設代替交流電

源設備による電源供給

が可能である。 

 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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まとめ資料比較表 〔有効性評価 添付資料 3.1.3.10〕 
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添付資料 3.1.3.12 

 

常設代替交流電源設備の負荷 

（雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損） 

（代替循環冷却系を使用できない場合）） 

 

 

添付資料 3.1.3.11 

 

常設代替交流電源設備の負荷 

（雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）） 

（残留熱代替除去系を使用しない場合） 

 

常設代替交流電源設備の負荷積算イメージ 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

常設代替交流電源設

備から電源供給が必要

となる負荷の相違。 

 主要負荷リスト 

電源設備：ガスタービン発電機   定格出力：4,800kW 

起動 

順序 
主要機器 

負荷容量

(kW) 

負荷起動時の 

最大負荷容量

(kW) 

定常時の 

最大負荷容量

(kW) 

① ガスタービン発電機付帯設備 約 111 約 300 約 111 

② 代替所内電気設備負荷（自動投入負荷） 約 18 約 129 約 129 

③ 低圧原子炉代替注水ポンプ 約 210 約 471 約 339 

④ 低圧原子炉代替注水設備非常用送風機 約 15 約 409 約 354 

⑤ 
充電器，非常用照明，非常用ガス処理系

他（D系高圧母線自動投入負荷） 
約 512 約 932 約 866 

⑥ 
格納容器水素濃度（ＳＡ），格納容器酸素

濃度（ＳＡ）監視設備 
約 20 約 886 約 886 

⑦ A-中央制御室送風機 約 180 約 1,281 約 1,066 

⑧ A-中央制御室非常用再循環送風機 約 30 約 1,158 約 1,096 

⑨ A-中央制御室冷凍機 約 300 約 1,598 約 1,396 

⑩ 
充電器，非常用照明，非常用ガス処理系

他（C系高圧母線自動投入負荷） 
約 329 約 1,787 約 1,725 

⑪ A-淡水ポンプ（移動式代替熱交換設備） 約 110 約 1,895 約 1,835 

⑫ B-淡水ポンプ（移動式代替熱交換設備） 約 110 約 2,005 約 1,945 

⑬ B-燃料プール冷却水ポンプ 約 110 約 2,120 約 2,055 
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まとめ資料比較表 〔有効性評価 3.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱〕 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

3.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱 

3.2.1 格納容器破損モードの特徴，格納容器破損防止対策 

(1) 格納容器破損モード内のプラント損傷状態 

格納容器破損モード「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直

接加熱」に至る可能性のあるプラント損傷状態は，「1.2 評

価対象の整理及び評価項目の設定」に示すとおり，TQUX，長

期 TB，TBU 及び TBD である。 

 

(2) 格納容器破損モードの特徴及び格納容器破損防止対策の基

本的考え方 

格納容器破損モード「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直

接加熱」では，発電用原子炉の運転中に運転時の異常な過渡

変化又は全交流動力電源喪失が発生するとともに，非常用炉

心冷却系等の安全機能の喪失が重畳する。このため，緩和措

置がとられない場合には，原子炉圧力が高い状況で原子炉圧

力容器が損傷し，溶融炉心，水蒸気，水素ガス等が急速に放

出され，原子炉格納容器雰囲気が直接加熱されることにより，

急速に格納容器圧力が上昇する等，原子炉格納容器に熱的・

機械的な負荷が発生して原子炉格納容器の破損に至る。 

したがって，本格納容器破損モードでは，溶融炉心，水蒸

気及び水素ガスの急速な放出に伴い原子炉格納容器に熱的・

機械的な負荷が加えられることを防止するため，原子炉圧力

容器破損までに逃がし安全弁の手動開操作により原子炉減圧

を実施することによって，原子炉格納容器の破損を防止する。 

 

また，原子炉圧力容器の下部から溶融炉心が落下するまで

に，格納容器下部注水系（常設）によって原子炉格納容器下

部に溶融炉心の冷却に十分な水位及び水量を確保するととも

に，溶融炉心が落下するまで，代替格納容器スプレイ冷却系

（常設）による原子炉格納容器冷却を実施する。溶融炉心の

落下後は，格納容器下部注水系（常設）によって溶融炉心を

冷却するとともに，代替格納容器スプレイ冷却系（常設）に

よる原子炉格納容器冷却を実施する。その後，代替循環冷却

系又は格納容器圧力逃がし装置によって原子炉格納容器の圧

力及び温度を低下させる。 

 

3.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱 

3.2.1 格納容器破損モードの特徴，格納容器破損防止対策 

(1) 格納容器破損モード内のプラント損傷状態 

格納容器破損モード「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直

接加熱」に至る可能性のあるプラント損傷状態は，「1.2 評

価対象の整理及び評価項目の設定」に示すとおり，ＴＱＵＸ，

長期ＴＢ，ＴＢＵ及びＴＢＤである。 

 

(2) 格納容器破損モードの特徴及び格納容器破損防止対策の基

本的考え方 

格納容器破損モード「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直

接加熱」では，発電用原子炉の運転中に運転時の異常な過渡

変化又は全交流動力電源喪失が発生するとともに，非常用炉

心冷却系等の安全機能の喪失が重畳する。このため，緩和措

置がとられない場合には，原子炉圧力が高い状況で原子炉圧

力容器が損傷し，溶融炉心，水蒸気，水素等が急速に放出さ

れ，格納容器雰囲気が直接加熱されることにより，急速に格

納容器圧力が上昇する等，格納容器に熱的・機械的な負荷が

発生して格納容器の破損に至る。 

したがって，本格納容器破損モードでは，溶融炉心，水蒸

気及び水素の急速な放出に伴い格納容器に熱的・機械的な負

荷が加えられることを防止するため，原子炉圧力容器破損ま

でに逃がし安全弁の手動開操作により原子炉減圧を実施する

ことによって，格納容器の破損を防止する。 

 

また，原子炉圧力容器の下部から溶融炉心が落下するまで

に，格納容器下部注水系（常設）によってペデスタル（ドラ

イウェル部）に溶融炉心の冷却に必要な水位及び水量を確保

するとともに，代替循環冷却系による格納容器除熱を実施す

る。溶融炉心の落下後は，代替循環冷却系による格納容器除

熱を継続し，コリウムシールド及び格納容器下部注水系（常

設）によって溶融炉心を冷却するとともに，代替格納容器ス

プレイ冷却系（常設）による格納容器冷却を実施する。その

後，代替循環冷却系又は格納容器圧力逃がし装置によって格

納容器の圧力及び温度を低下させる。 

 

3.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱 

3.2.1 格納容器破損モードの特徴，格納容器破損防止対策 

(1) 格納容器破損モード内のプラント損傷状態 

格納容器破損モード「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直

接加熱」に至る可能性のあるプラント損傷状態は，「1.2 評

価対象の整理及び評価項目の設定」に示すとおり，ＴＱＵＸ，

長期ＴＢ，ＴＢＵ及びＴＢＤである。 

 

(2) 格納容器破損モードの特徴及び格納容器破損防止対策の基

本的考え方 

格納容器破損モード「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直

接加熱」では，発電用原子炉の運転中に運転時の異常な過渡

変化又は全交流動力電源喪失が発生するとともに，非常用炉

心冷却系等の安全機能の喪失が重畳する。このため，緩和措

置がとられない場合には，原子炉圧力が高い状況で原子炉圧

力容器が損傷し，溶融炉心，水蒸気，水素ガス等が急速に放

出され，原子炉格納容器雰囲気が直接加熱されることによ

り，急速に格納容器圧力が上昇する等，原子炉格納容器に熱

的・機械的な負荷が発生して原子炉格納容器の破損に至る。 

したがって，本格納容器破損モードでは，溶融炉心，水蒸

気及び水素ガスの急速な放出に伴い原子炉格納容器に熱

的・機械的な負荷が加えられることを防止するため，原子炉

圧力容器破損までに逃がし安全弁の手動開操作により原子

炉減圧を実施することによって，原子炉格納容器の破損を防

止する。 

また，原子炉圧力容器の下部から溶融炉心が落下するまで

に，格納容器代替スプレイ系（可搬型）によってペデスタル

に溶融炉心の冷却に必要な水位及び水量を確保するととも

に格納容器冷却を実施する。溶融炉心の落下後は，コリウム

シールド及びペデスタル代替注水系（可搬型）によって溶融

炉心の冷却を実施する。その後，残留熱代替除去系又は格納

容器フィルタベント系によって原子炉格納容器の圧力及び

温度を低下させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，溶融炉

心落下後（事象発生約

5.4 時間後）から残留熱

代替除去系の運転開始

（事象発生 10 時間後）

実線・・設備運用又は体制等の相違（設計方針の相違） 

波線・・記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 
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なお，本格納容器破損モードの有効性評価を実施する上で

は，重大事故等対処設備による原子炉注水機能についても使

用できないものと仮定し，原子炉圧力容器破損に至るものと

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 格納容器破損防止対策 

格納容器破損モード「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直

接加熱」で想定される事故シーケンスに対して，原子炉圧力

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに，格納容器内の水素濃度及び酸素濃度が可燃領域に

至るまでに，格納容器内へ窒素を注入することによって，格

納容器内における水素燃焼による格納容器の破損を防止す

る。 

 

 

 

なお，本格納容器破損モードの有効性評価を実施する上で

は，原子炉圧力容器破損までは重大事故等対処設備による原

子炉注水機能についても使用できないものと仮定し，原子炉

圧力容器破損に至るものとする。一方，本格納容器破損モー

ドに対しては，原子炉圧力容器破損後の格納容器破損防止の

ための重大事故等対策の有効性についても評価するため，原

子炉圧力容器破損後は重大事故等対策に係る手順に基づきプ

ラント状態を評価することとする。したがって，本評価では

原子炉圧力容器破損後も原子炉圧力容器内に残存する放射性

物質の冷却のために原子炉に注水する対策及び手順を整備す

ることから，これを考慮した有効性評価を実施することとす

る。 

 

(3)  格納容器破損防止対策 

格納容器破損モード「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直

接加熱」で想定される事故シーケンスに対して，原子炉圧力

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに，原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度が可燃

領域に至るまでに，原子炉格納容器内へ窒素を注入すること

によって，原子炉格納容器内における水素燃焼による原子炉

格納容器の破損を防止する。 

 

 

 

なお，本格納容器破損モードの有効性評価を実施する上で

は，重大事故等対処設備による原子炉注水機能についても使

用できないものと仮定し，原子炉圧力容器破損に至るものと

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 格納容器破損防止対策 

格納容器破損モード「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直

接加熱」で想定される事故シーケンスに対して，原子炉圧力

までの間に，格納容器ス

プレイ実施基準（格納容

器圧力 1.5Pd 又は格納

容器温度 190℃）に到達

しない。 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，サンプ

への流入防止のために

ペデスタル床面にコリ

ウムシールドを設置し

ており，MAAP 解析にお

いて考慮していること

から対策として記載。 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，可燃性

ガス濃度の制御は SA 設

備である可搬式窒素供

給装置による窒素封入

を実施することとして

いる。 

 

 

・解析条件の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，シナリ

オの想定として，原子炉

圧力容器破損後も原子

炉圧力容器内を冷却す

るための原子炉注水が

実施できないものとし

ている。 
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が高い状況で原子炉圧力容器が損傷し，溶融炉心，水蒸気，

水素ガス等が急速に放出され，原子炉格納容器に熱的・機械

的な負荷が発生することに対して，原子炉減圧を可能とする

ため，逃がし安全弁の手動開操作による原子炉減圧手段を整

備する。 

また，原子炉圧力容器破損前における格納容器温度の上昇

を抑制し，逃がし安全弁の環境条件を緩和する観点から代替

格納容器スプレイ冷却系（常設）による原子炉格納容器冷却

手段を整備し，原子炉圧力容器破損後の格納容器圧力及び温

度の上昇を抑制する観点から，代替格納容器スプレイ冷却系

（常設）による原子炉格納容器冷却手段及び代替循環冷却系

による原子炉格納容器除熱手段並びに格納容器圧力逃がし装

置による原子炉格納容器除熱手段を整備する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお，これらの原子炉圧力容器破損以降の格納容器過圧・

過温に対応する手順及び重大事故等対策は「3.1 雰囲気圧

力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」と同

じである。 

 

 

 

 

が高い状況で原子炉圧力容器が損傷し，溶融炉心，水蒸気，

水素等が急速に放出され，格納容器に熱的・機械的な負荷が

発生することに対して，原子炉減圧を可能とするため，逃が

し安全弁（自動減圧機能）の手動開操作による原子炉減圧手

段を整備する。 

また，原子炉圧力容器破損前における格納容器雰囲気温度

の上昇を抑制し，逃がし安全弁（自動減圧機能）の環境条件

を緩和する観点から緊急用海水系による冷却水（海水）の確

保手段及び代替循環冷却系による格納容器除熱手段を整備

し，原子炉圧力容器破損後の格納容器圧力及び雰囲気温度の

上昇を抑制する観点から，代替格納容器スプレイ冷却系（常

設）による格納容器冷却手段，緊急用海水系による冷却水（海

水）の確保手段及び代替循環冷却系による格納容器除熱手段

並びに格納容器圧力逃がし装置による格納容器除熱手段を

整備する。 

 

 

 

 

 

 

 

さらに，長期的な格納容器内酸素濃度の上昇を抑制する観

点から，可搬型窒素供給装置による格納容器内への窒素注入

手段を整備する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が高い状況で原子炉圧力容器が損傷し，溶融炉心，水蒸気，

水素ガス等が急速に放出され，原子炉格納容器に熱的・機械

的な負荷が発生することに対して，原子炉減圧を可能とする

ため，自動減圧機能付き逃がし安全弁の手動開操作による原

子炉減圧手段を整備する。 

また，原子炉圧力容器破損前における格納容器温度の上昇

を抑制し，自動減圧機能付き逃がし安全弁の環境条件を緩和

する観点から格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子

炉格納容器冷却手段を整備し，原子炉圧力容器破損後の格納

容器圧力及び温度の上昇を抑制する観点から，残留熱代替除

去系による原子炉格納容器除熱手段並びに格納容器フィル

タベント系による原子炉格納容器除熱手段を整備する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに，長期的な原子炉格納容器内酸素濃度の上昇を抑制

する観点から，可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器内

への窒素注入手段を整備する。 

 

 

 

 

 

なお，これらの原子炉圧力容器破損以降の格納容器過圧・

過温に対する手順及び重大事故等対策は「3.1 雰囲気圧

力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」と同

じである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，溶融炉

心落下後（事象発生約

5.4 時間後）から残留熱

代替除去系の運転開始

（事象発生 10 時間後）

までの間に，格納容器ス

プレイ実施基準（格納容

器圧力 1.5Pd 又は格納

容器温度 190℃）に到達

しない。 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，可燃性

ガス濃度の制御は SA 設

備である可搬式窒素供

給装置による窒素封入

を実施することとして

いる。 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，原子炉

圧力容器破損以降のマ

ネジメントは「3.1 雰囲

気圧力・温度による静的

負荷（格納容器過圧・過

温破損）」に記載の対応
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本格納容器破損モードの防止及びそれ以降の一連の対応も

含めた重大事故等対策の概要を以下の a.から j.に示すとと

もに，a.から j.の重大事故等対策における設備と手順の関係

を第 3.2.1 表に示す。このうち，本格納容器破損モードに対

する重大事故等対策は以下の a.から f.及び h.である。 

 

本格納容器破損モードの防止及びそれ以降の一連の対応も

含めた重大事故等対策の概略系統図を第 3.2.1 図から第

3.2.4 図に，対応手順の概要を第 3.2.5 図に示す。このうち，

本格納容器破損モードの重大事故等対策の概略系統図は第

3.2.1 図及び第 3.2.3 図である。 

 

本格納容器破損モードにおける評価事故シーケンスにおい

て，事象発生 10 時間までの 6 号及び 7 号炉同時の重大事故

等対策に必要な要員は，中央制御室の運転員及び緊急時対策

要員で構成され，合計 28 名である。その内訳は次のとおり

である。中央制御室の運転員は，当直長 1 名（6 号及び 7 号

炉兼任），当直副長 2 名，運転操作を行う運転員 12 名であ

る。発電所構内に常駐している要員のうち，通報連絡等を行

う緊急時対策本部要員は 5 名，緊急時対策要員（現場）は 8 名

である。 

また，事象発生 10 時間以降に追加で必要な要員は，代替原

子炉補機冷却系作業等を行うための参集要員 26 名※1 であ

る。必要な要員と作業項目について第 3.2.6 図に示す。 

 

なお，評価事故シーケンス以外の事故シーケンスについて

は，作業項目を評価事故シーケンスと比較し，必要な要員数

を確認した結果，28 名で対処可能である。 

 

 

 

※1 本格納容器破損モードの評価事故シーケンスは取水機能の

喪失を伴うものではないが，必要な要員の評価においては，

保守的に代替原子炉補機冷却系の使用を想定。 

 

ａ．原子炉スクラム確認 

 

 

本格納容器破損モードの防止及びそれ以降の一連の対応も

含めた重大事故等対策の概要を以下のａ．からｑ．に示すと

ともに，ａ．からｑ．の重大事故等対策における設備と手順

の関係を第 3.2－1 表に示す。このうち，本格納容器破損モ

ードに対する重大事故等対策は以下のａ．からｈ．，ｊ．及び

ｋ．である。 

本格納容器破損モードの防止及びそれ以降の一連の対応も

含めた重大事故等対策の概略系統図を第 3.2－1 図に，対応

手順の概要を第 3.2－2 図に示す。このうち，本格納容器破

損モードの重大事故等対策の概略系統図は第 3.2－1 図（1／

5）及び第 3.2－1 図（2／5）である。 

 

本格納容器破損モードにおける評価事故シーケンスにおい

て，事象発生 2 時間までの重大事故等対策に必要な要員は，

災害対策要員（初動）20 名である。その内訳は次のとおりで

ある。中央制御室の運転員は，当直発電長 1 名，当直副発電

長 1 名及び運転操作対応を行う当直運転員 4 名である。発電

所構内に常駐している要員のうち，通報連絡等を行う要員は

4 名，現場操作を行う重大事故等対応要員は 10 名である。 

 

 

また，事象発生 2 時間以降に追加で必要な参集要員は，タ

ンクローリによる燃料給油操作を行うための重大事故等対応

要員 2 名である。必要な要員と作業項目について第 3.2－3 

図に示す。 

なお，評価事故シーケンス以外の事故シーケンスについて

は，作業項目を評価事故シーケンスと比較し，必要な要員数

を確認した結果，20 名で対処可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

ａ．原子炉スクラム及び全交流動力電源喪失の確認 

 

 

本格納容器破損モードの防止及びそれ以降の一連の対応

を含めた重大事故等対策の概要を以下のａ.からｋ.に示す

とともに，ａ.からｋ.の重大事故等対策についての設備と手

順の関係を第 3.2.1－1 表に示す。このうち，本格納容器破

損モードに対する重大事故等対策は以下のａ.からｆ.及び

ｈ.である。 

本格納容器破損モードの防止及びそれ以降の一連の対応

も含めた重大事故等対策の概略系統図を第3.2.1－1(1)図か

ら第 3.2.1－1(4)図に，対応手順の概要を第 3.2.1－2 図に

示す。このうち，本格納容器破損モードの重大事故等対策の

概略系統図は，第 3.2.1－1(1)図及び第 3.2.1－1(2)図であ

る。 

本格納容器破損モードにおける評価事故シーケンスにお

いて，重大事故等対策に必要な要員は，緊急時対策要員 31

名である。その内訳は次のとおりである。中央制御室の運転

員は，当直長１名，当直副長１名，運転操作対応を行う運転

員５名である。発電所構内に常駐している要員のうち，通報

連絡等を行う要員は５名，復旧班要員は 19 名である。必要

な要員と作業項目について第 3.2.1－3図に示す。 

 

 

 

 

 

 

なお，評価事故シーケンス以外の事故シーケンスについて

は，作業項目を評価事故シーケンスと比較し，必要な要員数

を確認した結果，31 名で対処可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

ａ．原子炉スクラム確認 

と同じである旨を記載

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

島根２号炉は，要員

の参集に期待せずとも

必要な作業を常駐要員

により実施可能である 

・運用及び設備設計の相

違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

プラント基数，設備設

計及び運用の違いによ

り必要な要員数は異な

るが，タイムチャートに

より要員の充足性を確

認している。なお，これ

ら要員 31 名は夜間・休

日を含め発電所に常駐

している要員である。 

 

 

 

 

・記載箇所の相違 
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運転時の異常な過渡変化又は全交流動力電源喪失が発生

して原子炉がスクラムしたことを確認する。 

原子炉のスクラムを確認するために必要な計装設備は，

平均出力領域モニタ等である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．高圧・低圧注水機能喪失確認 

原子炉スクラム後，原子炉水位は低下し続け，原子炉水

位低で非常用炉心冷却系の自動起動信号が発生するが，全

ての非常用炉心冷却系が機能喪失※2 していることを確認す

る。 

 

 

非常用炉心冷却系の機能喪失を確認するために必要な計

装設備は，各系統の流量指示等である。 

※2 非常用炉心冷却系による注水が出来ない状態。高圧炉心

注水系及び低圧注水系の機能喪失が重畳する場合や高圧

炉心注水系及び自動減圧系の機能喪失に伴い低圧注水系

による原子炉注水ができない場合を想定。 

 

 

運転時の異常な過渡変化又は全交流動力電源喪失が発生

して原子炉がスクラムしたことを確認する。 

原子炉のスクラムを確認するために必要な計装設備は，

平均出力領域計装等である。 

全交流動力電源喪失を確認する。 

全交流動力電源喪失を確認するために必要な計装設備

は，Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧等である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．原子炉への注水機能喪失確認 

原子炉スクラム後，原子炉水位は低下し続け，原子炉水

位異常低下（レベル２）で原子炉隔離時冷却系が自動起動

に失敗したことを確認する。 

原子炉隔離冷却系の自動起動に失敗したことを確認後，

中央制御室からの遠隔操作により原子炉隔離時冷却系の手

動起動を試みるが失敗したことを確認する。 

原子炉への注水機能喪失を確認するために必要な計装設

備は，原子炉隔離時冷却系系統流量等である。 

 

 

 

 

 

 

運転時の異常な過渡変化又は全交流動力電源喪失が発

生して原子炉がスクラムしたことを確認する。 

原子炉のスクラムを確認するために必要な計装設備は，

平均出力領域計装である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．高圧・低圧注水機能喪失確認 

原子炉スクラム後，原子炉水位は低下し続けるが，全て

の非常用炉心冷却系等が機能喪失※１していることを確認

する。 

 

 

 

非常用炉心冷却系等の機能喪失を確認するために必要

な計装設備は，各ポンプの出口流量等である。 

※１ 非常用炉心冷却系等による注水が出来ない状態。高圧

炉心スプレイ系，低圧炉心スプレイ系，残留熱除去系

（低圧注水モード）及び原子炉隔離時冷却系の機能喪

失が重畳する場合や高圧炉心スプレイ系，原子炉隔離

時冷却系及び自動減圧系の機能喪失に伴い低圧炉心ス

プレイ系及び残留熱除去系（低圧注水モード）による

【東海第二】 

 島根２号炉は，全交流

動力電源喪失の確認を

「ｃ．」で記載。 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，中性子

源領域計装（ＳＲＭ）及

び中間領域計装（ＩＲ

Ｍ），柏崎 6/7，東海第

二は起動領域計装（ＳＲ

ＮＭ）を採用している。

柏崎 6/7，東海第二は，

運転時挿入されている

ＳＲＮＭにより確認が

可能な設備として，等を

記載しているが，島根２

号炉は，ＳＲＭ及びＩＲ

Ｍが運転時引き抜きの

ため，平均出力領域計装

（ＡＰＲＭ）により確認

することとしている。 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

島根２号炉は，手動起

動を含めて「非常用炉心

冷却系等が機能喪失し

ていることを確認する」

と表現。また，島根２号

炉は，非常用炉心冷却系

等の「等」に RCIC が含

まれている。 
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ｃ．早期の電源回復不能判断及び対応準備 

 

 

 

 

中央制御室からの操作により外部電源受電及び非常用デ

ィーゼル発電機等の起動ができず，非常用高圧母線（6.9kV）

の電源回復ができない場合，早期の電源回復不能と判断す

る。これにより，常設代替交流電源設備による緊急用母線

の受電準備を開始する。 

 

ｄ．常設代替交流電源設備による緊急用母線の受電 

早期の電源回復不能の確認後，中央制御室からの遠隔操

作により常設代替交流電源設備から緊急用母線を受電す

る。 

常設代替交流電源設備による緊急用母線の受電を確認す

るために必要な計装設備は，緊急用Ｍ／Ｃ電圧である。 

 

 

 

 

ｅ．緊急用海水系による冷却水（海水）の確保 

低圧代替注水系（常設）による原子炉注水機能喪失を確

認した後，中央制御室からの遠隔操作により緊急用海水ポ

ンプを起動し，緊急用海水系に海水を通水する。 

緊急用海水系による冷却水（海水）の確保を確認するた

めに必要な計装設備は，緊急用海水系流量（残留熱除去系

熱交換器）である。 

 

ｆ．代替循環冷却系による格納容器除熱 

緊急用海水系に海水を通水した後，中央制御室からの遠

隔操作により代替循環冷却系ポンプを起動することで，代

替循環冷却系による格納容器除熱※を開始する。 

代替循環冷却系による格納容器除熱を確認するために必

要な計装設備は，代替循環冷却系格納容器スプレイ流量，

ドライウェル圧力及びサプレッション・チェンバ圧力であ

原子炉注水ができない場合を想定。 

 

ｃ．全交流動力電源喪失及び早期の電源回復不能判断並びに

対応準備 

外部電源が喪失するとともに，全ての非常用ディーゼル

発電機等が機能喪失する。これにより非常用高圧母線

（6.9kV）が使用不能となり，全交流動力電源喪失に至る。 

中央制御室にて外部電源受電及び非常用ディーゼル発

電機等の起動ができず，非常用高圧母線（6.9kV）の電源

回復ができない場合，早期の電源回復不能と判断する。こ

れにより，常設代替交流電源設備及び原子炉補機代替冷却

系の準備を開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載箇所の相違 

【東海第二】 

東海第二は，全交流

動力電源喪失の確認を

「ａ．」で記載。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，本シナ

リオの評価において

SBO の重畳を考慮する。 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，早期の

電源回復不能判断によ

り可搬設備を準備する

ことについて記載。な

お，緊急用Ｍ／Ｃの受電

操作については，いずれ

のシーケンスにおいて

も記載しない方針とし

ている。 

・運用の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，残留

熱代替除去系の補機冷

却系として原子炉補機

代替冷却系を整備して

いる。 
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【比較のため，「ｅ．」を記載】 

ｅ．逃がし安全弁による原子炉急速減圧 

 

原子炉水位の低下が継続し，有効燃料棒底部から有効燃

料棒の長さの 10%上の位置に到達した時点で，原子炉注水

の手段が全くない場合でも，中央制御室からの遠隔操作に

よって逃がし安全弁 2 個を手動で開放し，原子炉を急速減

圧する。 

原子炉急速減圧を確認するために必要な計装設備は，原

子炉水位及び原子炉圧力である。 

原子炉急速減圧後は，逃がし安全弁の開状態を保持し，

原子炉圧力を低圧状態に維持する。 

【ここまで】 

 

ｃ．炉心損傷確認 

原子炉水位が更に低下し，炉心が露出し，炉心損傷した

ことを確認する。炉心損傷の判断は，ドライウェル又はサ

プレッション・チェンバ内のガンマ線線量率が設計基準事

故相当のガンマ線線量率の 10 倍を超えた場合とする。 

炉心損傷を確認するために必要な計装設備は，格納容器

内雰囲気放射線レベルである。 

 

また，炉心損傷判断後は，原子炉格納容器内の pH 制御

のため薬品注入の準備を行う。サプレッション・チェンバ

のプール水の pH を 7 以上に制御することで，分子状無機

よう素の生成が抑制され，その結果，有機よう素の生成に

ついても抑制される。これにより，環境中への有機よう素

の放出量を低減させることができる。なお，有効性評価に

おいては，pH 制御には期待しない。 

 

 

ｄ．水素濃度監視 

炉心損傷が発生すれば，ジルコニウム－水反応等により

る。 

※ 格納容器内の温度を低下させ，逃がし安全弁の環境条件を

緩和する目的で実施する操作。 

 

 

【比較のため，「ｈ．」を記載】 

ｈ．逃がし安全弁（自動減圧機能）の手動による原子炉急速

減圧 

原子炉水位の低下が継続し，燃料有効長底部から燃料有

効長の 20％上の位置に到達した時点で，原子炉注水の手段

が全くない場合でも，中央制御室からの遠隔操作によって

逃がし安全弁（自動減圧機能）2 個を手動で開放し，原子

炉を急速減圧する。 

原子炉急速減圧を確認するために必要な計装設備は，原

子炉水位（燃料域），原子炉圧力等である。 

原子炉急速減圧後は，逃がし安全弁（自動減圧機能）の

開状態を保持し，原子炉圧力を低圧状態に維持する。 

【ここまで】 

 

ｇ．炉心損傷確認 

原子炉水位が更に低下し，炉心が露出し，炉心損傷した

ことを確認する。炉心損傷の判断は，ドライウェル又はサ

プレッション・チェンバ内のガンマ線線量率が設計基準事

故相当のガンマ線線量率の10 倍以上となった場合とする。 

炉心損傷を確認するために必要な計装設備は，格納容器

雰囲気放射線モニタ（Ｄ／Ｗ）及び格納容器雰囲気放射線

モニタ（Ｓ／Ｃ）である。 

また，炉心損傷判断後は，格納容器内のｐＨ制御のため

薬品注入の準備を行う。サプレッション・チェンバのプー

ル水のｐＨを 7 以上に制御することで，分子状無機よう素

の生成が抑制され，その結果，有機よう素の生成について

も抑制される。これにより，環境中への有機よう素の放出

量を低減させることができる。なお，有効性評価において

は，ｐＨ制御には期待しない。 

 

【比較のため，「ｊ．」を記載】 

ｊ．水素濃度及び酸素濃度監視設備の起動 

炉心損傷が発生すれば，ジルコニウム－水反応等により

 

 

 

 

 

 

ｄ．逃がし安全弁による原子炉急速減圧 

 

原子炉水位の低下が継続し，燃料棒有効長底部から燃料

棒有効長の 20％上の位置に到達した時点で，原子炉注水

の手段が全くない場合でも，中央制御室からの遠隔操作に

よって自動減圧機能付き逃がし安全弁２個を手動で開放

し，原子炉を急速減圧する。 

原子炉急速減圧を確認するために必要な計装設備は，原

子炉水位（燃料域），原子炉圧力及び原子炉圧力（ＳＡ）

である。 

原子炉急速減圧後は，自動減圧機能付き逃がし安全弁の

開状態を保持し，原子炉圧力を低圧状態に維持する。 

 

ｅ．炉心損傷確認 

原子炉水位が更に低下し，炉心が露出し，炉心損傷した

ことを確認する。炉心損傷の判断は，ドライウェル又はサ

プレッション・チェンバ内のガンマ線線量率が設計基準事

故相当のガンマ線線量率の 10 倍を超えた場合とする。 

炉心損傷を確認するために必要な計装設備は，格納容器

雰囲気放射線モニタ（ドライウェル）及び格納容器雰囲気

放射線モニタ（サプレッション・チェンバ）である。 

また，炉心損傷判断後は，原子炉格納容器内のｐＨ制御

のため薬品注入の準備を行う。サプレッション・チェンバ

のプール水のｐＨを７以上に制御することで，分子状無機

よう素の生成が抑制され，その結果，有機よう素の生成に

ついても抑制される。これにより，環境中への有機よう素

の放出量を低減させることができる。なお，有効性評価に

おいては，ｐＨ制御には期待しない。 

 

 

ｆ．水素濃度及び酸素濃度監視設備の起動 

炉心損傷が発生すれば，ジルコニウム－水反応等により

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

ジルコニウム－水反

応が著しくなる前に減

圧するという考え方は

同じではあるが，感度解

析結果の差異により，島

根２号炉は，BAF＋20%

で原子炉減圧を実施す

る。 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

島根２号は，10 倍を超

過した場合を炉心損傷

の判断としているが，東

海第二は，10 倍を含め

て炉心損傷と判断する

ため「以上」としている。 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 
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水素ガスが発生することから，原子炉格納容器内の水素濃

度を確認する。 

 

 

 

原子炉格納容器内の水素濃度を確認するために必要な計

装設備は，格納容器内水素濃度(SA)である。 

 

 

 

ｅ．逃がし安全弁による原子炉急速減圧 

原子炉水位の低下が継続し，有効燃料棒底部から有効燃

料棒の長さの 10%上の位置に到達した時点で，原子炉注水

の手段が全くない場合でも，中央制御室からの遠隔操作に

よって逃がし安全弁 2 個を手動で開放し，原子炉を急速減

圧する。 

原子炉急速減圧を確認するために必要な計装設備は，原

子炉水位及び原子炉圧力である。 

原子炉急速減圧後は，逃がし安全弁の開状態を保持し，

原子炉圧力を低圧状態に維持する。 

 

 

 

ｆ．代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による原子炉格納

容器冷却 

原子炉圧力容器下鏡部温度 300℃到達により溶融炉心の

炉心下部プレナムへの移行を確認した場合，格納容器圧力

0.465MPa[gage]到達を確認した場合又は格納容器温度

190℃到達を確認した場合は，中央制御室からの遠隔操作に

より復水移送ポンプ2 台を使用した代替格納容器スプレイ

冷却系（常設）による原子炉格納容器冷却※3 を実施する。

また， 格納容器圧力 0.465MPa[gage]到達によって開始し

た場合は格納容器圧力が 0.39MPa[gage]以下となった時点

で停止する。 

代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による原子炉格納

容器冷却を確認するために必要な計装設備は，ドライウェ

ル雰囲気温度，復水補給水系流量（RHR B 系代替注水流量）

等である。 

水素が発生し，水の放射線分解により水素及び酸素が発生

することから，格納容器下部注水系（常設）によるペデス

タル（ドライウェル部）水位の確保を実施後，中央制御室

からの遠隔操作により水素濃度及び酸素濃度監視設備を起

動し，格納容器内の水素濃度及び酸素濃度を確認する。 

格納容器内の水素濃度及び酸素濃度を確認するために

必要な計装設備は，格納容器内水素濃度（ＳＡ）及び格納

容器内酸素濃度（ＳＡ）である。 

【ここまで】 

 

ｈ．逃がし安全弁（自動減圧機能）の手動による原子炉急

速減圧 

原子炉水位の低下が継続し，燃料有効長底部から燃料有

効長の 20％上の位置に到達した時点で，原子炉注水の手段

が全くない場合でも，中央制御室からの遠隔操作によって

逃がし安全弁（自動減圧機能）2 個を手動で開放し，原子

炉を急速減圧する。 

原子炉急速減圧を確認するために必要な計装設備は，原

子炉水位（燃料域），原子炉圧力等である。 

原子炉急速減圧後は，逃がし安全弁（自動減圧機能）の

開状態を保持し，原子炉圧力を低圧状態に維持する。 

（添付資料 3.2.1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水素ガスが発生し，水の放射線分解により水素ガス及び酸

素ガスが発生することから，中央制御室からの遠隔操作に

より水素濃度及び酸素濃度監視設備を起動し，原子炉格納

容器内の水素濃度及び酸素濃度を確認する。 

 

原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度を確認する

ために必要な計装設備は，格納容器水素濃度（ＳＡ）及び

格納容器酸素濃度（ＳＡ）である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島根２号炉は，水素

濃度及び酸素濃度監視

設備を同時に起動する。  

【東海第二】 

島根２号炉は，事故時

に原子炉圧力容器破損

の徴候によりペデスタ

ルに水張りをする運用

としている。 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，炉心損

傷前に原子炉急速減圧

基準である BAF＋20%に

到達するため，原子炉急

速減圧を「ｅ．炉心損傷

確認」の前の「ｄ．逃が

し安全弁による原子炉

急速減圧」に記載。 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，溶融炉

心落下後（事象発生約

5.4 時間後）から残留熱

代替除去系の運転開始

（事象発生 10 時間後）

までの間に，格納容器ス

プレイ実施基準（格納容

器圧力 1.5Pd 又は格納

容器温度 190℃）に到達

しない。 
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また，代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による原子

炉格納容器冷却と同時に原子炉格納容器内の pH 制御のた

め薬品注入を実施する。 

※3 原子炉格納容器内の温度を低下させ，逃がし安全弁

の環境条件を緩和する目的で実施する操作。なお，本操作

に期待しない場合であっても，評価上，原子炉圧力容器底

部が破損に至るまでの間，逃がし安全弁は原子炉減圧機能

を維持できる。 

（添付資料 3.2.1） 

 

 

ｇ．原子炉格納容器下部への注水 

 

 

 

 

 

原子炉への注水手段がないため，炉心が溶融して炉心下

部プレナムへ溶融炉心が移行する。 

炉心下部プレナムへの溶融炉心移行を確認するために必

要な計装設備は，原子炉圧力容器下鏡部温度である。 

原子炉圧力容器下鏡部温度 300℃到達により炉心下部プ

レナムへの溶融炉心移行を確認した場合，原子炉圧力容器

破損に備えて中央制御室からの遠隔操作によって格納容器

下部注水系（常設）による原子炉格納容器下部への注水を

実施する。この場合の注水は，原子炉格納容器下部への水

張りが目的であるため，原子炉格納容器下部の水位が2m（注

水量 180m3 相当）に到達していることを確認した後，原子

炉格納容器下部への注水を停止する。 

原子炉格納容器下部への注水を確認するために必要な計

装設備は，復水補給水系流量（格納容器下部注水流量）及

び格納容器下部水位である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｉ．格納容器下部注水系（常設）によるペデスタル（ドライ

ウェル部）水位の確保（解析上考慮しない操作） 

代替循環冷却系による格納容器除熱を開始後，原子炉圧

力容器破損に備えて中央制御室からの遠隔操作によって格

納容器下部注水系（常設）によるペデスタル（ドライウェ

ル部）の水位調整を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

格納容器下部注水系（常設）によるペデスタル（ドライ

ウェル部）水位の確保を確認するために必要な計装設備は，

低圧代替注水系格納容器下部注水流量，格納容器下部水位

等である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｇ．ペデスタルへの注水 

 

 

 

 

 

原子炉への注水手段がないため，炉心が溶融して炉心下

部プレナムへ溶融炉心が移行する。 

炉心下部プレナムへの溶融炉心移行を確認するために

必要な計装設備は，原子炉圧力容器温度（ＳＡ）である。 

原子炉圧力容器下鏡温度300℃到達により炉心下部プレ

ナムへの溶融炉心移行を確認した場合，原子炉圧力容器破

損に備えて格納容器代替スプレイ系（可搬型）によるペデ

スタルへの注水※２を実施する。この場合の注水は，ペデ

スタルへの水張りが目的であるため，ペデスタルの水位が

2.4m（注水量 225m3）に到達していることを確認した後，

ペデスタルへの注水を停止する。 

 

ペデスタルへの注水を確認するために必要な計装設備

は，格納容器代替スプレイ流量及びペデスタル水位であ

る。 

 

※２ ペデスタル注水を格納容器代替スプレイ系（可搬型）

にて実施することにより，原子炉格納容器内の温度を

低下させ，逃がし安全弁の環境条件を緩和する効果が

ある。 

なお，本操作に期待しない場合であっても，評価上，

・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，ｐＨ制

御のための薬品は常設

タンクからの圧送によ

りサプレッション・チェ

ンバに直接注入する構

成となっているため，代

替格納容器スプレイと

同時に注入しない。 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，格納容

器代替スプレイ系（可搬

型）にてペデスタルへ初

期水張りを行い，ペデス

タル水位に応じて停止

する手順としている。 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 初期水張り深さの相

違。 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，格納容

器代替スプレイ系（可搬

型）にてペデスタルへ初
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また，原子炉格納容器下部への注水と同時に原子炉格納

容器内の pH 制御のため薬品注入を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｈ．原子炉圧力容器破損確認 

原子炉圧力容器破損を直接確認する計装設備はないた

め，複数のパラメータの変化傾向により判断する。 

原子炉圧力容器破損の徴候として，原子炉水位の低下，

制御棒位置の指示値喪失数増加，原子炉圧力容器下鏡部温

度の指示値喪失数増加といったパラメータの変化が生じ

る。 

 

 

 

 

なお，有効性評価の解析条件としては，ペデスタル（ド

ライウェル部）には事象初期から約 1m の水位を形成して

いることから，本操作を考慮しないものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｊ．水素濃度及び酸素濃度監視設備の起動 

炉心損傷が発生すれば，ジルコニウム－水反応等により

水素が発生し，水の放射線分解により水素及び酸素が発生

することから，格納容器下部注水系（常設）によるペデス

タル（ドライウェル部）水位の確保を実施後，中央制御室

からの遠隔操作により水素濃度及び酸素濃度監視設備を起

動し，格納容器内の水素濃度及び酸素濃度を確認する。 

格納容器内の水素濃度及び酸素濃度を確認するために

必要な計装設備は，格納容器内水素濃度（ＳＡ）及び格納

容器内酸素濃度（ＳＡ）である。 

 

ｋ．原子炉圧力容器破損確認 

 

 

原子炉圧力容器破損の兆候として，原子炉水位の低下，

制御棒位置の指示値の喪失数増加，原子炉圧力容器温度（下

鏡部）の 300℃到達といったパラメータの変化を確認する。

原子炉圧力容器温度（下鏡部）が 300℃に到達した場合に

は，原子炉圧力容器の破損を速やかに判断するために格納

原子炉圧力容器底部破損に至るまでの間，自動減圧機

能付き逃がし安全弁は原子炉減圧機能を維持できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｈ．原子炉圧力容器破損確認 

原子炉圧力容器破損を直接確認する計装設備はないた

め，複数のパラメータの変化傾向により判断する。 

原子炉圧力容器破損の徴候として，原子炉水位の低下，

制御棒位置の指示値喪失数増加，原子炉圧力容器下鏡温度

の指示値喪失数増加といったパラメータの変化を確認す

る。原子炉圧力容器下鏡温度が300℃に到達した場合には，

原子炉圧力容器破損を速やかに判断するためにペデスタ

期水張りを行う手順と

している。 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，損傷炉

心の冷却が未達成の場

合にペデスタル内への

初期水張りを行う。 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

代替除去系による溶融

炉心冷却及び原子炉格

納容器除熱開始時点で

原子炉格納容器の pH 調

整を実施する。 

 

・記載箇所の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，水素濃

度及び酸素濃度監視設

備の起動を「ｆ．水素

濃度及び酸素濃度監視

設備の起動」に記載。 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

原子炉圧力容器の破

損判断のマネジメント

の相違。 
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また，原子炉圧力の急激な低下，ドライウェルの圧力の

急激な上昇，原子炉格納容器下部の雰囲気温度の急激な上

昇といったパラメータの変化によって原子炉圧力容器破損

を判断する。 

これらにより原子炉圧力容器破損を判断した後は，原子

炉圧力とドライウェルの圧力の差圧が 0.10MPa[gage]以下

であること及び原子炉格納容器下部の雰囲気温度が飽和温

度以上であることで原子炉圧力容器破損を再確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｉ．溶融炉心への注水 

溶融炉心の冷却を維持するため，原子炉圧力容器が破損

し，溶融炉心が原子炉格納容器下部に落下した後は，格納

容器下部注水系（常設）による原子炉格納容器下部への注

水を崩壊熱相当の流量にて継続して行う。 

 

 

 

 

 

 

格納容器下部注水系（常設）による格納容器下部注水を

確認するために必要な計装設備は，復水補給水系流量（格

納容器下部注水流量）等である。 

格納容器下部注水系（常設）により溶融炉心の冷却が継

容器下部水温を継続監視する。 

格納容器下部水温の指示上昇又はダウンスケールといっ

たパラメータの変化によって原子炉圧力容器破損を判断す

る。 

 

 

 

 

 

原子炉圧力容器の破損判断に必要な計装設備は，格納容

器下部水温等である。 

（添付資料 3.2.2） 

 

ｌ．代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による格納容器冷

却（原子炉圧力容器破損後） 

原子炉圧力容器破損の判断後，中央制御室からの遠隔操

作により代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による格納

容器冷却を開始する。 

代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による格納容器冷

却（原子炉圧力容器破損後）を確認するために必要な計装

設備は，低圧代替注水系格納容器スプレイ流量（常設ライ

ン用）等である。 

 

ｍ．溶融炉心への注水 

溶融炉心の冷却を維持するため，代替格納容器スプレイ

冷却系（常設）による格納容器スプレイ冷却（原子炉圧力

容器破損後）を実施後，中央制御室からの遠隔操作により

格納容器下部注水系（常設）によるペデスタル（ドライウ

ェル部）注水を水位 2.75m まで実施する。以降は，ペデス

タル（ドライウェル部）満水付近で溶融炉心の冠水状態を

維持するとともに，サプレッション・プール水位の上昇を

抑制し，格納容器圧力逃がし装置による格納容器除熱の遅

延を図り，可能な限り外部への影響を軽減する観点から，

2.25m から 2.75m の範囲に水位を維持する。 

格納容器下部注水系（常設）によるペデスタル（ドライ

ウェル部）注水を確認するために必要な計装設備は，低圧

代替注水系格納容器下部注水流量等である。 

格納容器下部注水系（常設）により溶融炉心の冷却が継

ル水温度等を継続監視する。 

ペデスタル水温度の急激な上昇又は指示値喪失，原子炉

圧力の急激な低下，ドライウェル圧力の急激な上昇，ペデ

スタルの雰囲気温度の急激な上昇といったパラメータの

変化によって原子炉圧力容器破損を判断する。 

これらにより原子炉圧力容器破損を判断した後は，原子

炉圧力とドライウェル圧力の差圧が0.25MPa[gage]以下で

あること及びペデスタルの雰囲気温度が飽和温度以上で

あることで原子炉圧力容器破損を再確認する。 

原子炉圧力容器の破損判断に必要な計装設備は，ペデス

タル水温度（ＳＡ）等である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｉ．溶融炉心への注水 

溶融炉心の冷却を維持するため，原子炉圧力容器が破損

し，溶融炉心がペデスタルに落下した後は，ペデスタル代

替注水系（可搬型）によるペデスタルへの注水を崩壊熱相

当に余裕を見た流量にて継続して行う。 

 

 

 

 

 

 

ペデスタル代替注水系（可搬型）によるペデスタル注水

を確認するために必要な計装設備は，ペデスタル代替注水

流量等である。 

ペデスタル代替注水系（可搬型）により溶融炉心の冷却

 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，原子

炉圧力容器破損判断に

て格納容器スプレイに

よる格納容器冷却を実

施する手順としていな

い。 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，圧力容

器破損後の溶融炉心へ

の注水を，崩壊熱相当に

余裕をみた流量にて行

うのに対し，東海第二

は，ドライウェル水位で

管理する手順としてい

る。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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続して行われていることは，復水補給水系流量（格納容器

下部注水流量）のほか，格納容器下部水位計によっても確

認することができるが，原子炉圧力容器破損時の影響によ

り，格納容器下部水位計による監視ができない場合であっ

ても，以下の条件の一部又は全てから総合的に溶融炉心の

冷却が継続して行われていることを把握することができ

る。 

 原子炉格納容器下部の雰囲気温度が飽和温度程度で推

移していること 

 ドライウェルの雰囲気温度が飽和温度程度で推移して

いること 

 原子炉格納容器内の水素濃度の上昇が停止すること 

これらは，短時間ではなく数時間の推移を確認する。 

 

溶融炉心の冷却維持は，主に格納容器下部注水系（常設）

による格納容器下部注水によって実施するが，サプレッシ

ョン・チェンバ・プール水位がリターンライン高さ（通常

運転水位+約 1.5m）を超える場合には，リターンラインを

通じたサプレッション・チェンバのプール水の原子炉格納

容器下部への流入による溶融炉心の冷却に期待でき，サプ

レッション・チェンバ・プール水位計によってこれを推定

することができる。 

 

 

 

 

 

ｊ．代替循環冷却系による溶融炉心冷却及び原子炉格納容器

除熱※4 

 

代替原子炉補機冷却系の準備が完了した後，復水移送ポ

ンプを停止し，代替循環冷却系の運転の準備を実施する。

代替循環冷却系の運転の準備が完了した後，代替原子炉補

機冷却系を用いた代替循環冷却系の運転による溶融炉心冷

却及び原子炉格納容器除熱を開始する。代替循環冷却系の

循環流量は，復水補給水系流量計（格納容器下部注水流量）

及び復水補給水系流量計（RHRB 系代替注水流量）を用いて

格納容器下部注水弁と格納容器スプレイ弁を中央制御室か

続して行われていることは，低圧代替注水系格納容器下部

注水流量のほか，格納容器下部水位によっても確認するこ

とができる。 

（添付資料 3.2.3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ．代替循環冷却系による格納容器除熱（原子炉圧力容器破

損後） 

 

 

 

 

 

原子炉圧力容器破損後，代替格納容器スプレイ冷却系（常

設）による格納容器冷却（原子炉圧力容器破損後）により

格納容器圧力が低下することを確認した後は，中央制御室

からの遠隔操作により代替循環冷却系の注水先を原子炉注

が継続して行われていることは，ペデスタル代替注水流量

のほか，ペデスタル水位によっても確認することができる

が，原子炉圧力容器破損時の影響により，ペデスタル水位

による監視ができない場合であっても，以下の条件の一部

又は全てから総合的に溶融炉心の冷却が継続して行われ

ていることを把握することができる。 

 

・ペデスタルの雰囲気温度が飽和温度程度で推移している

こと 

・ドライウェルの雰囲気温度が飽和温度程度で推移してい

ること 

・原子炉格納容器内の水素濃度の上昇が停止すること 

これらは，短時間ではなく数時間の推移を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｊ．残留熱代替除去系による溶融炉心冷却及び原子炉格納容

器除熱 

 

原子炉補機代替冷却系の準備及び残留熱代替除去系の

運転の準備が完了した後，原子炉補機代替冷却系を用いた

残留熱代替除去系による溶融炉心冷却及び原子炉格納容

器除熱を開始する。残留熱代替除去系の循環流量は，残留

熱代替除去系格納容器スプレイ流量を用いて格納容器ス

プレイ弁を中央制御室から遠隔操作することで，格納容器

スプレイによるペデスタル注水を実施する。 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，ペデ

スタル水位が確認でき

ない場合の溶融炉心冷

却継続の確認方法につ

いて記載している。 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

ABWR と BWR－5 の設

計の相違により，島根２

号炉は，サプレッショ

ン・チェンバのプール水

のペデスタルへの流入

による溶融炉心の冷却

には期待できない。 

 

 

 

 

 

 

 

・運用及び設備設計の 

相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

島根２号炉は，外部水

源の持ち込みを制限し

格納容器ベントを回避

するため，内部水源であ

る残留熱代替除去系に
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ら遠隔操作することで，格納容器下部注水と格納容器スプ

レイに分配し，それぞれ連続で格納容器下部注水及び格納

容器スプレイを実施する。   

代替循環冷却系による溶融炉心冷却を確認するために必

要な計装設備は，復水補給水系流量（格納容器下部注水流

量）等であり，原子炉格納容器除熱を確認するために必要

な計装設備は，復水補給水系流量（RHR B 系代替注水流量）,

格納容器内圧力，サプレッション・チェンバ・プール水温

度等である。 

 

 

 

 

 

※4  本格納容器破損モードの評価事故シーケンスは取水機

能の喪失を伴うものではないが，代替循環冷却系による

除熱量の評価においては，保守的に代替原子炉補機冷却

系の設計値を用いる。 

 

水と格納容器スプレイに分配し，それぞれ連続で原子炉注

水と格納容器スプレイを実施する。 

 

代替循環冷却系による原子炉注水を確認するために必要

な計装設備は，代替循環冷却系原子炉注水流量であり，格

納容器除熱を確認するために必要な計装設備は，代替循環

冷却系格納容器スプレイ流量，ドライウェル圧力及びサプ

レッション・チェンバ圧力，サプレッション・プール水温

度等である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｏ．代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による格納容器冷

却（格納容器圧力制御） 

代替循環冷却系による格納容器除熱（原子炉圧力容器破

損後）を実施後，代替格納容器スプレイ冷却系（常設）に

よる格納容器冷却を一旦停止する。 

格納容器圧力が 0.465MPa［gage］に到達した場合，中央

制御室からの遠隔操作により代替格納容器スプレイ冷却系

（常設）による格納容器冷却を再開し，格納容器圧力を

0.400MPa［gage］から 0.465MPa［gage］の範囲で制御する。 

代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による格納容器冷

却を確認するために必要な計装設備は，低圧代替注水系格

納容器スプレイ流量（常設ライン用）等である。 

 

ｐ．可搬型窒素供給装置による格納容器内への窒素注入 

 

格納容器内酸素濃度が 4.0vol％（ドライ条件）に到達し

た場合，可搬型窒素供給装置を用いて格納容器内へ窒素を

注入することで，格納容器内酸素濃度の上昇を抑制する。 

 

 

 

残留熱代替除去系による溶融炉心冷却及び原子炉格納

容器除熱を確認するために必要な計装設備は，残留熱代替

除去系格納容器スプレイ流量，ドライウェル圧力（ＳＡ），

サプレッション・プール水温度（ＳＡ）等である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｋ．可搬式窒素供給装置を用いた原子炉格納容器内への窒素

注入 

残留熱代替除去系による原子炉格納容器除熱を実施し

た場合，可搬式窒素供給装置を用いて原子炉格納容器内へ

窒素を注入することで，原子炉格納容器内酸素濃度の上昇

よる溶融炉心冷却及び

格納容器除熱を開始し，

外部水源であるペデス

タル代替注水系（可搬

型）を停止する手順とし

ている。 

なお，島根２号炉のよ

うな Mark-Ⅰ改の場合，

格納容器スプレイ水が

ペデスタルへ流入する

ため，残留熱代替除去系

による格納容器スプレ

イはペデスタル注水を

兼ねている。 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，残留熱

代替除去系の運転開始

後に格納容器圧力によ

る格納容器スプレイ実

施基準に到達しない。 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，可燃性

ガス濃度の抑制は，SA

設備である可搬式窒素
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可搬型窒素供給装置による格納容器内への窒素注入を確

認するために必要な計装設備は，格納容器内酸素濃度（Ｓ

Ａ）である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｑ．タンクローリによる燃料給油操作 

タンクローリにより可搬型設備用軽油タンクから可搬型

窒素供給装置に燃料給油を実施する。 

を抑制する。 

可搬式窒素供給装置を用いた原子炉格納容器内への窒

素注入を確認するために必要な計装設備は，格納容器酸素

濃度（ＳＡ）である。 

 

 

 

 

供給装置による窒素注

入を実施することとし

ている。 

・運用の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，酸素濃

度基準ではなく，残留熱

代替除去系等による原

子炉格納容器内の除熱

を開始した場合に，窒素

ガス供給を行う。 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，可搬式

窒素供給装置に限らず，

燃料補給操作は適宜実

施としていることから，

いずれのシーケンスも

燃料補給操作を記載し

ない方針としている。 

 

 

 

3.2.2 格納容器破損防止対策の有効性評価 

(1) 有効性評価の方法 

本格納容器破損モードを評価する上で選定した評価事故シ

ーケンスは，「1.2 評価対象の整理及び評価項目の設定」に

示すとおり，プラント損傷状態を TQUX とし，事象進展が早く

炉心損傷までの時間余裕の観点で厳しい過渡事象を起因事象

とし，逃がし安全弁再閉失敗を含まず高圧状態が維持される

「過渡事象＋高圧注水失敗＋原子炉減圧失敗＋炉心損傷後の

原子炉減圧失敗（＋DCH 発生）」である。 

本評価事故シーケンスは「高圧溶融物放出／格納容器雰囲

気直接加熱」の格納容器破損防止対策の有効性を評価するた

めのシーケンスであることから，炉心損傷までは事象を進展

させる前提での評価となる。このため，前提とする事故条件

として，設計基準事故対処設備による原子炉注水機能（非常

3.2.2  格納容器破損防止対策の有効性評価 

(1) 有効性評価の方法 

本格納容器破損モードを評価する上で選定した評価事故シ

ーケンスは，「1.2 評価対象の整理及び評価項目の設定」に示

すとおり，プラント損傷状態をＴＱＵＸとし，事象進展が早

く炉心損傷までの時間余裕の観点で厳しい過渡事象を起因事

象とし，逃がし安全弁再閉失敗を含まず高圧状態が維持され

る「過渡事象＋高圧炉心冷却失敗＋原子炉減圧失敗＋炉心損

傷後の原子炉減圧失敗（＋ＤＣＨ）」である。 

本評価事故シーケンスは「高圧溶融物放出／格納容器雰囲

気直接加熱」の格納容器破損防止対策の有効性を評価するた

めのシーケンスであることから，炉心損傷までは事象を進展

させる前提での評価となる。このため，前提とする事故条件

として，設計基準事故対処設備による原子炉注水機能（非常

3.2.2 格納容器破損防止対策の有効性評価 

(1) 有効性評価の方法 

本格納容器破損モードを評価する上で選定した評価事故

シーケンスは，「1.2 評価対象の整理及び評価項目の設定」

に示すとおり，プラント損傷状態をＴＱＵＸとし，事象進展

が早く炉心損傷までの時間余裕の観点で厳しい過渡事象を

起因事象とし，逃がし安全弁再閉失敗を含まず高圧状態が維

持される「過渡事象＋高圧炉心冷却失敗＋原子炉減圧失敗＋

炉心損傷後の原子炉減圧失敗＋原子炉注水失敗＋ＤＣＨ発

生」である。 

本評価事故シーケンスは「高圧溶融物放出／格納容器雰囲

気直接加熱」の格納容器破損防止対策の有効性を評価するた

めのシーケンスであることから，炉心損傷までは事象を進展

させる前提での評価となる。このため，前提とする事故条件
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用炉心冷却系）のみならず，重大事故等対処設備による原子

炉注水機能を含む全ての原子炉注水機能が使用できないもの

と仮定した。また，高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加

熱の発生防止を確認する観点から，原子炉圧力容器破損に至

る前提とした。 

 

 

仮に炉心損傷後の原子炉注水に期待できる場合には，原子

炉圧力容器が破損するまでの時間の遅れや原子炉格納容器下

部への落下量の抑制等，事象進展の緩和に期待できると考え

られるが，本評価の前提とする事故条件は原子炉注水による

事象進展の緩和の不確かさを包絡する保守的な条件である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお，格納容器過圧・過温破損の観点については，「3.1 雰

囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」

にて示したとおり，LOCA をプラント損傷状態とする評価事故

シーケンスで確認している。これは，過圧の観点では LOCA に

よるドライウェルへの蒸気の放出及び原子炉注水による蒸気

の発生が重畳する事故シーケンスへの対応が最も厳しいため

であり，過温の観点では，事象初期に炉心が露出し過熱状態

に至る事故シーケンスへの対応が最も厳しいためである。ま

た，本格納容器破損モードを評価する上では，原子炉圧力容

器が高圧の状態で破損に至る事故シーケンスを選定する必要

があることから，LOCA をプラント損傷状態とする事故シーケ

ンスは，本格納容器破損モードの評価事故シーケンスには適

さない。 

本格納容器破損モードの評価事故シーケンスに示される，

炉心損傷前に原子炉減圧に失敗し，炉心損傷後に再度原子炉

減圧を試みる状況としては，炉心損傷前の段階で非常用炉心

冷却系である低圧注水系のみならず，重大事故等対処設備で

ある低圧代替注水系（常設）等を含む全ての低圧注水機能が

用炉心冷却系及び原子炉隔離時冷却系）のみならず，重大事

故等対処設備による原子炉注水機能を含む全ての原子炉注水

機能が使用できないものと仮定した※。また，高圧溶融物放出

／格納容器雰囲気直接加熱の発生防止を確認する観点から，

原子炉圧力容器破損に至る前提とした。 

※ 原子炉圧力容器破損後は，原子炉圧力容器内の冷却を考慮

し，代替循環冷却系による原子炉注水を行うものとする。 

仮に炉心損傷後の原子炉注水に期待できる場合には，原子

炉圧力容器が破損するまでの時間の遅れやペデスタル（ドラ

イウェル部）への落下量の抑制等，事象進展の緩和に期待で

きると考えられるが，本評価の前提とする事故条件は原子炉

注水による事象進展の緩和の不確かさを包絡する保守的な条

件である。 

 

さらに，本評価事故シーケンスにおいては，電源の復旧，

注水機能の確保等，必要となる事故対処設備が多く，格納容

器への注水・除熱を実施するまでの対応時間を厳しく評価す

る観点から，全交流動力電源喪失の重畳を考慮する。 

 

 

なお，格納容器過圧・過温破損の観点については，「3.1 雰

囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」

にて示したとおり，ＬＯＣＡをプラント損傷状態とする評価

事故シーケンスで確認している。これは，過圧の観点ではＬ

ＯＣＡによるドライウェルへの蒸気の放出及び原子炉注水に

よる蒸気の発生が重畳する事故シーケンスへの対応が最も厳

しいためであり，過温の観点では，事象初期に炉心が露出し

過熱状態に至る事故シーケンスへの対応が最も厳しいためで

ある。また，本格納容器破損モードを評価する上では，原子

炉圧力容器が高圧の状態で破損に至る事故シーケンスを選定

する必要があることから，ＬＯＣＡをプラント損傷状態とす

る事故シーケンスは，本格納容器破損モードの評価事故シー

ケンスには適さない。 

本格納容器破損モードの評価事故シーケンスに示される，

炉心損傷前に原子炉減圧に失敗し，炉心損傷後に再度原子炉

減圧を試みる状況としては，炉心損傷前の段階で非常用炉心

冷却系である残留熱除去系（低圧注水系）及び低圧炉心スプ

レイ系のみならず，重大事故等対処設備である低圧代替注水

として，設計基準事故対処設備による原子炉注水機能（非常

用炉心冷却系）のみならず，重大事故等対処設備による原子

炉注水機能を含む全ての原子炉注水機能が使用できないも

のと仮定した。また，高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接

加熱の発生防止を確認する観点から，原子炉圧力容器破損に

至る前提とした。 

 

仮に炉心損傷後の原子炉注水に期待できる場合には，原子

炉圧力容器が破損するまでの時間の遅れやペデスタルへの

落下量の抑制等，事象進展の緩和に期待できると考えられる

が，本評価の前提とする事故条件は原子炉注水による事象進

展の緩和の不確かさを包絡する保守的な条件である。 

 

 

さらに，本評価事故シーケンスにおいては，電源の復旧，

注水機能の確保等，必要となる事故対処設備が多く，原子炉

格納容器への注水・除熱を実施するまでの対応時間を厳しく

評価する観点から，全交流動力電源喪失の重畳を考慮する。 

 

 

なお，格納容器過圧・過温破損の観点については，「3.1 雰

囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」

にて示したとおり，ＬＯＣＡをプラント損傷状態とする評価

事故シーケンスで確認している。これは，過圧の観点ではＬ

ＯＣＡによるドライウェルへの蒸気の放出及び原子炉注水

による蒸気の発生が重畳する事故シーケンスへの対応が最

も厳しいためであり，過温の観点では，事故初期に炉心が露

出し過熱状態に至る事故シーケンスへの対応が最も厳しい

ためである。また，本格納容器破損モードを評価する上では，

原子炉圧力容器が高圧の状態で破損に至る事故シーケンス

を選定する必要があることから，ＬＯＣＡをプラント損傷状

態とする事故シーケンスは，本格納容器破損モードの評価事

故シーケンスには適さない。 

本格納容器破損モードの評価事故シーケンスに示される，

炉心損傷前に原子炉減圧に失敗し，炉心損傷後に再度原子炉

減圧を試みる状況としては，炉心損傷前の段階で非常用炉心

冷却系である残留熱除去系（低圧注水モード）及び低圧炉心

スプレイ系のみならず，重大事故等対処設備である低圧原子

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，シナリ

オの想定として，原子炉

圧力容器破損後も原子

炉圧力容器内を冷却す

るための原子炉注水が

実施できないものとし

ている。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，本シナ

リオの評価において全

交流動力電源喪失の重

畳を考慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 
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失われることで「2.2 高圧注水・減圧機能喪失」に示した代

替自動減圧ロジックが作動せず，全ての低圧注水機能が失わ

れている場合の手順に従って原子炉減圧しないまま炉心損傷

に至る状況が考えられる。 

 

手順上，全ての低圧注水機能が失われている状況では，原

子炉水位が有効燃料棒底部から有効燃料棒の長さの 10%上の

位置に到達する時点までは原子炉を減圧しない。この原子炉

減圧のタイミングは，原子炉水位が有効燃料棒頂部以下とな

った場合，原子炉減圧を遅らせた方が，原子炉圧力容器内の

原子炉冷却材の量を多く維持できるため，原子炉圧力容器破

損に至る時間を遅らせることができる一方で，ジルコニウム

－水反応等が著しくなる前に原子炉を減圧することで水素ガ

スの発生量を抑えられることを考慮して設定したものであ

る。また，代替自動減圧ロジックは低圧注水系の起動が作動

条件の一つであるため，低圧注水系が失われている状況では

作動しない。 

 

これを考慮し，本評価では評価事故シーケンスに加えて全

ての低圧注水機能も失われている状況を想定した。 

なお，この評価事故シーケンスへの対応及び事象進展は，

「3.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用」及び

「3.5 溶融炉心・コンクリート相互作用」の評価事故シーケ

ンスへの対応及び事象進展と同じものとなる。 

本格納容器破損モードではプラント損傷状態をTQUX とし，

「3.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用」及び

「3.5 溶融炉心・コンクリート相互作用」ではプラント損傷

状態を TQUV としており，異なるプラント状態を選定してい

る。TQUX と TQUV では喪失する設計基準事故対処設備が異な

り，原子炉減圧について，TQUV では設計基準事故対処設備で

ある逃がし安全弁の機能に期待し，TQUX では重大事故等対処

設備としての逃がし安全弁の機能に期待する点が異なる。手

順に従う場合，TQUV では原子炉減圧機能は維持されているが

低圧注水機能を喪失しているため，原子炉水位が有効燃料棒

底部から有効燃料棒の長さの 10%上の位置に到達した時点で

逃がし安全弁の手動開操作によって原子炉を減圧することと

なる。また，TQUX は高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加

熱に進展し得るとして選定したプラント損傷状態であるが，

系（常設）等を含む全ての低圧注水機能が失われることで「2.2 

高圧注水・減圧機能喪失」に示した過渡時自動減圧機能が作

動せず，全ての低圧注水機能が失われている場合の手順に従

って原子炉減圧しないまま炉心損傷に至る状況が考えられ

る。 

手順上，全ての低圧注水機能が失われている状況では，原

子炉水位が燃料有効長底部から燃料有効長の20％上の位置に

到達する時点までは原子炉を減圧しない。この原子炉減圧の

タイミングは，原子炉水位が燃料有効長頂部以下となった場

合，原子炉減圧を遅らせた方が，原子炉圧力容器内の原子炉

冷却材の量を多く維持できるため，原子炉圧力容器破損に至

る時間を遅らせることができる一方で，ジルコニウム－水反

応等が著しくなる前に原子炉を減圧することで水素の発生量

を抑えられることを考慮して設定したものである。また，過

渡時自動減圧機能は低圧注水機能の起動が作動条件の一つで

あるため，低圧注水機能が失われている状況では作動しない。 

 

 

これを考慮し，本評価では評価事故シーケンスに加えて全

ての低圧注水機能も失われている状況を想定した。 

なお，この評価事故シーケンスへの対応及び事象進展は，

「3.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用」及び

「3.5 溶融炉心・コンクリート相互作用」の評価事故シーケ

ンスへの対応及び事象進展と同じものとなる。 

本格納容器破損モードではプラント損傷状態をＴＱＵＸと

し，「3.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用」及

び「3.5 溶融炉心・コンクリート相互作用」ではプラント損

傷状態をＴＱＵＶとしており，異なるプラント状態を選定し

ている。ＴＱＵＸとＴＱＵＶでは喪失する設計基準事故対処

設備が異なり，原子炉減圧について，ＴＱＵＶでは設計基準

事故対処設備である逃がし安全弁（自動減圧機能）の機能に

期待し，ＴＱＵＸでは重大事故等対処設備としての逃がし安

全弁（自動減圧機能）の機能に期待する点が異なる。手順に

従う場合，ＴＱＵＶでは原子炉減圧機能は維持されているが

低圧注水機能を喪失しているため，原子炉水位が燃料有効長

底部から燃料有効長の20％上の位置に到達した時点で逃がし

安全弁（自動減圧機能）の手動開操作によって原子炉を減圧

することとなる。また，ＴＱＵＸは高圧溶融物放出／格納容

炉代替注水系（常設）等を含む全ての低圧注水機能が失われ

ることで「2.2 高圧注水・減圧機能喪失」に示した代替自動

減圧機能が作動せず，全ての低圧注水機能が失われている場

合の手順に従って原子炉減圧しないまま炉心損傷に至る状

況が考えられる。 

手順上，全ての低圧注水機能が失われている状況では，原

子炉水位が燃料棒有効長底部から燃料棒有効長の20%上の位

置に到達する時点までは原子炉を減圧しない。この原子炉減

圧のタイミングは，原子炉水位が燃料棒有効長頂部以下とな

った場合，原子炉減圧を遅らせた方が，原子炉圧力容器内の

原子炉冷却材の量を多く維持できるため，原子炉圧力容器破

損に至る時間を遅らせることができる一方で，ジルコニウム

－水反応等が著しくなる前に原子炉を減圧することで水素

ガスの発生量を抑えられることを考慮して設定したもので

ある。また，代替自動減圧機能は残留熱除去系（低圧注水モ

ード）又は低圧炉心スプレイ系の起動が作動条件の１つであ

るため，残留熱除去系（低圧注水モード）及び低圧炉心スプ

レイ系が失われている状況では作動しない。 

これを考慮し，本評価では評価事故シーケンスに加えて全

ての低圧注水機能も失われている状況を想定した。 

なお，この評価事故シーケンスへの対応及び事象進展は，

「3.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用」及び

「3.5 溶融炉心・コンクリート相互作用」の評価事故シーケ

ンスへの対応及び事象進展と同じものとなる。 

本格納容器破損モードではプラント損傷状態をＴＱＵＸ

とし，「3.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用」

及び「3.5 溶融炉心・コンクリート相互作用」ではプラント

損傷状態をＴＱＵＶとしており，異なるプラント状態を選定

している。ＴＱＵＸとＴＱＵＶでは喪失する設計基準事故対

処設備が異なり，原子炉減圧について，ＴＱＵＶでは設計基

準事故対処設備である自動減圧機能付き逃がし安全弁の機

能に期待し，ＴＱＵＸでは重大事故等対処設備としての自動

減圧機能付き逃がし安全弁の機能に期待する点が異なる。手

順に従う場合，ＴＱＵＶでは原子炉減圧機能は維持されてい

るが低圧注水機能を喪失しているため，原子炉水位が燃料棒

有効長底部から燃料棒有効長の20%上の位置に到達した時点

で自動減圧機能付き逃がし安全弁の手動開操作によって原

子炉を減圧することとなる。また，ＴＱＵＸは高圧溶融物放

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

ジルコニウム－水反

応が著しくなる前に減

圧するという考え方は

同じではあるが，感度解

析結果の差異により，島

根２号炉では，BAF＋20%

で原子炉減圧を実施す

る。 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

ジルコニウム－水反
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重大事故等対処設備としての逃がし安全弁に期待し，原子炉

水位が有効燃料棒底部から有効燃料棒の長さの 10%上の位置

に到達した時点で逃がし安全弁の手動開操作によって原子炉

を減圧することにより，高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直

接加熱の発生防止を図る。 

 

 

以上のとおり，どちらのプラント損傷状態であっても事象

発生から原子炉減圧までの対応は同じとなり，運転員等操作

時間やパラメータの変化も同じとなる。また，原子炉減圧以

降も，溶融炉心の挙動に従って一連の流れで生じる各格納容

器破損モードを，定められた一連の手順に従って防止するこ

ととなる。このことから，格納容器破損モード「高圧溶融物

放出／格納容器雰囲気直接加熱」，「原子炉圧力容器外の溶

融燃料－冷却材相互作用」及び「溶融炉心・コンクリート相

互作用」については，１つの評価事故シーケンスへの一連の

対応の中で各格納容器破損モードに対する格納容器破損防止

対策の有効性を評価する。 

本評価事故シーケンスでは，炉心における崩壊熱，燃料棒

内温度変化，燃料棒表面熱伝達，燃料被覆管酸化，燃料被覆

管変形，沸騰・ボイド率変化，気液分離（水位変化）・対向

流，原子炉圧力容器における冷却材放出（臨界流・差圧流），

炉心損傷後の原子炉圧力容器におけるリロケーション，原子

炉圧力容器内 FCI（溶融炉心細粒化），原子炉圧力容器内 FCI

（デブリ粒子熱伝達），構造材との熱伝達，下部プレナムで

の溶融炉心の熱伝達並びに原子炉圧力容器破損が重要現象と

なる。 

よって，これらの現象を適切に評価することが可能であり，

原子炉圧力容器内及び原子炉格納容器内の熱水力モデルを備

え，かつ，炉心損傷後のシビアアクシデント特有の溶融炉心

挙動に関するモデルを有するシビアアクシデント総合解析コ

ード MAAP により原子炉圧力等の過渡応答を求める。 

 

また，解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範

囲として，本評価事故シーケンスにおける運転員等操作時間

に与える影響，評価項目となるパラメータに与える影響及び

操作時間余裕を評価する。 

 

器雰囲気直接加熱に進展し得るとして選定したプラント損傷

状態であるが，重大事故等対処設備としての逃がし安全弁（自

動減圧機能）に期待し，原子炉水位が燃料有効長底部から燃

料有効長の20％上の位置に到達した時点で逃がし安全弁（自

動減圧機能）の手動開操作によって原子炉を減圧することに

より，高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱の発生防止

を図る。 

以上のとおり，どちらのプラント損傷状態であっても事象

発生から原子炉減圧までの対応は同じとなり，運転員等操作

時間やパラメータの変化も同じとなる。また，原子炉減圧以

降も，溶融炉心の挙動に従って一連の流れで生じる各格納容

器破損モードを，定められた一連の手順に従って防止するこ

ととなる。このことから，格納容器破損モード「高圧溶融物

放出／格納容器雰囲気直接加熱」，「原子炉圧力容器外の溶融

燃料－冷却材相互作用」及び「溶融炉心・コンクリート相互

作用」については，同様のシーケンスへの一連の対応の中で

各格納容器破損モードに対する格納容器破損防止対策の有効

性を評価する。 

本評価事故シーケンスでは，炉心における崩壊熱，燃料棒

内温度変化，燃料棒表面熱伝達，燃料被覆管酸化，燃料被覆

管変形，沸騰・ボイド率変化及び気液分離（水位変化）・対向

流，原子炉圧力容器における冷却材放出（臨界流・差圧流）

並びに炉心損傷後の原子炉圧力容器におけるリロケーショ

ン，原子炉圧力容器内ＦＣＩ（溶融炉心細粒化），原子炉圧力

容器内ＦＣＩ（デブリ粒子熱伝達），構造材との熱伝達，下部

プレナムでの溶融炉心の熱伝達及び原子炉圧力容器破損が重

要現象となる。 

よって，これらの現象を適切に評価することが可能であり，

原子炉圧力容器内及び格納容器内の熱水力モデルを備え，か

つ，炉心損傷後のシビアアクシデント特有の溶融炉心挙動に

関するモデルを有するシビアアクシデント総合解析コードＭ

ＡＡＰにより原子炉圧力等の過渡応答を求める。 

 

また，解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範

囲として，本評価事故シーケンスにおける運転員等操作時間

に与える影響，評価項目となるパラメータに与える影響及び

操作時間余裕を評価する。 

 

出／格納容器雰囲気直接加熱に進展し得るとして選定した

プラント損傷状態であるが，重大事故等対処設備としての自

動減圧機能付き逃がし安全弁に期待し，原子炉水位が燃料棒

有効長底部から燃料棒有効長の20%上の位置に到達した時点

で自動減圧機能付き逃がし安全弁の手動開操作によって原

子炉を減圧することにより，高圧溶融物放出／格納容器雰囲

気直接加熱の発生防止を図る。 

以上のとおり，どちらのプラント損傷状態であっても事象

発生から原子炉減圧までの対応は同じとなり，運転員等操作

時間やパラメータの変化も同じとなる。また，原子炉減圧以

降も，溶融炉心の挙動に従って一連の流れで生じる各格納容

器破損モードを，定められた一連の手順に従って防止するこ

ととなる。このことから，格納容器破損モード「高圧溶融物

放出／格納容器雰囲気直接加熱」，「原子炉圧力容器外の溶

融燃料－冷却材相互作用」及び「溶融炉心・コンクリート相

互作用」については，１つの評価事故シーケンスへの一連の

対応の中で各格納容器破損モードに対する格納容器破損防

止対策の有効性を評価する。 

本評価事故シーケンスでは，炉心における崩壊熱，燃料棒

内温度変化，燃料棒表面熱伝達，燃料被覆管酸化，燃料被覆

管変形，沸騰・ボイド率変化，気液分離（水位変化）・対向

流，原子炉圧力容器における冷却材放出（臨界流・差圧流），

炉心損傷後の原子炉圧力容器におけるリロケーション，原子

炉圧力容器内ＦＣＩ（溶融炉心細粒化），原子炉圧力容器内

ＦＣＩ（デブリ粒子熱伝達），構造材との熱伝達，下部プレ

ナムでの溶融炉心の熱伝達並びに原子炉圧力容器破損が重

要現象となる。 

よって，これらの現象を適切に評価することが可能であ

り，原子炉圧力容器内及び原子炉格納容器内の熱水力モデル

を備え，かつ，炉心損傷後のシビアアクシデント特有の溶融

炉心挙動に関するモデルを有するシビアアクシデント総合

解析コードＭＡＡＰにより原子炉圧力等の過渡応答を求め

る。 

また，解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範

囲として，本評価事故シーケンスにおける運転員等操作時間

に与える影響，評価項目となるパラメータに与える影響及び

操作時間余裕を評価する。 

 

応が著しくなる前に減

圧するという考え方は

同じではあるが，感度解

析結果の差異により，島

根２号炉では，BAF＋20%

で原子炉減圧を実施す

る。 
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(2) 有効性評価の条件 

本評価事故シーケンス対する初期条件も含めた主要な解析

条件を第 3.2.2 表に示す。また，主要な解析条件について，

本評価事故シーケンス特有の解析条件を以下に示す。 

 

ａ．事故条件 

(a) 起因事象 

起因事象として，給水流量の全喪失が発生するものとする。 

 

(b) 安全機能等の喪失に対する仮定 

高圧注水機能として原子炉隔離時冷却系及び高圧炉心注水

系の機能喪失を，低圧注水機能として低圧注水系の機能喪失

を想定する。 

 

 

 

さらに重大事故等対処設備による原子炉注水にも期待しな

い※5 ものとする。これは，炉心損傷前には原子炉を減圧でき

ない状況を想定するためである。 

 

 

 

※5 代替原子炉注水弁（残留熱除去系注入弁）制御不能によ

る低圧代替注水系機能喪失を想定。格納容器下部注水系等，

復水移送ポンプを用いた原子炉注水以外の緩和機能には期

待する。 

 

 

 

 

(c) 外部電源 

外部電源は使用できないものと仮定する。 

本評価事故シーケンスへの事故対応に用いる設備は非常用高

圧母線に接続されており，非常用ディーゼル発電機からの電

源供給が可能であるため，外部電源の有無は事象進展に影響

を与えないが，非常用ディーゼル発電機に期待する場合の方

が資源の観点で厳しいことを踏まえ，外部電源なしとして設

定する。 

(2)  有効性評価の条件 

本評価事故シーケンスに対する初期条件も含めた主要な解

析条件を第3.2－2 表に示す。また，主要な解析条件について，

本評価事故シーケンス特有の解析条件を以下に示す。 

 

ａ．事故条件 

(a) 起因事象 

起因事象として，給水流量の全喪失が発生するものとする。 

 

(b)  安全機能等の喪失に対する仮定 

高圧注水機能として原子炉隔離時冷却系及び高圧炉心スプ

レイ系の機能喪失を，低圧注水機能として残留熱除去系（低

圧注水系）及び低圧炉心スプレイ系の機能喪失を想定する。 

 

また，非常用ディーゼル発電機等の機能喪失を想定し，全

交流動力電源喪失の重畳を考慮するものとする。 

さらに原子炉圧力容器破損までは重大事故等対処設備によ

る原子炉注水にも期待しない※ものとする。これは，原子炉を

減圧できない状況を想定するためである。 

 

 

 

※ 原子炉圧力容器破損前における低圧代替注水系（常設）及

び代替循環冷却系による原子炉注水の機能喪失を想定す

る。格納容器下部注水系（常設）等，原子炉注水以外の緩

和機能には期待する。 

なお，原子炉圧力容器破損後は，原子炉圧力容器内の冷却

を考慮し，代替循環冷却系による原子炉注水を行うものとす

る。 

 

(c)  外部電源 

外部電源は使用できないものと仮定する。 

送電系統又は所内主発電設備の故障等によって，外部電源

が喪失するとともに，非常用ディーゼル発電機等の機能喪失

を想定する。 

 

 

 

(2) 有効性評価の条件 

本評価事故シーケンスに対する初期条件も含めた主要な

解析条件を第 3.2.2－1 表に示す。また，主要な解析条件に

ついて，本評価事故シーケンス特有の解析条件を以下に示

す。 

ａ．事故条件 

(a) 起因事象 

起因事象として，給水流量の全喪失が発生するものとす

る。 

(b) 安全機能等の喪失に対する仮定 

高圧注水機能として原子炉隔離時冷却系及び高圧炉心ス

プレイ系の機能喪失を，低圧注水機能として残留熱除去系

（低圧注水モード）及び低圧炉心スプレイ系の機能喪失※３

を想定する。 

また，非常用ディーゼル発電機等の機能喪失を想定し，全

交流動力電源喪失の重畳を考慮するものとする。 

さらに重大事故等対処設備による原子炉注水にも期待し

ない※４ものとする。 

 

※３ 自動減圧機能付き逃がし安全弁の逃がし弁機能は健全

だが，自動減圧機能作動条件（低圧ＥＣＣＳポンプ運

転）を満たしていないため作動しない。 

※４ 低圧原子炉代替注水弁（残留熱除去系注入弁）制御不

能による低圧原子炉代替注水系機能喪失を想定。ペデ

スタル代替注水系（可搬型）等，大量送水車を用いた

原子炉注水以外の緩和機能には期待する。 

 

 

 

 

(c) 外部電源 

外部電源は使用できないものと仮定する。 

電源復旧のための対応時間を厳しく見積もるため，全交流

動力電源喪失を想定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，本シナ

リオの評価において全

交流動力電源喪失の重

畳を考慮する。 

 

 

・解析条件の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，シナリ

オの想定として，原子炉

圧力容器破損後も原子

炉圧力容器内を冷却す

るための原子炉注水が

実施できないものとし

ている。 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

条件設定は同じだが，

設定プロセスが異なり，

島根２号炉は全交流動

力電源喪失を想定する
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(d) 高温ガスによる配管等のクリープ破損や漏えい等による影

響 

原子炉圧力を厳しく評価するため，高温ガスによる配管等

のクリープ破損や漏えい等は，考慮しないものとする。 

 

(e) 水素ガス及び酸素ガスの発生 

水素ガスの発生については，ジルコニウム－水反応及び溶

融炉心・コンクリート相互作用を考慮するものとする。なお，

解析コード MAAP の評価結果では水の放射線分解による水素

ガス及び酸素ガスの発生を考慮していない。このため，水の

放射線分解による水素ガス及び酸素ガスの発生量は「3.4 水

素燃焼」と同様に，解析コード MAAP で得られる崩壊熱をも

とに評価するものとし「3.5 溶融炉心・コンクリート相互作

用」にてその影響を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．重大事故等対策に関連する機器条件 

(a) 原子炉スクラム信号 

原子炉スクラムは，事象の発生と同時に発生するものとす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(d)  高温ガスによる配管等のクリープ破損や漏えい等による

影響 

原子炉圧力を厳しく評価するため，高温ガスによる配管等

のクリープ破損や漏えい等は，考慮しないものとする。 

（添付資料3.2.4） 

(e)  水素及び酸素の発生 

水素の発生については，ジルコニウム－水反応及び溶融炉

心・コンクリート相互作用を考慮するものとする。なお，解

析コードＭＡＡＰの評価結果では水の放射線分解による水素

及び酸素の発生を考慮していない。このため，水の放射線分

解による水素及び酸素の発生量は「3.4 水素燃焼」と同様に，

解析コードＭＡＡＰで得られる崩壊熱を基に評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．重大事故等対策に関連する機器条件 

(a) 原子炉スクラム信号 

原子炉スクラムは，原子炉水位低（レベル３）信号によ

るものとする。 

 

 

 

 

 

 (b) 主蒸気隔離弁 

主蒸気隔離弁は，事象発生と同時に閉止するものとする。 

 

 

 

(d) 高温ガスによる配管等のクリープ破損や漏えい等による

影響 

原子炉圧力を厳しく評価するため，高温ガスによる配管等

のクリープ破損や漏えい等は，考慮しないものとする。 

 

(e) 水素ガス及び酸素ガスの発生 

水素ガスの発生については，ジルコニウム－水反応及び溶

融炉心・コンクリート相互作用を考慮するものとする。なお，

解析コードＭＡＡＰの評価結果では水の放射線分解による

水素ガス及び酸素ガスの発生を考慮していない。このため，

水の放射線分解による水素ガス及び酸素ガスの発生量は

「3.4 水素燃焼」と同様に，解析コードＭＡＡＰで得られる

崩壊熱をもとに評価するものとし「3.5 溶融炉心・コンクリ

ート相互作用」にてその影響を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．重大事故等対策に関連する機器条件 

(a) 原子炉スクラム信号 

原子炉スクラムは，事象の発生と同時に発生するものとす

る。 

 

 

 

 

 

(b) 主蒸気隔離弁 

  主蒸気隔離弁は，事象発生と同時に閉止するものとする。 

 

ことから，外部電源なし

と設定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・整理方針の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，コンク

リート侵食によるガス

発 生 を 踏 ま え 「 3.5 

MCCI」において水素ガス

及び酸素ガスの影響を

確認しているが，東海第

二ではコンクリートは

侵食しないため「3.2 

DCH」において水素ガス

及び酸素ガスの影響を

確認している。 

 

・解析条件の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，外部電

源がないことから事象

発生と同時にスクラム

することとしている。 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 
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(b) 逃がし安全弁 

逃がし安全弁の逃がし弁機能にて，原子炉冷却材圧力バウ

ンダリの過度の圧力上昇を抑えるものとする。また，原子炉

減圧には自動減圧機能付き逃がし安全弁（2 個）を使用する

ものとし，容量として，1 個あたり定格主蒸気流量の約 5%を

処理するものとする。 

 

 

(c) 格納容器下部注水系（常設） 

原子炉圧力容器破損前に，格納容器下部注水系（常設）に

より 90m3/h で原子炉格納容器下部に注水し，水位が 2m に到

達するまで水張りを実施するものとする。 

 

 

 

 

原子炉圧力容器が破損して溶融炉心が原子炉格納容器下部

に落下した後は，格納容器下部注水系（常設）により崩壊熱

相当の注水を行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

(d) 代替格納容器スプレイ冷却系（常設） 

原子炉圧力容器破損前に，代替格納容器スプレイ冷却系（常

設）により 70m3/h で原子炉格納容器内にスプレイする。 

原子炉圧力容器破損後は，格納容器圧力及び温度上昇の抑

制に必要なスプレイ流量を考慮し，130m3/h 以上で原子炉格

納容器内にスプレイする。 

 

 

 

(c) 再循環系ポンプ 

再循環系ポンプは，事象発生と同時に停止するものとす

る。 

 

(d) 逃がし安全弁 

逃がし安全弁（安全弁機能）にて，原子炉冷却材圧力バ

ウンダリの過度の圧力上昇を抑えるものとする。また，原

子炉減圧には逃がし安全弁（自動減圧機能）2 個を使用す

るものとし，容量として，1 個当たり定格主蒸気流量の約

6％を処理するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(e) 格納容器下部注水系（常設） 

原子炉圧力容器が破損して溶融炉心がペデスタル（ドラ

イウェル部）に落下した後は，溶融炉心の冠水継続が可能

な流量を考慮し，80m３／h にてペデスタル（ドライウェル

部）に注水を行うものとする。 

 

 

 

 

 

(f) 代替格納容器スプレイ冷却系（常設） 

 

 

原子炉圧力容器破損後は，格納容器圧力及び雰囲気温度

上昇の抑制に必要なスプレイ流量を考慮し，300m３／h にて

格納容器内にスプレイする。格納容器圧力の低下を確認し

た後は，一旦格納容器スプレイを停止するが，再度格納容

器圧力が上昇し，格納容器圧力0.465MPa［gage］に到達し

た場合は，格納容器圧力及び雰囲気温度上昇の抑制に必要

(c) 再循環ポンプ 

  再循環ポンプは，事象発生と同時に停止するものとする。 

 

 

(d) 逃がし安全弁 

逃がし安全弁の逃がし弁機能にて,原子炉冷却材圧力バウ

ンダリの過度の圧力上昇を抑えるものとする。また，原子炉

減圧には自動減圧機能付き逃がし安全弁（２個）を使用する

ものとし，容量として，１個当たり定格主蒸気流量の約８%

を処理するものとする。 

 

 

(e) 格納容器代替スプレイ系（可搬型） 

原子炉圧力容器破損前に，格納容器代替スプレイ系（可搬

型）により 120m3/h で格納容器内にスプレイし，ペデスタル

水位が 2.4m に到達するまで水張りを実施するものとする。 

 

 

 

(f) ペデスタル代替注水系（可搬型） 

原子炉圧力容器が破損して溶融炉心がペデスタルに落下

した後は，ペデスタル代替注水系（可搬型）により崩壊熱相

当に余裕を見た流量の注水を行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 

 

 

・解析条件の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，逃がし

弁機能での圧力制御を

想定している。 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

 初期水張り深さの相

違。 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，圧力容

器破損後の溶融炉心へ

の注水を，崩壊熱相当に

余裕をみた流量にて行

うのに対し，東海第二は

80m3/h の流量にて行う

としている。 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，溶融炉

心落下後（事象発生約

5.4 時間後）から残留熱

代替除去系の運転開始

（事象発生 10時間後）

までの間に，格納容器ス

プレイ実施基準（格納容
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(e) 代替循環冷却系※6 

代替循環冷却系の循環流量は，全体で約 190m3/h とし，ド

ライウェルへ約 140m3/h，原子炉格納容器下部へ約 50m3/h に

て流量分配し，それぞれ連続スプレイ及び連続注水を実施す

る。 

 

 

※6 本格納容器破損モードの評価事故シーケンスは原子炉補機

冷却系の機能喪失を伴うものではないが，代替循環冷却系

による除熱量の評価においては，保守的に代替原子炉補機

冷却系の設計値を用いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なスプレイ流量を考慮し，130m３／h にて格納容器内にスプ

レイする。 

 

 

(g) 代替循環冷却系 

代替循環冷却系の循環流量は，全体で250m３／h とし，

ドライウェルへ250m３／h で連続スプレイを実施する。 

原子炉圧力容器破損後に格納容器圧力の低下を確認し

た後は，ドライウェルへ150m３／h，原子炉へ100m３／h に

て流量分配し，それぞれ連続スプレイ及び連続注水を実施

する。 

 

 

 

 

 

 

(h) 緊急用海水系 

代替循環冷却系から緊急用海水系への伝熱容量は，熱交

換器の設計性能に基づき約14MW（サプレッション・プール

水温度100℃，海水温度32℃において）とする。 

 

 

 

(i) 可搬型窒素供給装置 

可搬型窒素供給装置による格納容器内窒素注入は，ガス

温度30℃，純度99vol％にて200Nm３／h（窒素198Nm３／h 及

び酸素2Nm３／h）で格納容器内に注入するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(g) 残留熱代替除去系 

残留熱代替除去系により循環流量 120m3/h にて原子炉格納

容器内に連続スプレイを実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(h) 原子炉補機代替冷却系 

   残留熱代替除去系から原子炉補機代替冷却系への伝熱容量

は，残留熱代替除去系による格納容器スプレイ流量 120m3/h

とした場合の熱交換器の設計性能に基づき約６MW（サプレッ

ション・プール水温度 100℃，海水温度 30℃において）とす

る。 

 

(i) 可搬式窒素供給装置  

可搬式窒素供給装置による格納容器内窒素注入は，ガス温

度 35℃，純度 99.9vol％にて 100Nm3/h（窒素 99.9Nm3/h 及び

酸素 0.1Nm3/h）で原子炉格納容器内に注入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

器圧力 1.5Pd 又は格納

容器温度 190℃）に到達

しない。 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

・解析条件の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，原子炉

圧力容器破損後の原子

炉注水を想定していな

い。 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【東海第二】 

 伝熱容量の相違。 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，可燃

性ガス濃度の制御（ベン

ト時間遅延）のための窒

素封入操作を実施する。 

・運用の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，可燃性

ガスの濃度により窒素

を注入するのではなく，

残留熱代替除去系によ
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ｃ．重大事故等対策に関連する操作条件 

運転員等操作に関する条件として，「1.3.5 運転員等の操作時

間に対する仮定」に示す分類に従って以下のとおり設定する。 

 

(a) 原子炉急速減圧操作は，設計基準事故対処設備による原子

炉注水機能（非常用炉心冷却系）のみならず，重大事故等

対処設備による原子炉注水機能を含む全ての原子炉注水機

能が喪失している場合の運転手順に従い，原子炉水位が有

効燃料棒底部から有効燃料棒の長さの 10%上の位置に到達

した時点で開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(j) コリウムシールド 

材料は，コンクリートの侵食を抑制する観点から，ジル

コニア耐熱材を設定する。侵食開始温度は，ジルコニア耐

熱材の侵食試験結果に基づき，2,100℃を設定する。 

（添付資料3.5.1） 

 

 

 

 

 

ｃ．重大事故等対策に関連する操作条件 

運転員等操作に関する条件として，「1.3.5 運転員等の操作時

間に対する仮定」に示す分類に従って以下のとおり設定する。 

 

(a) 原子炉急速減圧操作は，設計基準事故対処設備による原子

炉注水機能（非常用炉心冷却系及び原子炉隔離時冷却系）

のみならず，重大事故等対処設備による原子炉注水機能を

含む全ての原子炉注水機能が喪失している場合の運転手順

に従い，原子炉水位が燃料有効長底部から燃料有効長の

20％上の位置に到達した時点で開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 緊急用海水系による冷却水（海水）の確保操作及び代替循

環冷却系による格納容器除熱操作は，緊急用海水系及び代

替循環冷却系の準備時間等を考慮し，事象発生90 分後から

 

 

 

 

 

 

 

（j）コリウムシールド 

材料は，溶融炉心のドライウェルサンプへの流入を防止す

る観点から，ジルコニア耐熱材を設定する。侵食開始温度は，

ジルコニア耐熱材の侵食試験結果に基づき，2,100℃を設定

する。 

 

 

 

 

 

ｃ．重大事故等対策に関連する操作条件 

運転員等操作に関する条件として，「1.3.5 運転員等の操作

時間に対する仮定」に示す分類に従って以下のとおり設定す

る。 

(a) 原子炉急速減圧操作は，設計基準事故対処設備による原子

炉注水機能（非常用炉心冷却系等）のみならず，重大事故

等対処設備による原子炉注水機能を含む全ての原子炉注

水機能が喪失している場合の運転手順に従い，原子炉水位

が燃料棒有効長底部から燃料棒有効長の20%上の位置に到

達した時点で開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る原子炉格納容器の除

熱開始後に注入するこ

ととしている。 

・設備設計の相違。 

【東海第二】 

窒素注入量の相違。 

 

・設計設備の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，MAAP 解

析においてコリウムシ

ールドを考慮した評価

としているため，評価条

件として記載。 

【東海第二】 

 コリウムシールドの

設置目的の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

ジルコニウム－水反

応が著しくなる前に減

圧するという考え方は

同じではあるが，感度解

析結果の差異により，島

根２号炉では，BAF＋20%

で原子炉減圧を実施す

る。 

・運用の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，残留
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(b) 代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による原子炉格納容

器冷却操作（原子炉圧力容器破損前の原子炉格納容器冷却）

は，原子炉圧力容器下鏡部温度が 300℃に到達したことを

確認して開始し，原子炉圧力容器破損を確認した場合に停

止する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c) 格納容器下部注水系（常設）による原子炉格納容器下部へ

の注水操作（原子炉圧力容器破損前の先行水張り）は，原

子炉圧力容器下鏡部温度が 300℃に到達したことを確認し

て開始し，原子炉格納容器下部の水位が 2m（注水量 180m3

相当）に到達したことを確認した場合に停止する。 

 

 

 

開始するものとする。 

原子炉圧力容器破損後は，格納容器圧力が低下に転じて30 

分後に，ドライウェルと原子炉へ流量分配し，それぞれ連

続スプレイ及び連続注水を実施するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c) 代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による格納容器冷却

操作（原子炉圧力容器破損後）は，原子炉圧力容器破損の

判断に必要な時間等を考慮し，原子炉圧力容器破損の6 分

後に開始する。また，格納容器冷却による格納容器圧力の

低下から30 分後に停止するものとする。その後，格納容器

圧力が0.465MPa［gage］に到達した場合に再開し，格納容

器圧力が0.400MPa［gage］まで低下した場合に停止するも

のとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 格納容器代替スプレイ系（可搬型）によるペデスタルへの

注水操作（原子炉圧力容器破損前の初期水張り）は，原子

炉圧力容器下鏡温度が300℃に到達したことを確認して開

始し，ペデスタルの水位が 2.4m（注水量 225m3）に到達し

たことを確認した場合に停止する。 

 

 

 

熱代替除去系による原

子炉格納容器除熱操作

の一連の対応として，原

子炉補機代替冷却系の

準備時間を考慮した，10

時間後から開始するも

のとしている。 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイによりペデ

スタルに溶融炉心の冷

却に必要な水位及び水

量を確保するとともに

格納容器冷却を実施す

る。 

 

・解析結果の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，溶融炉心

落下後（事象発生約 5.4

時間後）から残留熱代替

除去系の運転開始（事象

発生 10 時間後）までの

間に，格納容器スプレイ

実施基準（格納容器圧力

1.5Pd 又は格納容器温

度 190℃）に到達しな

い。 

・運用の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，原子炉

圧力容器破損前の初期

水張りを実施する。東海

第二は，通常運転中から

ペデスタルに水位が形

成されている。 
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(d) 格納容器下部注水系（常設）による原子炉格納容器下部へ

の注水操作（原子炉圧力容器破損後の注水）は，原子炉圧

力容器破損を確認した場合に開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

(e) 代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による原子炉格納容

器冷却操作（原子炉圧力容器破損後の原子炉格納容器冷却）

は，格納容器圧力が 0.465MPa[gage]又は格納容器温度が

190℃に到達した場合に開始する。なお，格納容器スプレイ

は，代替原子炉補機冷却系の準備時間を考慮し，事象発生

から約 20時間後に停止するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

(f) 代替循環冷却系による原子炉格納容器除熱操作※7 は，代替

循環冷却系への切替えの準備時間等を考慮し，格納容器ス

プレイ停止から 0.5 時間後の，事象発生から 20.5 時間後か

ら開始するものとする。 

※7 本格納容器破損モードの評価事故シーケンスは原子炉補機

冷却系の機能喪失を伴うものではないが，代替循環冷却系

による除熱は保守的に代替原子炉補機冷却系を用いて実施

するものとし，除熱操作の開始は，代替原子炉補機冷却系

の準備に要する時間を設定する。 

 

 

 

 

 

 

(d) 格納容器下部注水系（常設）によるペデスタル（ドライウ

ェル部）注水操作は，操作実施に必要な時間を考慮し，代

替格納容器スプレイ冷却系（常設）による格納容器冷却操

作（原子炉圧力容器破損後）の1 分後に開始するものとす

る。また，ペデスタル（ドライウェル部）水位が2.75m に

到達した場合に停止するものとする。その後は，ペデスタ

ル（ドライウェル部）水位が2.25m まで低下した場合に注

水を開始し，2.75m に到達した場合に停止することで水位

を維持する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(e) 可搬型窒素供給装置による格納容器内への窒素注入操作

は，格納容器内酸素濃度が4.0vol％（ドライ条件）に到達

した場合にサプレッション・チェンバ内へ窒素注入を開始

 

(c) ペデスタル代替注水系（可搬型）によるペデスタルへの注

水操作（原子炉圧力容器破損後の注水）は，原子炉圧力容

器破損を確認した場合に開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(d) 残留熱代替除去系による原子炉格納容器除熱操作は，原子

炉補機代替冷却系の準備時間等を考慮し，事象発生から

10 時間後から開始するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(e) 可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器内への窒素注

入操作は，原子炉補機代替冷却系の準備完了後の可搬式窒

素供給装置の準備時間等を考慮し，12 時間後からドライ

 

・運用の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，溶融炉

心落下後の水位管理方

法として，注水流量にて

管理する運用としてい

る。 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，溶融炉心

落下後（事象発生約

5.4 時間後）から残留

熱代替除去系の運転

開始（事象発生 10 時

間後）までの間に，格

納容器スプレイ実施

基準（格納容器圧力

1.5Pd 又は格納容器

温度 190℃）に到達し

ない。 

・運用の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

島根２号炉は，残留熱

代替除去系による除熱

開始を原子炉補機代替

冷却系の準備時間を考

慮して，10 時間後とし

ている。 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，可燃性
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(3) 有効性評価（Cs-137 の放出量評価）の条件 

ａ．事象発生直前まで，定格出力の 100%で長時間にわたって運

転されていたものとする。その運転時間は，燃料を約 1/4 ず

つ取り替えていく場合の平衡炉心を考え，最高 50,000 時間

とする。 

 

ｂ．代替循環冷却系を用いた場合の環境中への総放出量の評価

においては，原子炉内に内蔵されている核分裂生成物が事象

進展に応じた割合で，原子炉格納容器内に放出※8 されるもの

とする。 

※8 セシウムの原子炉格納容器内への放出割合については，本

評価事故シーケンスにおいては解析コード MAAP の評価結果

の方が NUREG-1465 より大きく算出する。 

 

 

ｃ．原子炉格納容器内に放出された Cs-137 については，格納

容器スプレイやサプレッション・チェンバのプール水でのス

クラビングによる除去効果を考慮する。 

 

 

 

 

 

ｄ．原子炉建屋から大気中への放射性物質の漏えいについて考

慮する。漏えい量の評価条件は以下のとおりとする。 

(a) 原子炉格納容器からの漏えい量は，格納容器圧力に応じた

設計漏えい率をもとに評価する。 

 

 

 

 

するものとする。 

 

 

 

 

 

 

(3) 有効性評価（Ｃｓ－137 の放出量評価）の条件 

ａ．事象発生直前まで，定格出力の100％で長時間にわたって運

転されていたものとする。その運転時間は，燃料を約1／4 ず

つ取り替えていく場合の平衡炉心を考え，最高50,000 時間と

する。 

 

ｂ．代替循環冷却系を用いた場合の環境中への総放出量の評価

においては，原子炉内に内蔵されている核分裂生成物が事象

進展に応じた割合で，格納容器内に放出※されるものとする。 

 

※ セシウムの格納容器内への放出割合については，本評価事故

シーケンスにおいては解析コードＭＡＡＰの評価結果の方が

代表的なソースタームに関する報告書であるＮＵＲＥＧ－

1465 より大きく算出する。 

 

ｃ．格納容器内に放出されたＣｓ－137 については，格納容器

スプレイやサプレッション・チェンバのプール水でのスクラ

ビング等による除去効果を考慮する。 

 

 

 

 

 

ｄ．原子炉建屋から大気中への放射性物質の漏えいについて考

慮する。漏えい量の評価条件は以下のとおりとする。 

(a) 格納容器からの漏えい量は，格納容器圧力に応じた設計漏

えい率を基に評価する。 

 

 

 

 

ウェル内へ窒素注入を開始する。 

 

 

 

 

 

 

(3) 有効性評価（Ｃｓ-137 の放出量の評価）の条件 

ａ．事象発生直前まで，定格出力の 100%で長時間にわたって

運転されていたものとする。その運転時間は，燃料を約１/

４ ずつ取り替えていく場合の平衡炉心を考え，最高 50,000 

時間とする。 

 

ｂ．残留熱代替除去系を用いた場合の環境中への総放出量の評

価においては，原子炉内に内蔵されている核分裂生成物が事

象進展に応じた割合で，原子炉格納容器内に放出※５される

ものとする。 

※５ セシウムの原子炉格納容器内への放出割合については，

本評価事故シーケンスにおいては解析コードＭＡＡＰ の評

価結果の方がＮＵＲＥＧ-1465 より大きく算出する。 

 

 

ｃ．原子炉格納容器内に放出されたＣｓ-137 については，格

納容器スプレイやサプレッション・チェンバのプール水での

スクラビング等による除去効果を考慮する。 

 

 

 

 

 

ｄ．原子炉建物から大気中への放射性物質の漏えいについて考

慮する。漏えい量の評価条件は以下のとおりとする。 

(a) 原子炉格納容器からの漏えい量は，格納容器圧力に応じた

設計漏えい率をもとに評価する。なお，エアロゾル粒子は原

子炉格納容器外に放出される前に貫通部内で捕集されるこ

とが実験的に確認されていることから，原子炉格納容器の漏

えい孔におけるエアロゾルの捕集の効果（ＤＦ＝10）を考慮

する。 

ガスの濃度により窒素

を注入するのではなく，

残留熱代替除去系によ

る原子炉格納容器の除

熱開始後に注入するこ

ととしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 MAAP では，沈着を含

むため，島根２号炉は，

「等」を記載。 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

島根２号炉は，最確条

件として格納容器貫通

部の捕集効果を考慮し
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(b) 非常用ガス処理系による原子炉建屋の設計負圧が維持され

ていることを想定し，設計換気率0.5 回/日相当を考慮する。

なお，非常用ガス処理系フィルタ装置による放射性物質の除

去効果については，期待しないものとする。 

 

(c) 原子炉建屋内での放射能の時間減衰は考慮せず，また，原

子炉建屋内での粒子状物質の除去効果は保守的に考慮しな

い。 

（添付資料 3.2.2） 

 

(4) 有効性評価の結果 

本評価事故シーケンスにおける原子炉圧力，原子炉水位（シ

ュラウド内外水位），格納容器圧力，格納容器温度，サプレ

ッション・チェンバ・プール水位及び注水流量の推移を第

3.2.7 図から第 3.2.12 図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

ａ．事象進展 

事象発生後，全ての設計基準事故対処設備による原子炉注

水機能（非常用炉心冷却系）が機能喪失し，重大事故等対処

設備による原子炉注水機能についても使用できないものと仮

定することから，原子炉水位は急速に低下する。水位低下に

より炉心が露出し，事象発生から約 1.0 時間後に炉心損傷に

至る。原子炉水位が有効燃料棒底部から有効燃料棒の長さの

10%上の位置に到達した時点（事象発生から約 1.4 時間後）

で，中央制御室からの遠隔操作により逃がし安全弁 2 個を手

動で開放することで，原子炉急速減圧を実施する。原子炉減

圧後の低圧代替注水系（常設）による原子炉注水は実施しな

いものと仮定するため，事象発生から約 7.0 時間後に原子炉

圧力容器破損に至る。 

 

 

 

(b) 原子炉建屋ガス処理系による原子炉建屋原子炉棟内の負圧

が維持されていることを想定し，非常用ガス処理系の設計換

気率1 回／d 相当を考慮する。なお，非常用ガス処理系フィ

ルタトレイン及び非常用ガス再循環系フィルタトレインによ

る放射性物質の除去効果については，期待しないものとする。 

(c) 原子炉建屋内での放射能の時間減衰は考慮せず，また，原

子炉建屋内での粒子状物質の除去効果は保守的に考慮しな

い。 

（添付資料3.2.5） 

 

(4) 有効性評価の結果 

本評価事故シーケンスにおける原子炉圧力，原子炉水位（シ

ュラウド内外水位）及び原子炉圧力容器下部ヘッド温度の推

移を第3.2－4 図から第3.2－6 図に，格納容器圧力，格納容

器雰囲気温度，サプレッション・プール水位，サプレッショ

ン・プール水温度及び注水流量の推移を第3.2－7 図から第

3.2－16 図に，ペデスタル（ドライウェル部）の水位，ペデ

スタル（ドライウェル部）の壁面及び床面のコンクリート侵

食量並びにドライウェル及びサプレッション・チェンバの気

相濃度（ウェット条件，ドライ条件）の推移を第3.2－17 図

から第3.2－27 図に示す。 

 

ａ．事象進展 

事象発生後，全ての設計基準事故対処設備による原子炉注

水機能（非常用炉心冷却系及び原子炉隔離時冷却系）が機能

喪失し，重大事故等対処設備による原子炉注水機能について

も使用できないものと仮定することから，原子炉水位は急速

に低下する。水位低下により炉心が露出し，事象発生から約

35 分後に炉心損傷に至る。原子炉水位が燃料有効長底部から

燃料有効長の20％上の位置に到達した時点（事象発生から約

38分後）で，中央制御室からの遠隔操作により逃がし安全弁

（自動減圧機能）2 個を手動で開放することで，原子炉急速

減圧を実施する。原子炉減圧後の低圧代替注水系（常設）及

び代替循環冷却系による原子炉注水は実施しないものと仮定

するため，事象発生から約4.5 時間後に原子炉圧力容器破損

に至る。 

事象発生から90 分後，代替循環冷却系による格納容器除熱

 

(b) 非常用ガス処理系による原子炉建物の設計負圧が維持さ

れていることを想定し，設計換気率1.0 回/日相当を考慮す

る。なお，非常用ガス処理系フィルタ装置による放射性物質

の除去効果については，期待しないものとする。 

 

(c) 原子炉建物内での放射能の時間減衰は考慮せず，また，原

子炉建物内での粒子状物質の除去効果は保守的に考慮しな

い。 

（添付資料 3.2.2） 

 

(4) 有効性評価の結果 

本評価事故シーケンスにおける原子炉圧力，原子炉水位

（シュラウド内外水位），格納容器圧力，格納容器温度，サ

プレッション・プール水位及び注水流量の推移を第 3.2.2－

1(1)図から第 3.2.2－1(6)図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

ａ．事象進展 

事象発生後，全ての設計基準事故対処設備による原子炉注

水機能（非常用炉心冷却系等）が機能喪失し，重大事故等対

処設備による原子炉注水機能についても使用出来ないもの

と仮定することから，原子炉水位は急速に低下する。原子炉

水位が燃料棒有効長底部から燃料棒有効長の20%上の位置に

到達した時点（事象発生から約 1.0 時間後）で，中央制御室

からの遠隔操作により自動減圧機能付き逃がし安全弁２個

を手動で開放することで，原子炉急速減圧を実施する。水位

低下により炉心が露出し，事象発生から約 1.1 時間後に炉心

損傷に至る。原子炉減圧後の低圧原子炉代替注水系（常設）

等による原子炉注水は実施しないものと仮定するため，事象

発生から約 5.4 時間後に原子炉圧力容器破損に至る。 

 

 

た評価としている。 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

設計換気率の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 
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事象発生から約 3.7 時間後，原子炉圧力容器下鏡部温度が

300℃に到達した時点で，格納容器下部注水系（常設）による

原子炉圧力容器破損前の原子炉格納容器下部への水張りを開

始すると同時に，代替格納容器スプレイ冷却系（常設）によ

る原子炉格納容器冷却を行うことにより格納容器温度の上昇

を抑制する。格納容器下部注水系（常設）による注水流量を

約 90m3/h とし，水位が 2m に到達するまで約 2 時間の注水を

実施することで原子炉格納容器下部に 2m の水位を確保し，

事象発生から約5.7 時間後に原子炉格納容器下部への水張り

を停止する。 

原子炉圧力容器が破損し，溶融炉心が原子炉格納容器下部

の水位約 2m の水中に落下する際に，溶融炉心から原子炉冷

却材への伝熱が起こり，水蒸気が発生することに伴う圧力上

昇が生じる。 

溶融炉心が原子炉格納容器下部に落下した後は，格納容器

下部注水系（常設）により原子炉格納容器下部に崩壊熱相当

の注水を継続的に行い，溶融炉心を冷却する。 

 

 

 

 

 

 

崩壊熱が原子炉格納容器内に蒸気として放出されるため，

格納容器圧力は急激に上昇する。 

格納容器圧力が0.465MPa[gage]に到達した時点で代替格納

容器スプレイ冷却系（常設）の流量を 130m3/h 以上にするこ

とにより，格納容器圧力及び温度の上昇は抑制される。 

を行うことにより格納容器雰囲気温度の上昇を抑制する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子炉圧力容器が破損し，溶融炉心がペデスタル（ドライ

ウェル部）の水位約1m の水中に落下する際に，溶融炉心から

ペデスタル（ドライウェル部）プール水への伝熱が起こり，

水蒸気が発生することに伴う圧力上昇が生じる。 

溶融炉心がペデスタル（ドライウェル部）に落下した後は，

格納容器下部注水系（常設）によりペデスタル（ドライウェ

ル部）に80m３／hの注水を行い，溶融炉心を冠水維持し，冷却

する。 

 

 

 

 

 

崩壊熱が格納容器内に蒸気として放出されるため，格納容

器圧力は急激に上昇する。事象発生から90 分後に代替循環冷

却系による格納容器除熱により250m３／h の格納容器スプレ

イを実施すること，原子炉圧力容器破損を判断した時点で，

代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による格納容器冷却（原

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事象発生から約 3.1 時間後，原子炉圧力容器下鏡温度が

300℃に到達した時点で，格納容器代替スプレイ系（可搬型）

による原子炉圧力容器破損前のペデスタルへの水張りを開

始する。格納容器代替スプレイ系（可搬型）による注水流量

を 120m3/h とし，約 1.9 時間の注水を実施することでペデス

タル水位 2.4m 分の水量を確保し，事象発生から約 5.0 時間

後にペデスタルへの水張りを停止する。 

 

 

 

原子炉圧力容器が破損し，溶融炉心がペデスタルの水位

2.4m の水中に落下する際に，溶融炉心から原子炉冷却材へ

の伝熱が起こり，水蒸気が発生することに伴う圧力上昇が生

じる。 

溶融炉心がペデスタルに落下した後は，ペデスタル代替注

水系（可搬型）によりペデスタルに崩壊熱相当に余裕を見た

流量の注水を継続的に行い，溶融炉心を冷却する。 

 

 

 

 

 

 

崩壊熱が原子炉格納容器内に蒸気として放出されるため，格

納容器圧力は急激に上昇するものの，格納容器スプレイの実施

基準には到達しない。 

 

 

【東海第二】 

島根２号炉は，残留熱

代替除去系による除熱

開始を原子炉補機代替

冷却系の準備時間を考

慮して，10 時間後とし

ている。東海第二では，

緊急用海水系により代

替循環冷却系を運転す

るため，運転開始時間が

早い。 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 初期水張り深さの相

違。 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 初期水張り深さの相

違。 

・運用の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，圧力容

器破損後の溶融炉心へ

の注水を，崩壊熱相当に

余裕をみた流量にて行

うとしている。 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

島根２号炉は，事象発

生から残留熱代替除去

系を運転開始する（事象
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事象発生から 20.5 時間が経過した時点で，代替原子炉補

機冷却系による代替循環冷却系の運転を開始する。代替循環

冷却系により，格納容器圧力及び温度の上昇は抑制され，そ

の後，徐々に低下するとともに，原子炉格納容器下部の溶融

炉心は安定的に冷却される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお，事象発生から約 7.0 時間後の原子炉圧力容器破損ま

では，逃がし安全弁によって原子炉圧力を 2.0MPa[gage]以下

に維持することが必要となるが，炉心損傷後の原子炉圧力容

器から逃がし安全弁を通ってサプレッション・チェンバへ放

出される高温流体や格納容器温度等の熱的影響を考慮して

も，逃がし安全弁は確実に開状態を維持することが可能であ

る。 

（添付資料 3.2.1） 

ｂ．評価項目等 

原子炉圧力容器破損直前の原子炉圧力は約 0.3MPa[gage] 

であり，2.0MPa[gage]以下に低減されている。 

子炉圧力容器破損後）により300m３／h の格納容器スプレイを

実施することにより，格納容器圧力及び雰囲気温度の上昇は

抑制される。 

 

 

 

 

格納容器圧力の低下を確認した時点で，代替格納容器スプ

レイ冷却系（常設）による格納容器冷却（原子炉圧力容器破

損後）を停止するとともに，代替循環冷却系の循環流量を調

整し，格納容器スプレイ150m３／h ， 原子炉注水100m ３ ／ h 

に分配する。その後， 格納容器圧力が0.465MPa［gage］に到

達した時点で，代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による

格納容器冷却（130m３／h の格納容器スプレイ）を再開する。 

これらによって，格納容器圧力及び雰囲気温度の上昇は抑

制され，その後，徐々に低下するとともに，ペデスタル（ド

ライウェル部）の溶融炉心は安定的に冷却される。 

また，格納容器内酸素濃度が4.0vol％（ドライ条件）に到

達した時点で，可搬型窒素供給装置による格納容器内への窒

素注入を実施することで，格納容器内酸素濃度の上昇が抑制

される。窒素注入により格納容器圧力は上昇するが，格納容

器圧力0.31MPa［gage］到達時点で窒素注入操作を停止する手

順としているため，一時的な圧力上昇であり，代替循環冷却

系による格納容器除熱を継続することから，格納容器内の安

定した減圧及び除熱への影響はない。 

 

 

なお，事象発生から約4.5 時間後の原子炉圧力容器破損ま

では，逃がし安全弁（自動減圧機能）によって原子炉圧力を

2.0MPa［gage］以下に維持することが必要となるが，炉心損

傷後の原子炉圧力容器から逃がし安全弁（自動減圧機能）を

通ってサプレッション・チェンバへ放出される高温流体や格

納容器雰囲気温度等の熱的影響を考慮しても，逃がし安全弁

（自動減圧機能）は確実に開状態を維持することが可能であ

る。 

（添付資料3.2.6） 

ｂ．評価項目等 

原子炉圧力容器破損直前の原子炉圧力は約0.3MPa［gage］

 

 

 

 

 

 

 

事象発生から 10 時間が経過した時点で，原子炉補機代替

冷却系による残留熱代替除去系の運転を開始する。残留熱代

替除去系により，格納容器圧力及び温度の上昇は抑制され，

その後，徐々に低下するとともに，ペデスタルの溶融炉心は

安定的に冷却される。 

 

 

 

 

 

また，事象発生から 12 時間後に，可搬式窒素供給装置を

用いたドライウェルへの窒素供給を実施するため，窒素供給

を実施している期間においては格納容器圧力の低下は抑制

される。 

 

 

 

 

 

 

なお，事象発生から約 5.4 時間後の原子炉圧力容器の破損

までは，自動減圧機能付き逃がし安全弁によって原子炉圧力

を 2.0MPa[gage]以下に維持することが必要となるが，炉心

損傷後の原子炉圧力容器から自動減圧機能付き逃がし安全

弁を通ってサプレッション・チェンバへ放出される高温流体

や格納容器温度等の熱的影響を考慮しても，自動減圧機能付

き逃がし安全弁は確実に開状態を維持することが可能であ

る。 

（添付資料3.2.1） 

ｂ．評価項目等 

原子炉圧力容器破損直前の原子炉圧力は約 0.1MPa[gage]

発生 10 時間）までの期

間において，格納容器ス

プレイ実施基準（格納容

器圧力 1.5Pd 又は格納

容器温度 190℃）に到達

しないことから，実施し

ない。 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 原子炉格納容器除熱

開始までの準備時間等

の相違。 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，可燃

性ガスの濃度により窒

素を注入するのではな

く，残留熱代替除去系に

よる原子炉格納容器の

除熱開始後に注入する

こととしている。 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 
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であり，2.0MPa［gage］以下に低減されている。 

格納容器圧力は，第3.2－7 図及び第3.2－9 図に示すとお

り，格納容器内に崩壊熱等の熱によって発生した水蒸気等が

放出されるため徐々に上昇するが，代替格納容器スプレイ冷

却系（常設）による格納容器冷却及び代替循環冷却系による

格納容器除熱を行うことによって，圧力上昇は抑制される。

その結果，格納容器バウンダリにかかる圧力の最大値は約

0.47MPa［gage］となり，格納容器の限界圧力0.62MPa［gage］

を超えない。なお，格納容器バウンダリにかかる圧力が最大

となる事象発生約7.4 時間後において，水の放射線分解によ

って発生する水素及び酸素は，格納容器内の非凝縮性ガスに

占める割合の1％未満であるため，その影響は無視し得る程度

である。 

（添付資料3.2.7） 

格納容器雰囲気温度は，第3.2－8 図及び第3.2－10 図に示

すとおり，格納容器内に崩壊熱等の熱によって発生した水蒸

気等が放出されるため徐々に上昇するが，代替格納容器スプ

レイ冷却系（常設）による格納容器冷却及び代替循環冷却系

による格納容器除熱を行うことによって，温度上昇は抑制さ

れる。その結果，格納容器バウンダリにかかる温度の最高値

は約151℃となり，格納容器の限界温度200℃を超えない。 

格納容器内の水素濃度は，第3.2－26 図及び第3.2－27 図

に示すとおり，ジルコニウム－水反応等により発生した水素

が格納容器へ放出されることで13vol％（ドライ条件）を上回

るが，第3.2－24 図及び第3.2－25 図に示すとおり，格納容

器内酸素濃度が4.0vol％（ドライ条件）に到達した時点で可

搬型窒素供給装置による格納容器内への窒素注入を行うこと

によって，酸素濃度の最高値は約4.0vol％（ドライ条件）に

とどまることから，可燃限界である5vol％（ドライ条件）を

下回る。 

なお，コリウムシールドによってペデスタル（ドライウェ

ル部）の壁面及び床面のコンクリートの侵食は抑制されるこ

とから，溶融炉心・コンクリート相互作用による可燃性ガス

及びその他の非凝縮性ガスは発生しない。 

第3.2－9 図及び第3.2－10 図に示すとおり，事象発生から

約4.5 時間後に溶融炉心がペデスタル（ドライウェル部）へ

落下するが，格納容器下部注水系（常設）によるペデスタル

（ドライウェル部）への注水，代替格納容器スプレイ冷却系

であり，2.0MPa[gage]以下に低減されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

・記載箇所の相違 

【東海第二】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・整理方針の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，コン

クリート侵食によるガ

スの発生を踏まえ「3.5 

MCCI」において水素及び

酸素の影響を確認して

いるが，東海第二ではコ

ンクリート侵食しない

ため「3.2 DCH」におい

て水素ガス及び酸素ガ

スの発生の影響を確認

している。 
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本評価では，「1.2.2.2 有効性を確認するための評価項目の

設定」に示す(4)の評価項目について，原子炉圧力をパラメー

タとして対策の有効性を確認した。 

 

なお，「1.2.2.2 有効性を確認するための評価項目の設定」

に示す(5)及び(8)の評価項目については「3.3 原子炉圧力容

器外の溶融燃料－冷却材相互作用」及び「3.5 溶融炉心・コ

ンクリート相互作用」にて評価項目を満足することを確認し

ている。 

また，原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心及び原子炉

格納容器の安定状態維持については「3.5 溶融炉心・コンク

リート相互作用」にて確認している。 

（常設）による格納容器冷却及び代替循環冷却系による格納

容器除熱を行うことで，第3.2－7 図及び第3.2－8 図に示す

とおり，格納容器圧力及び雰囲気温度は低下し，ペデスタル

（ドライウェル部）に落下した溶融炉心及び格納容器雰囲気

は安定して除熱される。事象を通じて格納容器の限界圧力に

到達せず，格納容器圧力逃がし装置を使用することなく，格

納容器が過圧・過温破損に至らないことを確認した。なお，

第3.2-28 図に示すとおり，格納容器内の酸素濃度上昇によ

り，長期的には格納容器圧力逃がし装置を用いて可燃性ガス

を排出する。 

「1.2.2.2 有効性を確認するための評価項目の設定」に示

す(3)の評価項目については，格納容器が健全であるため，格

納容器から原子炉建屋への放射性物質の漏えい量は制限さ

れ，また，大気中へはほとんど放出されないものと考えられ

る。これは，原子炉建屋内に漏えいした放射性物質は，原子

炉建屋内で時間減衰し，また，粒子状放射性物質は，原子炉

建屋内での重力沈降や水蒸気の凝縮に伴い，原子炉建屋内に

沈着すると考えられるためである。原子炉建屋内での放射性

物質の時間減衰及び粒子状放射性物質の除去効果等を保守的

に考慮せず，原子炉建屋から大気中への放射性物質の漏えい

を想定した場合，漏えい量は約3.2×10－２TBq（7 日間）とな

り，100TBq を下回る。 

事象発生からの7 日間以降，Ｃｓ－137 の漏えいが継続し

た場合の影響評価を行ったところ，約3.4×10－２TBq（30 日

間）及び約3.9×10－２TBq（100 日間）であり，100TBq を下

回る。 

（添付資料3.2.5，3.2.8） 

本評価では，「1.2.2.2 有効性を確認するための評価項目の

設定」に示す(1)から(4)，(6)及び(7)の評価項目並びにペデ

スタル（ドライウェル部）に落下した溶融炉心及び格納容器

の安定状態の維持について，対策の有効性を確認した。 

なお，「1.2.2.2 有効性を確認するための評価項目の設定」

に示す(5)及び(8)の評価項目については「3.3 原子炉圧力容

器外の溶融燃料－冷却材相互作用」及び「3.5 溶融炉心・コ

ンクリート相互作用」にて評価項目を満足することを確認し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本評価では，「1.2.2.2 有効性を確認するための評価項目

の設定」に示す(4)の評価項目について，原子炉圧力をパラ

メータとして対策の有効性を確認した。 

 

なお，「1.2.2.2 有効性を確認するための評価項目の設定」

に示す(5)及び(8)の評価項目については「3.3 原子炉圧力容

器外の溶融燃料－冷却材相互作用」及び「3.5 溶融炉心・コ

ンクリート相互作用」にて評価項目を満足することを確認し

ている。 

また，ペデスタルに落下した溶融炉心及び原子炉格納容器

の安定状態維持については「3.5 溶融炉心・コンクリート相

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載箇所の相違 

【東海第二】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・整理方針の相違 

【東海第二】 

各格納容器破損モー

ドで確認対象とする評

価項目の整理の差異。 
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なお，「1.2.2.2 有効性を確認するための評価項目の設定」

に示す(1)から(3)の評価項目については「3.1 雰囲気圧力・

温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」において，

選定された評価事故シーケンスに対して対策の有効性を確認

しているが，溶融炉心が原子炉格納容器下部に落下した場合

については，本評価において，「1.2.2.2 有効性を確認するた

めの評価項目の設定」に示す(1)から(3)の評価項目について

対策の有効性を確認できる。 

ここで，「1.2.2.2 有効性を確認するための評価項目の設

定」に示す(3)の評価項目については，原子炉格納容器が健全

であるため，原子炉格納容器から原子炉建屋への放射性物質

の漏えい量は制限され，また，大気中へはほとんど放出され

ないものと考えられる。これは，原子炉建屋内に漏えいした

放射性物質は，原子炉建屋内で時間減衰し，また，粒子状放

射性物質は，原子炉建屋内での重力沈降や水蒸気の凝縮に伴

い，原子炉建屋内に沈着すると考えられるためである。原子

炉建屋内での放射性物質の時間減衰及び粒子状放射性物質の

除去効果等を保守的に考慮せず，原子炉建屋から大気中への

放射性物質の漏えいを想定した場合，漏えい量は約 2.5TBq（7 

日間）となり，100TBq を下回る。 

事象発生からの 7 日間以降，Cs-137 の漏えいが継続した

場合の影響評価を行ったところ，約 2.6TBq(30 日間)及び約

2.6TBq(100 日間) であり，100TBq を下回る。 

 

（添付資料 3.5.1，3.2.2，3.2.3） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【比較のため，「ｂ．」の一部を記載】 

「1.2.2.2 有効性を確認するための評価項目の設定」に示

す(3)の評価項目については，格納容器が健全であるため，格

納容器から原子炉建屋への放射性物質の漏えい量は制限さ

れ，また，大気中へはほとんど放出されないものと考えられ

る。これは，原子炉建屋内に漏えいした放射性物質は，原子

炉建屋内で時間減衰し，また，粒子状放射性物質は，原子炉

建屋内での重力沈降や水蒸気の凝縮に伴い，原子炉建屋内に

沈着すると考えられるためである。原子炉建屋内での放射性

物質の時間減衰及び粒子状放射性物質の除去効果等を保守的

に考慮せず，原子炉建屋から大気中への放射性物質の漏えい

を想定した場合，漏えい量は約3.2×10－２TBq（7 日間）とな

り，100TBq を下回る。 

事象発生からの7 日間以降，Ｃｓ－137 の漏えいが継続し

た場合の影響評価を行ったところ，約3.4×10－２TBq（30 日

間）及び約3.9×10－２TBq（100 日間）であり，100TBq を下

回る。 

（添付資料3.2.5，3.2.8） 

【ここまで】 

互作用」にて確認している。 

なお，「1.2.2.2 有効性を確認するための評価項目の設

定」に示す(1)から(3)の評価項目については「3.1 雰囲気

圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」に

おいて，選定された評価事故シーケンスに対して対策の有効

性を確認しているが，溶融炉心がペデスタルに落下した場合

については，本評価において，「1.2.2.2 有効性を確認する

ための評価項目の設定」に示す（1）から(3)の評価項目につ

いて対策の有効性を確認できる。 

ここで，「1.2.2.2 有効性を確認するための評価項目の設

定」に示す(3)の評価項目については，原子炉格納容器が健

全であるため，原子炉格納容器から原子炉建物への放射性物

質の漏えい量は制限され，また，大気中へはほとんど放出さ

れないものと考えられる。これは，原子炉建物内に漏えいし

た放射性物質は，原子炉建物内で時間減衰し，また，粒子状

放射性物質は，原子炉建物内での重力沈降や水蒸気の凝縮に

伴い，原子炉建物内に沈着すると考えられるためである。原

子炉建物内での放射性物質の時間減衰及び粒子状放射性物

質の除去効果等を保守的に考慮せず，原子炉建物から大気中

への放射性物質の漏えいを想定した場合，漏えい量は約

0.56TBq（７日間）となり，100TBq を下回る。 

事象発生からの７日間以降，Ｃｓ-137 の漏えいが継続し

た場合の影響評価を行ったところ，約 0.57TBq（30 日間）及

び約 0.58TBq（100 日間）であり，100TBq を下回る。 

 

（添付資料3.5.1，3.2.3） 

・整理方針の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，コンク

リート侵食によるガス

の発生を踏まえ「3.5 

MCCI」において水素及び

酸素の影響を確認して

いるが，東海第二ではコ

ンクリート侵食しない

ため「3.2 DCH」におい

て水素ガス及び酸素ガ

スの発生の影響を確認

している。 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器漏えい時のエアロゾ

ル捕集効果（DF10）を

考慮したこと等により，

格納容器漏えい起因の

放出が減少している。 

【東海第二】 

島根２号炉は，格納容

器圧力が高めに推移す

るため，格納容器漏えい

起因の放出が増加して

いる。 

3.2.3 解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価 

解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範囲とし

て，運転員等操作時間に与える影響，評価項目となるパラメー

タに与える影響及び操作時間余裕を評価するものとする。 

格納容器破損モード「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接

加熱」では，設計基準事故対処設備による原子炉注水機能（非

常用炉心冷却系）のみならず，重大事故等対処設備による原子

炉注水機能を含む全ての原子炉注水機能が喪失して炉心損傷に

3.2.3 解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価 

解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範囲とし

て，運転員等操作時間に与える影響，評価項目となるパラメー

タに与える影響及び操作時間余裕を評価するものとする。 

格納容器破損モード「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接

加熱」では，設計基準事故対処設備による原子炉注水機能（非

常用炉心冷却系及び原子炉隔離時冷却系）のみならず，重大事

故等対処設備による原子炉注水機能を含む全ての原子炉注水機

3.2.3 解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価 

解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範囲とし

て，運転員等操作時間に与える影響，評価項目となるパラメー

タに与える影響及び操作時間余裕を評価するものとする。 

格納容器破損モード「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接

加熱」では，設計基準事故対処設備による原子炉注水機能（非

常用炉心冷却系）のみならず，重大事故等対処設備による原子

炉注水機能を含む全ての原子炉注水機能が喪失して炉心損傷
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至り，原子炉圧力容器が破損する前に手動操作により原子炉減

圧を行うことが特徴である。 

また，不確かさの影響を確認する運転員等操作は，事象発生

から 12 時間程度までの短時間に期待する操作及び事象進展に

有意な影響を与えると考えられる操作として，原子炉急速減圧

操作及び代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による原子炉格

納容器冷却操作（原子炉圧力容器破損前の原子炉格納容器冷却）

とする。 

 

 

 

 

本評価事故シーケンスの有効性評価における現象の不確かさ

としては，溶融炉心落下流量，溶融ジェット径，溶融炉心粒子

化割合，冷却材とデブリ粒子の伝熱，炉心ヒートアップ，炉心

崩壊挙動，溶融炉心と上面水プールとの伝熱，溶融炉心と原子

炉圧力容器間の熱伝達，原子炉圧力容器破損判定が挙げられる。 

 

これらの不確かさに対して，燃料ペレットが崩壊する時間及

び温度，溶融ジェット径，エントレインメント係数，デブリ粒

子径，ジルコニウム－水反応速度，限界熱流束に係る係数，下

部プレナムギャップ除熱量に係る係数，溶接部破損時の最大ひ

ずみを変化させた場合の本格納容器破損モードに対する影響は

小さいことを確認している。 

また，原子炉水位を監視し，原子炉水位が有効燃料棒底部か

ら有効燃料棒の長さの 10%上の位置に達した時点で原子炉急速

減圧を行うといった，徴候を捉えた対応を図ることによって，

炉心下部プレナムへの溶融炉心移行が発生する前に速やかに

2.0MPa[gage]を十分下回る圧力まで原子炉を減圧可能であるこ

とを確認している。 

 

 

 

 

 

(1) 解析コードにおける重要現象の不確かさの影響評価 

本格納容器破損モードにおいて不確かさの影響評価を行う重

要現象とは，「1.7 解析コード及び解析条件の不確かさの影響

能が喪失して炉心損傷に至り，原子炉圧力容器が破損する前に

手動操作により原子炉減圧を行うことが特徴である。 

また，不確かさの影響を確認する運転員等操作は，事象進展

に有意な影響を与えると考えられる操作として，原子炉急速減

圧操作並びに緊急用海水系による冷却水（海水）の確保操作及

び代替循環冷却系による格納容器除熱操作とする。 

 

 

 

 

 

  

本評価事故シーケンスの有効性評価における現象の不確かさ

としては，溶融炉心落下流量，溶融ジェット径，溶融炉心粒子

化割合，冷却材とデブリ粒子の伝熱，炉心ヒートアップ，炉心

崩壊挙動，溶融炉心と上面水プールとの伝熱，溶融炉心と原子

炉圧力容器間の熱伝達，原子炉圧力容器破損判定が挙げられる。 

 

これらの不確かさに対して，燃料ペレットが崩壊する時間及

び温度，溶融ジェット径，エントレインメント係数，デブリ粒

子径，ジルコニウム－水反応速度，限界熱流束に係る係数，下

部プレナムギャップ除熱量に係る係数，溶接部破損時の最大ひ

ずみを変化させた場合の本格納容器破損モードに対する影響は

小さいことを確認している。 

また，原子炉水位を監視し，原子炉水位が燃料有効長底部か

ら燃料有効長の20％上の位置に到達した時点で原子炉減圧を行

うといった，兆候を捉えた対応を図ることによって，炉心下部

プレナムへの溶融炉心移行が発生する前に速やかに 2.0MPa

［gage］を十分下回る圧力まで原子炉を減圧可能であることを

確認している。 

 

 

 

 

 

(1) 解析コードにおける重要現象の不確かさの影響評価 

本評価事故シーケンスにおいて不確かさの影響評価を行う重

要現象とは，「1.7 解析コード及び解析条件の不確かさの影響

に至り，原子炉圧力容器が破損する前に手動操作により原子炉

減圧を行うことが特徴である。 

また，不確かさの影響を確認する運転員等操作は，事象進展

に有意な影響を与えると考えられる操作として，原子炉急速減

圧操作及び格納容器代替スプレイ系（可搬型）によるペデスタ

ルへの注水操作（原子炉圧力容器破損前の初期水張り）とする。 

 

 

 

 

 

 

本評価事故シーケンスの有効性評価における現象の不確か

さとしては，溶融炉心落下流量，溶融ジェット径，溶融炉心粒

子化割合，冷却材とデブリ粒子の伝熱，炉心ヒートアップ，炉

心崩壊挙動，溶融炉心と上面水プールとの伝熱，溶融炉心と原

子炉圧力容器間の熱伝達，原子炉圧力容器破損判定が挙げられ

る。 

これらの不確かさに対して，燃料ペレットが崩壊する時間及

び温度，溶融ジェット径，エントレインメント係数，デブリ粒

子系，ジルコニウム－水反応速度，限界熱流束に係る係数，下

部プレナムギャップ除熱量に係る係数，溶接部破損時の最大ひ

ずみを変化させた場合の本格納容器破損モードに対する影響

は小さいことを確認している。 

また，原子炉水位を監視し，原子炉水位が燃料棒有効長底部

から燃料棒有効長の20%上の位置に達した時点で原子炉急速減

圧を行うといった，徴候を捉えた対応を図ることによって，炉

心下部プレナムへの溶融炉心移行が発生する前に速やかに

2.0MPa[gage]を十分下回る圧力まで原子炉を減圧可能である

ことを確認している。 

 

 

 

 

 

(1) 解析コードにおける重要現象の不確かさの影響評価 

本格納容器破損モードにおいて不確かさの影響評価を行う重

要現象とは，「1.7 解析コード及び解析条件の不確かさの影響

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，事象発

生から 12 時間までの操

作ではなく，DCH 等の物

理現象に対する対策の

み記載し，その操作の不

確かさについての影響

を確認している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

ジルコニウム－水反

応が著しくなる前に減

圧するという考え方は

同じではあるが，感度解

析結果の差異により，島

根２号炉では，BAF＋20%

で原子炉減圧を実施す

る。 
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評価方針」に示すとおりであり，それらの不確かさの影響評価

は以下のとおりである。 

ａ．運転員等操作時間に与える影響 

炉心における燃料棒内温度変化，燃料棒表面熱伝達，燃料

被覆管酸化及び燃料被覆管変形の不確かさとして，炉心ヒー

トアップに関するモデルは，TMI 事故についての再現性及び

CORA 実験についての再現性を確認している。炉心ヒートアッ

プの感度解析（ジルコニウム－水反応速度の係数についての

感度解析）では，炉心溶融時間及び炉心下部プレナムへの溶

融炉心移行の開始時間に対する感度は数分程度であり，影響

は小さいことを確認している。本評価事故シーケンスでは，

重大事故等対処設備を含む全ての原子炉への注水機能が喪失

することを想定しており，最初に実施すべき操作は原子炉水

位が有効燃料棒底部から有効燃料棒の長さの 10%上の位置に

到達した時点の原子炉減圧操作であり，また，燃料被覆管温

度等を操作開始の起点としている運転員等操作はないことか

ら，運転員等操作時間に与える影響はない。 

 

 

 

 

 

 

また，原子炉圧力容器下鏡部温度が 300℃に到達した時点

で代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による原子炉格納容

器冷却操作（原子炉圧力容器破損前の原子炉格納容器冷却）

を実施するが，炉心下部プレナムへの溶融炉心移行の開始時

間の不確かさは小さく，炉心下部プレナムへ溶融炉心が移行

した際の原子炉圧力容器下鏡部温度の上昇は急峻であること

から，原子炉圧力容器下鏡部温度を操作開始の起点としてい

る代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による原子炉格納容

器冷却操作（原子炉圧力容器破損前の原子炉格納容器冷却）

に係る運転員等操作時間に与える影響は小さい。 

炉心における沸騰・ボイド率変化及び気液分離（水位変

化）・対向流の不確かさとして，炉心モデル（炉心水位計算モ

デル）は，原子炉水位挙動について原子炉圧力容器内のモデ

ルが精緻である解析コードSAFER の評価結果との比較により

水位低下幅は解析コード MAAP の評価結果の方が保守的であ

評価方針」に示すとおりであり，それらの不確かさの影響評価

は以下のとおりである。 

ａ．運転員等操作時間に与える影響 

炉心における燃料棒内温度変化，燃料棒表面熱伝達，燃料

被覆管酸化及び燃料被覆管変形の不確かさとして，炉心ヒー

トアップに関するモデルは，ＴＭＩ事故についての再現性及

びＣＯＲＡ実験についての再現性を確認している。炉心ヒー

トアップの感度解析（ジルコニウム－水反応速度の係数につ

いての感度解析）では，炉心溶融開始時間及び炉心下部プレ

ナムへの溶融炉心移行の開始時間に対する感度は数分程度で

あり，影響は小さいことを確認している。本評価事故シーケ

ンスでは，原子炉圧力容器破損までは重大事故等対処設備を

含む全ての原子炉への注水機能に期待しないことで原子炉圧

力容器破損に至ることを想定しており，最初に実施すべき操

作は原子炉水位が燃料有効長底部から燃料有効長の20％上の

位置に到達した時点の原子炉減圧操作であり，また，燃料被

覆管温度等を操作開始の起点としている運転員等操作はない

ことから，運転員等操作時間に与える影響はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

炉心における沸騰・ボイド率変化及び気液分離（水位変

化）・対向流の不確かさとして，炉心モデル（炉心水位計算

モデル）は，原子炉水位挙動について原子炉圧力容器内のモ

デルが精緻である解析コードＳＡＦＥＲの評価結果との比較

により水位低下幅は解析コードＭＡＡＰの評価結果の方が大

評価方針」に示すとおりであり，それらの不確かさの影響評価

は以下のとおりである。 

ａ．運転員等操作時間に与える影響 

炉心における燃料棒内温度変化，燃料棒表面熱伝達，燃料

被覆管酸化及び燃料被覆管変形の不確かさとして，炉心ヒー

トアップに関するモデルは，ＴＭＩ事故についての再現性及

びＣＯＲＡ実験についての再現性を確認している。炉心ヒー

トアップの感度解析（ジルコニウム－水反応速度の係数につ

いての感度解析）では，炉心溶融時間及び炉心下部プレナム

への溶融炉心移行の開始時間に対する感度は数分程度であ

り，影響は小さいことを確認している。本評価事故シーケン

スでは，重大事故等対処設備を含む全ての原子炉への注水機

能が喪失することを想定しており，最初に実施すべき操作は

原子炉水位が燃料棒有効長底部から燃料棒有効長の20%上の

位置に到達した時点の原子炉減圧操作であり，また，燃料被

覆管温度等を操作開始の起点としている運転員等操作はな

いことから，運転員等操作時間に与える影響はない。 

 

 

 

 

 

 

また，原子炉圧力容器下鏡温度が 300℃に到達した時点で格

納容器代替スプレイ系（可搬型）によるペデスタルへの注水

操作（原子炉圧力容器破損前の初期水張り）を実施するが，

炉心下部プレナムへの溶融炉心移行の開始時間の不確かさは

小さく，炉心下部プレナムへ溶融炉心が移行した際の原子炉

圧力容器下鏡温度の上昇は急峻であることから，原子炉圧力

容器下鏡温度を操作開始の起点としている格納容器代替スプ

レイ系（可搬型）によるペデスタルへの注水操作（原子炉圧

力容器破損前の初期水張り）に係る運転員等操作時間に与え

る影響は小さい。 

炉心における沸騰・ボイド率変化及び気液分離（水位変

化）・対向流の不確かさとして，炉心モデル（炉心水位計算

モデル）は，原子炉水位挙動について原子炉圧力容器内のモ

デルが精緻である解析コードＳＡＦＥＲの評価結果との比

較により水位低下幅は解析コードＭＡＡＰの評価結果の方

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

ジルコニウム－水反

応が著しくなる前に減

圧するという考え方は

同じではあるが，感度解

析結果の差異により，島

根２号炉では，BAF＋20%

で原子炉減圧を実施す

る。 

・運用の相違 

【東海第二】 

 不確かさの影響を確

認するとした運転員等

操作の差異。 
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ることを確認している。このため，原子炉水位が有効燃料棒

底部から有効燃料棒の長さの 10%上の位置に到達する時間が

早まる可能性があるが，数分程度の差異であることから，運

転員等操作時間に与える影響は小さい。 

 

炉心損傷後の原子炉圧力容器におけるリロケーション及び

構造材との熱伝達の不確かさとして，溶融炉心の挙動モデル

は TMI 事故についての再現性を確認している。また，炉心ノ

ード崩壊のパラメータを低下させた感度解析により原子炉圧

力容器破損時間に与える影響は小さいことを確認している。

リロケーションの影響を受ける可能性がある操作としては，

原子炉圧力容器下鏡部温度が 300℃に到達した時点での代替

格納容器スプレイ冷却系（常設）による原子炉格納容器冷却

操作（原子炉圧力容器破損前の原子炉格納容器冷却）がある

が，炉心下部プレナムへの溶融炉心移行の開始時間の不確か

さは小さく，炉心下部プレナムへ溶融炉心が移行した際の原

子炉圧力容器下鏡部温度の上昇は急峻であることから，原子

炉圧力容器下鏡部温度を操作開始の起点としている代替格納

容器スプレイ冷却系（常設）による原子炉格納容器冷却操作

（原子炉圧力容器破損前の原子炉格納容器冷却）に係る運転

員等操作時間に与える影響は小さい。 

炉心損傷後の原子炉圧力容器における原子炉圧力容器内

FCI（溶融炉心細粒化）及び原子炉圧力容器内 FCI（デブリ粒

子熱伝達）の不確かさとして，下部プレナムでの溶融炉心の

挙動に関する感度解析により，原子炉圧力容器破損時の原子

炉圧力に与える影響は小さいことを確認している。本評価事

故シーケンスでは，原子炉圧力容器内 FCI を操作開始の起点

としている運転員等操作はないことから，運転員等操作時間

に与える影響はない。 

炉心損傷後の原子炉圧力容器における炉心下部プレナムで

の溶融炉心の熱伝達の不確かさとして，溶融炉心の挙動モデ

ルは TMI 事故についての再現性を確認している。また，炉心

下部プレナムと溶融炉心の熱伝達に関する感度解析により原

子炉圧力容器破損時間に与える影響は小さいことを確認して

いる。炉心下部プレナムでの溶融炉心の熱伝達の不確かさの

影響を受ける可能性がある操作としては，原子炉圧力容器下

鏡部温度が 300℃に到達した時点での代替格納容器スプレイ

冷却系（常設）による原子炉格納容器冷却操作（原子炉圧力

きく，解析コードＳＡＦＥＲに対して保守的であることを確

認している。このため，原子炉水位が燃料有効長底部から燃

料有効長の20％上の位置に到達する時間が早まる可能性があ

るが，数分程度の差異であることから，運転員等操作時間に

与える影響は小さい。 

炉心損傷後の原子炉圧力容器におけるリロケーション及び

構造材との熱伝達の不確かさとして，溶融炉心の挙動モデル

はＴＭＩ事故についての再現性を確認している。また，炉心

ノード崩壊のパラメータを低下させた感度解析により原子炉

圧力容器破損時間に与える影響は小さいことを確認してい

る。本評価事故シーケンスでは，原子炉圧力容器温度（下鏡

部）を操作開始の起点としている運転員等操作はないことか

ら，運転員等操作時間に与える影響はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

炉心損傷後の原子炉圧力容器における原子炉圧力容器内Ｆ

ＣＩ（溶融炉心細粒化）及び原子炉圧力容器内ＦＣＩ（デブ

リ粒子熱伝達）の不確かさとして，下部プレナムでの溶融炉

心の挙動に関する感度解析により，原子炉圧力容器破損時の

原子炉圧力に与える影響は小さいことを確認している。本評

価事故シーケンスでは，原子炉圧力容器内ＦＣＩを操作開始

の起点としている運転員等操作はないことから，運転員等操

作時間に与える影響はない。 

炉心損傷後の原子炉圧力容器における炉心下部プレナムで

の溶融炉心の熱伝達の不確かさとして，溶融炉心の挙動モデ

ルはＴＭＩ事故についての再現性を確認している。また，炉

心下部プレナムと溶融炉心の熱伝達に関する感度解析により

原子炉圧力容器破損時間に与える影響は小さいことを確認し

ている。本評価事故シーケンスでは，原子炉圧力容器温度（下

鏡部）を操作開始の起点としている運転員等操作はないこと

から，運転員等操作時間に与える影響はない。 

 

が大きく，解析コードＳＡＦＥＲに対して保守的であること

を確認している。このため，原子炉水位が燃料棒有効長底部

から燃料棒有効長の20%上の位置に到達する時間が早まる可

能性があるが，数分程度の差異であることから，運転員等操

作時間に与える影響は小さい。 

炉心損傷後の原子炉圧力容器におけるリロケーション及

び構造材との熱伝達の不確かさとして，溶融炉心の挙動モデ

ルはＴＭＩ事故についての再現性を確認している。また，炉

心ノード崩壊のパラメータを低下させた感度解析により原

子炉圧力容器破損時間に与える影響は小さいことを確認し

ている。リロケーションの影響を受ける可能性がある操作と

しては，原子炉圧力容器下鏡温度が300℃に到達した時点で

の格納容器代替スプレイ系（可搬型）によるペデスタルへの

注水操作（原子炉圧力容器破損前の初期水張り）があるが，

炉心下部プレナムへの溶融炉心移行の開始時間の不確かさ

は小さく，炉心下部プレナムへ溶融炉心が移行した際の原子

炉圧力容器下鏡温度の上昇は急峻であることから，原子炉圧

力容器下鏡温度を操作開始の起点としている格納容器代替

スプレイ系（可搬型）によるペデスタルへの注水操作（原子

炉圧力容器破損前の初期水張り）に係る運転員等操作時間に

与える影響は小さい。 

炉心損傷後の原子炉圧力容器における原子炉圧力容器内

ＦＣＩ（溶融炉心細粒化）及び原子炉圧力容器内ＦＣＩ（デ

ブリ粒子熱伝達）の不確かさとして，下部プレナムでの溶融

炉心の挙動に関する感度解析により，原子炉圧力容器破損時

の原子炉圧力に与える影響は小さいことを確認している。本

評価事故シーケンスでは，原子炉圧力容器内ＦＣＩを操作開

始の起点としている運転員等操作はないことから，運転員等

操作時間に与える影響はない。 

炉心損傷後の原子炉圧力容器における炉心下部プレナムで

の溶融炉心の熱伝達の不確かさとして，溶融炉心の挙動モデ

ルはＴＭＩ事故についての再現性を確認している。また，炉

心下部プレナムと溶融炉心の熱伝達に関する感度解析により

原子炉圧力容器破損時間に与える影響は小さいことを確認し

ている。炉心下部プレナムでの溶融炉心の熱伝達の不確かさ

の影響を受ける可能性がある操作としては，原子炉圧力容器

下鏡温度が 300℃に到達した時点での格納容器代替スプレイ

系（可搬型）によるペデスタルへの注水操作（原子炉圧力容

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

ジルコニウム－水反

応が著しくなる前に減

圧するという考え方は

同じではあるが，感度解

析結果の差異により，島

根２号炉では，BAF＋20%

で原子炉減圧を実施す

る。 

・運用の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

 解析結果に依存する

差異。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

 解析結果に依存する

差異。 
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容器破損前の原子炉格納容器冷却）があるが，炉心下部プレ

ナムでの溶融炉心の熱伝達の不確かさは小さいことから，原

子炉圧力容器下鏡部温度を操作開始の起点としている代替格

納容器スプレイ冷却系（常設）による原子炉格納容器冷却操

作（原子炉圧力容器破損前の原子炉格納容器冷却）に係る運

転員等操作時間に与える影響は小さい。 

 

炉心損傷後の原子炉圧力容器における原子炉圧力容器破損

の不確かさとして，制御棒駆動機構ハウジング溶接部の破損

判定に用いる最大ひずみ（しきい値）に関する感度解析によ

り最大ひずみを低下させた場合に原子炉圧力容器破損時間が

早まることを確認している。本評価事故シーケンスでは，原

子炉圧力容器破損を操作開始の起点としている運転員等操作

はないことから，運転員等操作時間に与える影響はない。 

 

（添付資料 3.2.4） 

 

ｂ．評価項目となるパラメータに与える影響 

炉心における燃料棒内温度変化，燃料棒表面熱伝達，燃料

被覆管酸化及び燃料被覆管変形の不確かさとして，炉心ヒー

トアップに関するモデルは，TMI 事故についての再現性及び

CORA 実験についての再現性を確認している。炉心ヒートアッ

プの感度解析（ジルコニウム－水反応速度の係数についての

感度解析）では，炉心溶融時間及び炉心下部プレナムへの溶

融炉心移行の開始時間への感度は数分程度であり，影響は小

さいことを確認している。本評価事故シーケンスでは，原子

炉水位が有効燃料棒底部から有効燃料棒の長さの 10%上の位

置に到達した時点での運転員等操作による原子炉急速減圧に

よって速やかに原子炉圧力を 2.0MPa[gage]以下に低減し，原

子炉圧力容器破損時の原子炉圧力を2.0MPa[gage]以下に維持

しているため，運転員等操作時間に与える影響はないことか

ら，評価項目となるパラメータに与える影響はない。 

 

炉心における沸騰・ボイド率変化及び気液分離（水位変

化）・対向流の不確かさとして，炉心モデル（炉心水位計算モ

デル）は，原子炉水位挙動について原子炉圧力容器内のモデ

ルが精緻である解析コードSAFER の評価結果との比較により

水位低下幅は解析コード MAAP の評価結果の方が保守的であ

 

 

 

 

 

 

 

炉心損傷後の原子炉圧力容器における原子炉圧力容器破損

の不確かさとして，制御棒駆動機構ハウジング溶接部の破損

判定に用いる最大ひずみ（しきい値）に関する感度解析によ

り最大ひずみを低下させた場合に原子炉圧力容器破損時間が

早まることを確認している。本評価事故シーケンスでは，原

子炉圧力容器破損を操作開始の起点としている運転員等操作

はないことから，運転員等操作時間に与える影響はない。 

 

（添付資料 3.2.9） 

 

ｂ．評価項目となるパラメータに与える影響 

炉心における燃料棒内温度変化，燃料棒表面熱伝達，燃料

被覆管酸化及び燃料被覆管変形の不確かさとして，炉心ヒー

トアップに関するモデルは，ＴＭＩ事故についての再現性及

びＣＯＲＡ実験についての再現性を確認している。炉心ヒー

トアップの感度解析（ジルコニウム－水反応速度の係数につ

いての感度解析）では，炉心溶融開始時間及び炉心下部プレ

ナムへの溶融炉心移行の開始時間への感度は数分程度であ

り，影響は小さいことを確認している。本評価事故シーケン

スでは，原子炉水位が燃料有効長底部から燃料有効長の 20％

上の位置に到達した時点での運転員等操作による原子炉急速

減圧によって速やかに原子炉圧力を 2.0MPa［gage］以下に低

減し，原子炉圧力容器破損時の原子炉圧力を 2.0MPa［gage］

以下に維持しているため，運転員等操作時間に与える影響は

ないことから，評価項目となるパラメータに与える影響はな

い。 

炉心における沸騰・ボイド率変化及び気液分離（水位変

化）・対向流の不確かさとして，炉心モデル（炉心水位計算

モデル）は，原子炉水位挙動について原子炉圧力容器内のモ

デルが精緻である解析コードＳＡＦＥＲの評価結果との比較

により水位低下幅は解析コードＭＡＡＰの評価結果の方が大

器破損前の初期水張り）があるが，炉心下部プレナムへの溶

融炉心移行の開始時間の不確かさは小さく，炉心下部プレナ

ムへ溶融炉心が移行した際の原子炉圧力容器下鏡温度の上昇

は急峻であることから，原子炉圧力容器下鏡温度を操作開始

の起点としている格納容器代替スプレイ系（可搬型）による

ペデスタルへの注水操作（原子炉圧力容器破損前の初期水張

り）に係る運転員等操作時間に与える影響は小さい。 

炉心損傷後の原子炉圧力容器における原子炉圧力容器破

損の不確かさとして，制御棒駆動機構ハウジング溶接部の破

損判定に用いる最大ひずみ（しきい値）に関する感度解析に

より最大ひずみを低下させた場合に原子炉圧力容器破損時

間が早まることを確認している。本評価事故シーケンスで

は，原子炉圧力容器破損を操作開始の起点としている運転員

等操作はないことから，運転員等操作時間に与える影響はな

い。 

（添付資料3.2.4） 

 

b. 評価項目となるパラメータに与える影響 

炉心における燃料棒内温度変化，燃料棒表面熱伝達，燃料

被覆管酸化及び燃料被覆管変形の不確かさとして，炉心ヒー

トアップに関するモデルは，ＴＭＩ事故についての再現性及

びＣＯＲＡ実験についての再現性を確認している。炉心ヒー

トアップの感度解析（ジルコニウム－水反応速度の係数につ

いての感度解析）では，炉心溶融時間及び炉心下部プレナム

への溶融炉心移行の開始時間への感度は数分程度であり，影

響は小さいことを確認している。本評価事故シーケンスで

は，原子炉水位が燃料棒有効長底部から燃料棒有効長の 20%

上の位置に到達した時点での運転員等操作による原子炉急

速減圧によって原子炉圧力を 2.0MPa[gage]以下に低減し，

原子炉圧力容器破損時の原子炉圧力を 2.0MPa[gage]以下に

維持しているため，運転員等操作時間に与える影響はないこ

とから，評価項目となるパラメータに与える影響はない。 

 

炉心における沸騰・ボイド率変化及び気液分離（水位変

化）・対向流の不確かさとして，炉心モデル（炉心水位計算

モデル）は，原子炉水位挙動について原子炉圧力容器内のモ

デルが精緻である解析コードＳＡＦＥＲの評価結果との比

較により水位低下幅は解析コードＭＡＡＰの評価結果の方
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ることを確認している。このため，原子炉水位が有効燃料棒

底部から有効燃料棒の長さの 10%上の位置に到達する時間が

早まる可能性があるが，数分程度の差異であり，原子炉急速

減圧操作後に原子炉圧力は速やかに低下することから，評価

項目となるパラメータに与える影響は小さい。 

 

炉心損傷後の原子炉圧力容器におけるリロケーション及び

構造材との熱伝達の不確かさとして，溶融炉心の挙動モデル

は TMI 事故についての再現性を確認している。また，炉心ノ

ード崩壊のパラメータを低下させた感度解析により炉心溶融

時間に与える影響は小さいことを確認している。本評価事故

シーケンスでは，原子炉圧力容器が破損する前に，十分な時

間余裕をもって手動減圧により原子炉圧力を2.0MPa[gage]以

下に維持していることから，評価項目となるパラメータに与

える影響はない。 

炉心損傷後の原子炉圧力容器における原子炉圧力容器内

FCI（溶融炉心細粒化）及び原子炉圧力容器内 FCI（デブリ粒

子熱伝達）の不確かさとして，下部プレナムでの溶融炉心の

挙動に関する感度解析により，原子炉圧力容器破損時の原子

炉圧力に与える影響は小さいことを確認している。本評価事

故シーケンスでは，原子炉圧力容器が破損する前に，十分な

時間余裕をもって手動減圧により原子炉圧力を2.0MPa[gage]

以下に維持していることから，評価項目となるパラメータに

与える影響はない。 

炉心損傷後の原子炉圧力容器における炉心下部プレナムで

の溶融炉心の熱伝達の不確かさとして，溶融炉心の挙動モデ

ルは TMI 事故についての再現性を確認している。また，炉心

下部プレナムと溶融炉心の熱伝達に関する感度解析により原

子炉圧力容器破損時間に与える影響は小さいことを確認して

いることから，評価項目となるパラメータに与える影響は小

さい。 

炉心損傷後の原子炉圧力容器における原子炉圧力容器破損

の不確かさとして，制御棒駆動機構ハウジング溶接部の破損

判定に用いる最大ひずみ（しきい値）に関する感度解析によ

り最大ひずみを低下させた場合に原子炉圧力容器破損が早ま

ることを確認しているが，原子炉圧力容器破損（事象発生か

ら約7 時間後）に対して早まる時間はわずかであることから，

評価項目となるパラメータに与える影響は小さい。 

きく，解析コードＳＡＦＥＲに対して保守的であることを確

認している。このため，原子炉水位が燃料有効長底部から燃

料有効長の20％上の位置に到達する時間が早まる可能性があ

るが，数分程度の差異であり，原子炉急速減圧操作後に原子

炉圧力は速やかに低下することから，評価項目となるパラメ

ータに与える影響は小さい。 

炉心損傷後の原子炉圧力容器におけるリロケーション及び

構造材との熱伝達の不確かさとして，溶融炉心の挙動モデル

はＴＭＩ事故についての再現性を確認している。また，炉心

ノード崩壊のパラメータを低下させた感度解析により炉心溶

融開始時間に与える影響は小さいことを確認している。本評

価事故シーケンスでは，原子炉圧力容器が破損する前に，十

分な時間余裕をもって手動減圧により原子炉圧力を 2.0MPa

［gage］以下に維持していることから，評価項目となるパラ

メータに与える影響はない。 

炉心損傷後の原子炉圧力容器における原子炉圧力容器内Ｆ

ＣＩ（溶融炉心細粒化）及び原子炉圧力容器内ＦＣＩ（デブ

リ粒子熱伝達）の不確かさとして，下部プレナムでの溶融炉

心の挙動に関する感度解析により，原子炉圧力容器破損時の

原子炉圧力に与える影響は小さいことを確認している。本評

価事故シーケンスでは，原子炉圧力容器が破損する前に，十

分な時間余裕をもって手動減圧により原子炉圧力を 2.0MPa

［gage］以下に維持していることから，評価項目となるパラ

メータに与える影響はない。 

炉心損傷後の原子炉圧力容器における炉心下部プレナムで

の溶融炉心の熱伝達の不確かさとして，溶融炉心の挙動モデ

ルはＴＭＩ事故についての再現性を確認している。また，炉

心下部プレナムと溶融炉心の熱伝達に関する感度解析により

原子炉圧力容器破損時間に与える影響は小さいことを確認し

ていることから，評価項目となるパラメータに与える影響は

小さい。 

炉心損傷後の原子炉圧力容器における原子炉圧力容器破損

の不確かさとして，制御棒駆動機構ハウジング溶接部の破損

判定に用いる最大ひずみ（しきい値）に関する感度解析によ

り最大ひずみを低下させた場合に原子炉圧力容器破損が早ま

ることを確認しているが，原子炉圧力容器破損（事象発生か

ら約4.5 時間後）に対して早まる時間は僅かであることから，

評価項目となるパラメータに与える影響は小さい。 

が大きく，解析コードＳＡＦＥＲに対して保守的であること

を確認している。このため，原子炉水位が燃料棒有効長底部

から燃料棒有効長の20%上の位置に到達する時間が早まる可

能性があるが，数分程度の差異であり，原子炉急速減圧操作

後に原子炉圧力は速やかに低下することから，評価項目とな

るパラメータに与える影響は小さい。 

炉心損傷後の原子炉圧力容器におけるリロケーション及

び構造材との熱伝達の不確かさとして，溶融炉心の挙動モデ

ルはＴＭＩ事故についての再現性を確認している。また，炉

心ノード崩壊のパラメータを低下させた感度解析により炉

心溶融時間に与える影響は小さいことを確認している。本評

価事故シーケンスでは，原子炉圧力容器が破損する前に，十

分な時間余裕をもって手動減圧により原子炉圧力を

2.0MPa[gage]以下に維持していることから，評価項目となる

パラメータに与える影響はない。 

炉心損傷後の原子炉圧力容器における原子炉圧力容器内

ＦＣＩ（溶融炉心細粒化）及び原子炉圧力容器内ＦＣＩ（デ

ブリ粒子熱伝達）の不確かさとして，下部プレナムでの溶融

炉心の挙動に関する感度解析により，原子炉圧力容器破損時

の原子炉圧力に与える影響は小さいことを確認している。本

評価事故シーケンスでは，原子炉圧力容器が破損する前に，

十分な時間余裕をもって手動減圧により原子炉圧力を

2.0MPa[gage]以下に維持していることから，評価項目となる

パラメータに与える影響はない。 

炉心損傷後の原子炉圧力容器における炉心下部プレナム

での溶融炉心の熱伝達の不確かさとして，溶融炉心の挙動モ

デルはＴＭＩ事故についての再現性を確認している。また，

炉心下部プレナムと溶融炉心の熱伝達に関する感度解析に

より原子炉圧力容器破損時間に与える影響は小さいことを

確認していることから，評価項目となるパラメータに与える

影響は小さい。 

炉心損傷後の原子炉圧力容器における原子炉圧力容器破

損不確かさとして，制御棒駆動機構ハウジング溶接部の破損

判定に用いる最大ひずみ（しきい値）に関する感度解析によ

り最大ひずみを低下させた場合に原子炉圧力容器破損が早

まることを確認しているが，原子炉圧力容器破損（事象発生

から約 5.4 時間後）に対して早まる時間はわずかであること

から，評価項目となるパラメータに与える影響は小さい。 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

ジルコニウム－水反

応が著しくなる前に減

圧するという考え方は

同じではあるが，感度解

析結果の差異により，島

根２号炉では，BAF＋20%

で原子炉減圧を実施す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 
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（添付資料 3.2.4） 

 

(2) 解析条件の不確かさの影響評価 

ａ．初期条件，事故条件及び重大事故等対策に関連する機器

条件 

初期条件，事故条件及び重大事故等対策に関連する機器条

件は，第 3.2.2 表に示すとおりであり，それらの条件設定を

設計値等，最確条件とした場合の影響を評価する。また，解

析条件の設定に当たっては，評価項目となるパラメータに対

する余裕が小さくなるような設定があることから，その中で

事象進展に有意な影響を与えると考えられる項目に関する影

響評価の結果を以下に示す。 

(a) 運転員等操作時間に与える影響 

初期条件の原子炉停止後の崩壊熱は，解析条件の燃焼度

33GWd/t に対応したものとしており，その最確条件は平均的

燃焼度約 30GWd/t であり，解析条件の不確かさとして，最確

条件とした場合は，解析条件で設定している崩壊熱よりも小

さくなるため，発生する蒸気量は少なくなり，原子炉水位の

低下は緩和されるが，操作手順（原子炉水位に応じて急速減

圧を実施すること）に変わりはないことから，運転員等操作

時間に与える影響はない。また，原子炉圧力容器破損に至る

までの事象進展は緩和されるが，操作手順（原子炉圧力容器

下鏡部温度に応じて原子炉格納容器冷却操作（原子炉圧力容

器破損前の原子炉格納容器冷却）を実施すること）に変わり

はないことから，運転員等操作時間に与える影響はない。 

初期条件の原子炉圧力，原子炉水位及び炉心流量は，解析

条件の不確かさとして，ゆらぎにより解析条件に対して変動

を与え得るが，事象進展に与える影響は小さいことから，運

転員等操作時間に与える影響は小さい。 

（添付資料 3.2.4） 

(b) 評価項目となるパラメータに与える影響 

初期条件の原子炉停止後の崩壊熱は，解析条件の燃焼度

33GWd/t に対応したものとしており，その最確条件は平均的

燃焼度約 30GWd/t であり，解析条件の不確かさとして，最確

条件とした場合は，解析条件で設定している崩壊熱よりも小

さくなるため，発生する蒸気量は少なくなり，原子炉水位の

低下は緩和され，原子炉急速減圧操作の開始が遅くなるが，

原子炉圧力容器破損も遅くなり，原子炉急速減圧操作開始後

（添付資料 3.2.9） 

 

(2) 解析条件の不確かさの影響評価 

ａ．初期条件，事故条件及び重大事故等対策に関連する機器

条件 

初期条件，事故条件及び重大事故等対策に関連する機器条

件は，第 3.2－2 表に示すとおりであり，それらの条件設定

を設計値等，最確条件とした場合の影響を評価する。また，

解析条件の設定に当たっては，評価項目となるパラメータに

対する余裕が小さくなるような設定があることから，その中

で事象進展に有意な影響を与えると考えられる項目に関する

影響評価の結果を以下に示す。 

(a) 運転員等操作時間に与える影響 

初期条件の原子炉停止後の崩壊熱は，解析条件の燃焼度

33GWd／tに対応したものとしており，その最確条件は平均的

燃焼度約 31GWd／t であり，解析条件の不確かさとして，最

確条件とした場合は，解析条件で設定している崩壊熱よりも

小さくなるため，発生する蒸気量は少なくなり，原子炉水位

の低下は緩和されるが，操作手順（原子炉水位に応じて急速

減圧を実施すること）に変わりはないことから，運転員等操

作時間に与える影響はない。 

 

 

 

 

初期条件の原子炉圧力，原子炉水位及び炉心流量は，解析

条件の不確かさとして，ゆらぎにより解析条件に対して変動

を与え得るが，事象進展に与える影響は小さいことから，運

転員等操作時間に与える影響は小さい。 

（添付資料 3.2.9） 

(b) 評価項目となるパラメータに与える影響 

初期条件の原子炉停止後の崩壊熱は，解析条件の燃焼度

33GWd／tに対応したものとしており，その最確条件は平均的

燃焼度約 31GWd／t であり，解析条件の不確かさとして，最

確条件とした場合は，解析条件で設定している崩壊熱よりも

小さくなるため，発生する蒸気量は少なくなり，原子炉水位

の低下は緩和され，原子炉急速減圧操作の開始が遅くなるが，

原子炉圧力容器破損も遅くなり，原子炉急速減圧操作開始後

（添付資料3.2.4） 

 

(2) 解析条件の不確かさの影響評価 

ａ．初期条件，事故条件及び重大事故等対策に関連する機器

条件 

初期条件，事故条件及び重大事故等対策に関連する機器条

件は，第 3.2.2-1 表に示すとおりであり，それらの条件設定

を設計値等，最確条件とした場合の影響を評価する。また，

解析条件の設定に当たっては，評価項目となるパラメータに

対する余裕が小さくなるような設定があることから，その中

で事象進展に有意な影響を与えると考えられる項目に関す

る影響評価の結果を以下に示す。 

(a) 運転員等操作時間に与える影響 

初期条件の原子炉停止後の崩壊熱は，解析条件の燃焼度

33GWd/t に対応したものとしており，その最確条件は平均的

燃焼度約 30GWd/t であり，本解析条件の不確かさとして，最

確条件とした場合は，解析条件で設定している崩壊熱よりも

小さくなるため，発生する蒸気量は少なくなり，原子炉水位

の低下は緩和されるが，操作手順（原子炉水位に応じて急速

減圧を実施すること）に変わりはないことから，運転員等操

作時間に与える影響はない。また，原子炉圧力容器破損に至

るまでの事象進展は緩和されるが，操作手順（原子炉圧力容

器下鏡温度に応じてペデスタルへの注水操作（原子炉圧力容

器破損前の初期水張り）を実施すること）に変わりはないこ

とから，運転員等操作時間に与える影響はない。 

初期条件の原子炉圧力，原子炉水位及び炉心流量は，解析

条件の不確かさとして，ゆらぎにより解析条件に対して変動

を与え得るが，事象進展に与える影響は小さいことから，運

転員等操作時間に与える影響は小さい。 

（添付資料3.2.4） 

(b) 評価項目となるパラメータに与える影響 

初期条件の原子炉停止後の崩壊熱は，解析条件の燃焼度

33GWd/t に対応したものとしており，その最確条件は平均的

燃焼度約 30GWd/t であり，解析条件の不確かさとして，最確

条件とした場合は，解析条件で設定している崩壊熱よりも小

さくなるため，発生する蒸気量は少なくなり，原子炉水位の

低下は緩和され，原子炉急速減圧操作の開始が遅くなるが，

原子炉圧力容器破損も遅くなり，原子炉急速減圧操作開始後

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実績値の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉の最確条

件を記載。 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

不確かさの影響を確

認するとした運転員等

操作の差異。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実績値の相違 

【東海第二】 

島根２号炉の最確条

件を記載。 
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に原子炉圧力は速やかに低下することから，評価項目となる

パラメータに与える影響はない。 

初期条件の原子炉圧力，原子炉水位及び炉心流量は，解析

条件の不確かさとして，ゆらぎにより解析条件に対して変動

を与え得るが，事象進展に与える影響は小さいことから，評

価項目となるパラメータに与える影響は小さい。 

（添付資料 3.2.4） 

 

ｂ．操作条件 

操作条件の不確かさとして，操作の不確かさを「認知」，「要

員配置」，「移動」，「操作所要時間」，「他の並列操作有無」及

び「操作の確実さ」の 6 要因に分類し，これらの要因が運転

員等操作時間に与える影響を評価する。また，運転員等操作

時間に与える影響が評価項目となるパラメータに与える影響

を評価し，評価結果を以下に示す。 

(a) 運転員等操作時間に与える影響 

操作条件の原子炉急速減圧操作は，解析上の操作時間とし

て原子炉水位が有効燃料棒底部から有効燃料棒の長さの 10%

上の位置に到達時（事象発生から約 1.4 時間後）を設定して

いる。運転員等操作時間に与える影響として，原子炉水位が

有効燃料棒底部から有効燃料棒の長さの 10%上の位置に到達

するまでに事象発生から約 1.4 時間の時間余裕があり，また，

原子炉急速減圧操作は原子炉水位の低下傾向を監視しながら

あらかじめ準備が可能であり，実態の操作開始時間は解析上

の設定とほぼ同等であるため，操作開始時間に与える影響は

小さいことから，運転員等操作時間に与える影響も小さい。

当該操作は，解析コード及び解析条件（操作条件を除く）の

不確かさにより操作開始時間は遅れる可能性があるが，中央

制御室で行う作業であり，他の操作との重複もないことから，

他の操作に与える影響はない。 

操作条件の代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による原

子炉格納容器冷却操作（原子炉圧力容器破損前の原子炉格納

容器冷却）は，解析上の操作開始時間として原子炉圧力容器

下鏡部温度が 300℃に到達したことを確認しての開始を設定

している。運転員等操作時間に与える影響として，原子炉圧

力容器下鏡部温度が 300℃に到達するまでに事象発生から約

3.7 時間の時間余裕がある。また，代替格納容器スプレイ冷

却系（常設）による原子炉格納容器冷却操作は原子炉圧力容

に原子炉圧力は速やかに低下することから，評価項目となる

パラメータに与える影響はない。 

初期条件の原子炉圧力，原子炉水位及び炉心流量は，解析

条件の不確かさとして，ゆらぎにより解析条件に対して変動

を与え得るが，事象進展に与える影響は小さいことから，評

価項目となるパラメータに与える影響は小さい。 

（添付資料 3.2.9） 

 

ｂ．操作条件 

操作条件の不確かさとして，操作の不確かさを「認知」，

「要員配置」，「移動」，「操作所要時間」，「他の並列操

作有無」及び「操作の確実さ」の 6 要因に分類し，これらの

要因が運転員等操作時間に与える影響を評価する。また，運

転員等操作時間に与える影響が評価項目となるパラメータに

与える影響を評価し，評価結果を以下に示す。 

(a) 運転員等操作時間に与える影響 

操作条件の原子炉急速減圧操作は，解析上の操作時間とし

て原子炉水位が燃料有効長底部から燃料有効長の20％上の位

置に到達時（事象発生から約 38 分後）を設定している。運

転員等操作時間に与える影響として，原子炉水位が燃料有効

長底部から燃料有効長の20％上の位置に到達するまでに事象

発生から約 38 分の時間余裕があり，また，原子炉急速減圧

操作は原子炉水位の低下傾向を監視しながらあらかじめ準備

が可能であり，実態の操作開始時間は解析上の設定とほぼ同

等であるため，操作開始時間に与える影響は小さいことから，

運転員等操作時間に与える影響も小さい。当該操作は，解析

コード及び解析条件（操作条件を除く）の不確かさにより操

作開始時間は遅れる可能性があるが，中央制御室で行う作業

であり，他の操作との重複もないことから，他の操作に与え

る影響はない。 

操作条件の緊急用海水系による冷却水（海水）の確保操作

及び代替循環冷却系による格納容器除熱操作は，解析上の操

作開始時間として事象発生から 90 分後を設定している。運

転員等操作時間に与える影響として，代替循環冷却系運転は

事象発生 90 分後に開始することとしているが，時間余裕を

含めて設定されているため操作の不確かさが操作開始時間に

与える影響は小さいことから，運転員等操作時間に与える影

響は小さい。また，本操作の操作開始時間は，操作所要時間

に原子炉圧力は速やかに低下することから，評価項目となる

パラメータに与える影響はない。 

初期条件の原子炉圧力，原子炉水位及び炉心流量は，解析

条件の不確かさとして，ゆらぎにより解析条件に対して変動

を与え得るが，事象進展に与える影響は小さいことから，評

価項目となるパラメータに与える影響は小さい。 

（添付資料3.2.4） 

 

b. 操作条件 

操作条件の不確かさとして，操作の不確かさを「認知」,

「要員配置」,「移動」,「操作所要時間」,「他の並列操作

有無」及び「操作の確実さ」の６要因に分類し，これらの要

因が運転員等操作時間に与える影響を評価する。また，運転

員等操作時間に与える影響が評価項目となるパラメータに

与える影響を評価し，評価結果を以下に示す。 

(a) 運転員等操作時間に与える影響 

操作条件の原子炉急速減圧操作は，解析上の操作時間とし

て原子炉水位が燃料棒有効長底部から燃料棒有効長の20%上

の位置に到達時（事象発生から約 1.0 時間後）を設定してい

る。運転員等操作時間に与える影響として，原子炉水位が燃

料棒有効長底部から燃料棒有効長の20%上の位置に到達する

までに事象発生から約 1.0 時間の時間余裕があり，また，原

子炉急速減圧操作は原子炉水位の低下傾向を監視しながら

あらかじめ準備が可能であり，実態の操作開始時間は解析上

の設定とほぼ同等であるため，操作開始時間に与える影響は

小さいことから，運転員等操作時間に与える影響も小さい。

当該操作は，解析コード及び解析条件（操作条件を除く）の

不確かさにより操作開始時間は遅れる可能性があるが，中央

制御室で行う作業であり，他の操作との重複もないことか

ら，他の操作に与える影響はない。 

操作条件の格納容器代替スプレイ系（可搬型）によるペデ

スタルへの注水操作（原子炉圧力容器破損前の初期水張り）

は，解析上の操作開始時間として原子炉圧力容器下鏡温度が

300℃に到達時を設定している。運転員等操作時間に与える

影響として，原子炉圧力容器下鏡温度が300℃に到達するま

でには事象発生から約3.1時間の時間余裕がある。また，格

納容器代替スプレイ系（可搬型）によるペデスタルへの注水

操作は原子炉圧力容器下鏡温度を監視しながらあらかじめ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 
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器下鏡部温度を監視しながらあらかじめ準備が可能であり，

実態の操作開始時間は解析上の設定とほぼ同等であるため，

操作開始時間に与える影響は小さいことから，運転員等操作

時間に与える影響も小さい。当該操作は，解析コード及び解

析条件（操作条件を除く）の不確かさにより操作開始時間は

遅れる可能性があるが，中央制御室で行う作業であり，また，

他の並列操作を加味して操作の所要時間を算定していること

から，他の操作に与える影響はない。 

（添付資料 3.2.4） 

 

(b) 評価項目となるパラメータに与える影響 

操作条件の原子炉急速減圧操作は，運転員等操作時間に与

える影響として，実態の操作開始時間は解析上の設定とほぼ

同等であることから，評価項目となるパラメータに与える影

響は小さい。 

操作条件の代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による原

子炉格納容器冷却操作（原子炉圧力容器破損前の原子炉格納

容器冷却）は，運転員等操作時間に与える影響として，実態

の操作開始時間は解析上の設定とほぼ同等であることから，

評価項目となるパラメータに与える影響は小さい。 

 

（添付資料 3.2.4） 

 

(3) 操作時間余裕の把握 

操作開始時間の遅れによる影響度合いを把握する観点か

ら，評価項目となるパラメータに対して，対策の有効性が確

認できる範囲内での操作時間余裕を確認し，その結果を以下

に示す。 

操作条件の原子炉急速減圧操作については，原子炉圧力容

器破損までに完了する必要があるが，原子炉圧力容器破損ま

での時間は事象発生から約 7.0 時間あり，準備時間が確保で

きることから，時間余裕がある。 

 

操作条件の代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による原

子炉格納容器冷却操作（原子炉圧力容器破損前の原子炉格納

容器冷却）については，原子炉圧力容器下鏡部温度が 300℃

に到達後，速やかに実施することが望ましいが，原子炉圧力

容器破損前は，本操作が実施できないと仮定しても，格納容

を踏まえて解析上の想定時間を設定したものであり，実態の

操作開始時間が早まる可能性があるが，状況判断から代替循

環冷却系運転までは一連の操作として実施し，同一の運転員

による並列操作はなく，運転員等操作時間に与える影響も小

さい。 

（添付資料 3.2.9） 

 

 

 

 

(b) 評価項目となるパラメータに与える影響 

操作条件の原子炉急速減圧操作は，運転員等操作時間に与

える影響として，実態の操作開始時間は解析上の設定とほぼ

同等であることから，評価項目となるパラメータに与える影

響は小さい。 

操作条件の緊急用海水系による冷却水（海水）の確保操作

及び代替循環冷却系による格納容器除熱操作は，運転員等操

作時間に与える影響として，操作開始時間が早まった場合に

は，本操作も早まる可能性があり，格納容器圧力及び雰囲気

温度を早期に低下させる可能性があることから，評価項目と

なるパラメータに対する余裕は大きくなる。 

（添付資料 3.2.9） 

 

(3) 操作時間余裕の把握 

操作開始時間の遅れによる影響度合いを把握する観点か

ら，評価項目となるパラメータに対して，対策の有効性が確

認できる範囲内での操作時間余裕を確認し，その結果を以下

に示す。 

操作条件の原子炉急速減圧操作については，原子炉圧力容

器破損までに完了する必要があるが，原子炉圧力容器破損ま

での時間は事象発生から約 4.5 時間あり，操作開始時間（事

象発生から約 38 分後）に対して余裕があるため，準備時間

が確保できることから，時間余裕がある。 

操作条件の緊急用海水系による冷却水（海水）の確保操作

及び代替循環冷却系による格納容器除熱操作については，格

納容器除熱開始までの時間は操作所要時間を踏まえて解析上

の想定時間を設定したものであり時間余裕があるが，本操作

が大幅に遅れるような事態になった場合でも，原子炉圧力容

準備が可能であり，実態の操作開始時間は解析上の設定とほ

ぼ同等であるため，操作開始時間に与える影響は小さいこと

から，運転員等操作時間に与える影響も小さい。当該操作は，

解析コード及び解析条件（操作条件を除く）の不確かさによ

り操作開始時間は遅れる可能性があるが，当該操作に対応す

る運転員，対策要員に他の並列操作はなく，また，現場操作

における評価上の所要時間には余裕を見込んで算定してい

ることから，他の操作に与える影響はない。 

（添付資料3.2.4） 

 （添付資料3.2.4） 

(b) 評価項目となるパラメータに与える影響 

操作条件の原子炉急速減圧操作は，運転員等操作時間に与

える影響として，実態の操作開始時間は解析上の設定とほぼ

同等であることから，評価項目となるパラメータに与える影

響は小さい。 

操作条件の格納容器代替スプレイ系（可搬型）によるペデ

スタルへの注水操作（原子炉圧力容器破損前の初期水張り）

は，運転員等操作時間に与える影響として，実態の操作開始

時間は解析上の設定とほぼ同等であることから，評価項目と

なるパラメータに与える影響は小さい。 

 

（添付資料3.2.4） 

 

(3) 操作時間余裕の把握 

操作開始時間の遅れによる影響度合いを把握する観点か

ら，評価項目となるパラメータに対して，対策の有効性が確

認できる範囲内での操作時間余裕を確認し，その結果を以下

に示す。 

操作条件の原子炉急速減圧操作については，原子炉圧力容

器破損までに完了する必要があるが，原子炉圧力容器破損ま

での時間は事象発生から約 5.4 時間あり，準備時間が確保で

きることから，時間余裕がある。 

 

操作条件の格納容器代替スプレイ系（可搬型）によるペデス

タルへの注水操作（原子炉圧力容器破損前の初期水張り）につ

いては，原子炉圧力容器破損前の格納容器冷却を兼ねる操作で

あり，原子炉圧力容器下鏡温度が300℃に到達後，速やかに実

施することが望ましいが，原子炉圧力容器破損前は，本操作が

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，DCH 等

の物理現象に対する対

策のみを対象とし，その

操作の不確かさについ

ての影響を記載してい
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・解析結果の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，DCH 等

の物理現象に対する対

策のみを対象とし，その
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器圧力及び温度が原子炉格納容器の限界圧力及び限界温度に

到達することはなく，逃がし安全弁による原子炉減圧機能維

持も可能であることから，時間余裕がある。 

（添付資料 3.2.4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) まとめ 

解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範囲とし

て，運転員等操作時間に与える影響，評価項目となるパラメ

ータに与える影響及び操作時間余裕を確認した。その結果，

解析コード及び解析条件の不確かさが運転員等操作時間に与

える影響等を考慮した場合においても，評価項目となるパラ

メータに与える影響は小さい。このほか，評価項目となるパ

ラメータに対して，対策の有効性が確認できる範囲内におい

て，操作時間には時間余裕がある。 

器破損に至るまでの時間は事象発生から約 4.5 時間であり，

約 3 時間の余裕があることから，時間余裕がある。 

 

（添付資料 3.2.9） 

 

 

(4) 原子炉圧力容器破損後の原子炉注水を考慮しない場合の影

響評価 

重大事故等対処設備による原子炉注水に対する仮定とし

て，原子炉圧力容器破損までは重大事故等対処設備による原

子炉への注水を考慮しないものとしているが，故障により原

子炉注水ができない状態であった場合，故障要因を除去でき

ないまま，原子炉圧力容器破損後も原子炉へ注水できないこ

とも考えられる。この影響を考慮した感度解析を実施した。

格納容器圧力の推移を第 3.2－29 図，格納容器雰囲気温度の

推移を第 3.2－30 図に示す。原子炉圧力容器破損後に原子炉

へ注水できない場合においても，格納容器圧力及び格納容器

雰囲気温度の観点では大きな影響はないことから，評価項目

となるパラメータに対する影響は小さい。 

（添付資料 3.2.10） 

 

 

(5) まとめ 

解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範囲とし

て，運転員等操作時間に与える影響，評価項目となるパラメー

タに与える影響及び操作時間余裕を確認した。また，原子炉圧

力容器破損後も原子炉へ注水できない場合の感度解析を実施し

た。その結果，解析コード及び解析条件の不確かさが運転員等

操作時間に与える影響等を考慮した場合においても，評価項目

となるパラメータに与える影響は小さい。このほか，評価項目

となるパラメータに対して，対策の有効性が確認できる範囲内

において，操作時間には時間余裕がある。 

実施できないと仮定しても，格納容器圧力及び温度が原子炉格

納容器の限界圧力及び限界温度に到達することはなく，逃がし

安全弁による原子炉減圧機能維持も可能であることから，時間

余裕がある。 

（添付資料3.2.4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) まとめ 

解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範囲と

して，運転員等操作時間に与える影響，評価項目となるパラ

メータに与える影響及び操作時間余裕を確認した。その結

果，解析コード及び解析条件の不確かさが運転員等操作時間

に与える影響等を考慮した場合においても，評価項目となる

パラメータに与える影響は小さい。このほか，評価項目とな

るパラメータに対して，対策の有効性が確認出来る範囲内に

おいて，操作時間には時間余裕がある。 

操作の不確かさについ

ての影響を記載してい

る。 

 

 

 

・解析条件の相違 

【東海第二】 
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却系による原子炉注水

を行うものとしている

ため，原子炉注水を考慮

しない場合の感度解析

を実施している。 
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3.2.4 必要な要員及び資源の評価 

(1) 必要な要員の評価 

格納容器破損モード「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接

加熱」において，6 号及び 7 号炉同時の重大事故等対策時にお

ける事象発生 10 時間までに必要な要員は，「3.2.1(3) 格納容

器破損防止対策」に示すとおり 28 名である。「6.2 重大事故等

対策時に必要な要員の評価結果」で説明している運転員及び緊

急時対策要員等の 72 名で対処可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，事象発生 10 時間以降に必要な参集要員は 26 名であ

り，発電所構外から 10 時間以内に参集可能な要員の 106 名で

確保可能である。 

 

 

 

(2) 必要な資源の評価 

格納容器破損モード「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接

加熱」において，必要な水源，燃料及び電源は，「6.1(2) 資源

の評価条件」の条件にて評価している。その結果を以下に示す。 

 

ａ．水源 

低圧代替注水系（常設）による原子炉格納容器下部への注水

及び代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による格納容器スプ

レイは，7日間の対応を考慮すると，号炉あたり約 2,700m3の水

が必要となる。6 号及び 7 号炉の同時被災を考慮すると，合計

3.2.4 必要な要員及び資源の評価 

(1) 必要な要員の評価 

格納容器破損モード「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接

加熱」において，重大事故等対策時における事象発生 2 時間ま

でに必要な要員は，「3.2.1(3) 格納容器破損防止対策」に示す

とおり 20 名である。「6.2 重大事故等対策時に必要な要員の

評価結果」で説明している災害対策要員（初動）の 39 名で対

処可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，事象発生 2 時間以降に必要な参集要員は 2 名であり，

発電所構外から 2 時間以内に参集可能な要員の 72 名で確保可

能である。 

 

 

 

(2) 必要な資源の評価 

格納容器破損モード「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接

加熱」において，必要な水源，燃料及び電源は，「6.1(2) 資源

の評価条件」の条件にて評価している。その結果を以下に示す。 

 

ａ．水源 

格納容器下部注水系（常設）によるペデスタル（ドライウェ

ル部）注水及び代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による格

納容器スプレイは，7 日間の対応を考慮すると，合計約 380m３

の水が必要である。水源として，代替淡水貯槽に約 4,300m３の

3.2.4 必要な要員及び資源の評価 

(1) 必要な要員の評価 

格納容器破損モード「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接

加熱」において，重大事故等対策時における必要な要員は

「3.2.1(3)格納容器破損防止対策」に示すとおり 31 名である。

「6.2 重大事故等対策時に必要な要員の評価結果」で説明して

いる緊急時対策要員の 42名で対処可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 必要な資源の評価 

格納容器破損モード「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接

加熱」において，必要な水源，燃料及び電源は，「6.1(2) 資

源の評価条件」の条件にて評価している。その結果を以下に示

す。 

ａ．水源 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）及びペデスタル代替注水

系（可搬型）によるペデスタルへの注水については，７日間の

対応を考慮すると，合計約 600m3の水が必要である。水源とし

て，輪谷貯水槽（西）に約 7,000m3の水を保有している。これ

 

 

 

 

・体制の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，要員の

参集に期待せずとも必

要な作業を常駐要員に

より実施可能である。 

・運用及び設備設計の 

相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

プラント基数，設備設

計及び運用の違いによ

り必要要員数は異なる

が，タイムチャートによ

り要員の充足性を確認

している。なお，これら

要員 31 名は夜間・休日

を含め発電所に常駐し

ている要員である。 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，要員の

参集に期待せずとも必

要な作業を常駐要員に

より実施可能である。 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

島根２号炉は，可搬型

設備によりペデスタル
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約 5,400m3 の水が必要である。水源として，各号炉の復水貯蔵

槽に約 1,700m3及び淡水貯水池に約 18,000m3の水を保有してい

る。これにより，6 号及び 7 号炉の同時被災を考慮しても，必

要な水源は確保可能である。また，事象発生 12 時間以降に淡水

貯水池の水を，可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）により復水貯

蔵槽へ給水することで，復水貯蔵槽を枯渇させることなく復水

貯蔵槽を水源とした 7 日間の注水継続実施が可能となる。ここ

で，復水貯蔵槽への補給の開始を事象発生 12 時間後としている

が，これは，可搬型設備を事象発生から 12時間以内に使用でき

なかった場合においても，その他の設備にて重大事故等に対応

できるよう設定しているものである。 

（添付資料 3.2.5） 

 

ｂ．燃料 

非常用ディーゼル発電機による電源供給については，事象発

生後 7 日間最大負荷で運転した場合，号炉あたり約 753kL の軽

油が必要となる。可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）による復水

貯蔵槽への給水については，保守的に事象発生直後からの可搬

型代替注水ポンプ（A-2 級）の運転を想定すると，7 日間の運

転継続に号炉あたり約 15kL の軽油が必要となる。本評価事故シ

ーケンスでは取水機能の喪失は想定していないが，仮に取水機

能が喪失して代替原子炉補機冷却系による原子炉格納容器除熱

を想定し，事象発生後 7 日間代替原子炉補機冷却系専用の電源

車を運転した場合，号炉あたり約 37kL の軽油が必要となる。

代替原子炉補機冷却系用の大容量送水車（熱交換器ユニット用）

については，保守的に事象発生直後からの大容量送水車（熱交

換器ユニット用）の運転を想定すると，7 日間の運転継続に号

炉あたり約 11kL の軽油が必要となる。5 号炉原子炉建屋内緊

急時対策所用可搬型電源設備及びモニタリング・ポスト用発電

機による電源供給については，事象発生直後からの運転を想定

すると，7 日間の運転継続に合計約 13kL の軽油が必要となる

（6号及び 7 号炉合計約 1,645kL）。 

 

6 号及び 7 号炉の各軽油タンク（約 1,020kL）にて合計約

2,040kL の軽油を保有しており，これらの使用が可能であるこ

とから，可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）による復水貯蔵槽へ

の給水，非常用ディーゼル発電機による電源供給，代替原子炉

補機冷却系の運転，5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型

水を保有している。これにより，必要な水源は確保可能である。 

代替循環冷却系による格納容器除熱については，サプレッシ

ョン・チェンバのプール水を水源として注水することから，水

源が枯渇することはないため，7 日間の注水継続実施が可能で

ある。 

（添付資料 3.2.11） 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．燃料 

常設代替交流電源設備（常設代替高圧電源装置 5 台）によ

る電源供給については，保守的に事象発生直後からの運転を想

定すると，7 日間の運転継続に合計約 352.8kL の軽油が必要

となる。軽油貯蔵タンクにて約 800kL の軽油を保有しており，

この使用が可能であることから，常設代替交流電源設備（常設

代替高圧電源装置 5 台）による電源供給について，7 日間の

継続が可能である。 

 

 

 

可搬型窒素供給装置による格納容器内への窒素注入につい

ては，保守的に事象発生直後からの可搬型窒素供給装置の運転

を想定すると，7 日間の運転継続に約 18.5kL の軽油が必要と

なる。可搬型設備用軽油タンクにて約 210kL の軽油を保有し

ており，この使用が可能であることから，可搬型窒素供給装置

による格納容器内への窒素注入について，7 日間の継続が可能

である。 

 

 

 

 

緊急時対策所用発電機による電源供給については，事象発生

直後からの運転を想定すると，7 日間の運転継続に約 70.0kL 

の軽油が必要となる。緊急時対策所用発電機燃料油貯蔵タンク

により必要な水源は確保可能である。 

（添付資料 3.2.5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．燃料 

常設代替交流電源設備による電源供給については，保守的に

事象発生直後からの運転を想定すると，７日間の運転継続に約

352m3の軽油が必要となる。格納容器代替スプレイ系（可搬型）

及びペデスタル代替注水系（可搬型）によるペデスタル注水に

ついては，保守的に事象発生直後からの大量送水車の運転を想

定すると，７日間の運転継続に約 11m3 の軽油が必要となる。

原子炉補機代替冷却系の大型送水ポンプ車については，保守的

に事象発生直後からの大型送水ポンプ車の運転を想定すると，

約 53m3 の軽油が必要となる。可搬式窒素供給装置による格納

容器への窒素供給については，保守的に事象発生直後からの可

搬式窒素供給装置の運転を想定すると，７日間の運転継続に約

７m3の軽油が必要となる。合計約 423m3の軽油が必要となる。

ガスタービン発電機用軽油タンクにて約 450m3の軽油を保有し

ており，この使用が可能であることから常設代替交流電源設備

による電源供給，格納容器代替スプレイ系（可搬型）及びペデ

スタル代替注水系（可搬型）によるペデスタル注水，原子炉補

機代替冷却系の運転，可搬式窒素供給装置による格納容器への

窒素供給について，７日間の運転継続が可能である。 

 

 

 

緊急時対策所用発電機による電源供給については，事象発生

直後からの運転を想定すると，７日間の運転継続に約８m3の軽

油が必要となる。緊急時対策所用燃料地下タンクにて約 45 m3

注水を実施する。 

・水量評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，事象発

生後から必要な可搬型

設備を準備し，使用する

ことを想定。 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，SA 事

象を鑑みて，外部電源の

喪失を仮定している。 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，モニタ

リングポストの電源は

非常用交流電源設備又

は 常設代替交流電源

設備の電源負荷に含ま

れる。 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 
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電源設備による電源供給及びモニタリング・ポスト用発電機に

よる電源供給について，7 日間の継続が可能である。 

（添付資料 3.2.6） 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ．電源 

外部電源は使用できないものと仮定し，各号炉の非常用ディ

ーゼル発電機によって給電を行うものとする。6 号及び 7 号炉

において重大事故等対策時に必要な負荷は，各号炉の非常用デ

ィーゼル発電機負荷に含まれることから，非常用ディーゼル発

電機による電源供給が可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備及

びモニタリング・ポスト用発電機についても，必要負荷に対し

ての電源供給が可能である。 

にて約 75kL の軽油を保有しており，この使用が可能であるこ

とから，緊急時対策所用発電機による電源供給について，7 日

間の継続が可能である。 

（添付資料 3.2.12） 

 

 

 

 

 

 

ｃ．電源 

 

 

 

 

 

 

 

常設代替交流電源設備の電源負荷については，重大事故等対

策時に必要な負荷として，約 2,769kW 必要となるが，常設代

替交流電源設備（常設代替高圧電源装置 5 台）の連続定格容

量は約 5,520kW であり，必要負荷に対しての電源供給が可能

である。 

 

また，緊急時対策所用発電機及び可搬型窒素供給装置の窒素

供給装置用電源車についても，必要負荷に対しての電源供給が

可能である。 

（添付資料 3.2.13） 

の軽油を保有しており，この使用が可能であることから，緊急

時対策所用発電機による電源供給について，７日間の継続が可

能である。 

（添付資料 3.2.6） 

 

 

 

 

 

 

ｃ．電源 

 

 

 

 

 

 

 

常設代替交流電源設備の電源負荷については，重大事故等対

策に必要な負荷及びその他負荷として，約 1,905kW 必要となる

が，常設代替交流電源設備は連続定格容量が約 4,800kW であ

り，必要負荷に対しての電源供給が可能である。 

 

 

また，緊急時対策所用発電機についても，必要負荷に対して

の電源供給が可能である。 

（添付資料3.2.7） 

 

 島根２号炉は，緊急時

対策所用発電機用の燃

料タンクを有している。

また，モニタリングポス

トは非常用交流電源設

備又は常設代替交流電

源設備による電源供給

が可能である。 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，必要負

荷に対して常設代替交

流電源設備にて電源供

給を行う。 

 

・設備設計の相違 

【東海第二】 

常設代替交流電源設

備から電源供給が必要

となる負荷が異なる。 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，モニタ

リングポストの電源は

非常用交流電源設備又

は常設代替交流電源設

備の電源負荷に含まれ

る。 
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3.2.5 結論 

格納容器破損モード「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接

加熱」では，運転時の異常な過渡変化又は全交流動力電源喪失

が発生するとともに，非常用炉心冷却系等の安全機能の喪失が

重畳する。このため，原子炉圧力容器が高い圧力の状況で損傷

し，溶融炉心，水蒸気及び水素ガスが急速に放出され，原子炉

格納容器に熱的・機械的な負荷が発生して原子炉格納容器の破

損に至ることが特徴である。格納容器破損モード「高圧溶融物

放出／格納容器雰囲気直接加熱」に対する格納容器破損防止対

策としては，逃がし安全弁による原子炉減圧手段を整備してい

る。 

格納容器破損モード「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接

加熱」の評価事故シーケンス「過渡事象＋高圧注水失敗＋原子

炉減圧失敗＋炉心損傷後の原子炉減圧失敗（＋DCH 発生）」につ

いて，有効性評価を行った。 

上記の場合においても，逃がし安全弁の手動開操作による原

子炉減圧により，原子炉圧力容器破損時の原子炉圧力を

2.0MPa[gage]以下に低減することが可能である。また，安定状

態を維持できる。 

（添付資料 3.5.1） 

 

 

解析コード及び解析条件の不確かさについて確認した結果，

運転員等操作時間に与える影響及び評価項目となるパラメータ

に与える影響は小さい。また，対策の有効性が確認できる範囲

内において，操作時間余裕について確認した結果，操作が遅れ

た場合でも一定の余裕がある。 

重大事故等対策時に必要な要員は，運転員及び緊急時対策要

員にて確保可能である。また，必要な水源，燃料及び電源を供

給可能である。 

以上のことから，逃がし安全弁の手動開操作による原子炉減

圧の格納容器破損防止対策は，選定した評価事故シーケンスに

対して有効であることが確認でき，格納容器破損モード「高圧

溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」に対して有効である。 

3.2.5 結論 

格納容器破損モード「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接

加熱」では，運転時の異常な過渡変化又は全交流動力電源喪失

が発生するとともに，非常用炉心冷却系等の安全機能の喪失が

重畳する。このため，原子炉圧力容器が高い圧力の状況で損傷

し，溶融炉心，水蒸気及び水素が急速に放出され，格納容器に

熱的・機械的な負荷が発生して格納容器の破損に至ることが特

徴である。格納容器破損モード「高圧溶融物放出／格納容器雰

囲気直接加熱」に対する格納容器破損防止対策としては，逃が

し安全弁（自動減圧機能）の手動による原子炉減圧手段を整備

している。 

格納容器破損モード「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接

加熱」の評価事故シーケンス「過渡事象＋高圧炉心冷却失敗＋

原子炉減圧失敗＋炉心損傷後の原子炉減圧失敗（＋ＤＣＨ）」に

ついて有効性評価を行った。 

上記の場合においても，逃がし安全弁（自動減圧機能）の手

動開操作による原子炉減圧により，原子炉圧力容器破損時の原

子炉圧力を 2.0MPa［gage］以下に低減することが可能である。

また，格納容器バウンダリにかかる圧力，格納容器バウンダリ

にかかる温度，放射性物質の総放出量，水素の爆轟及び可燃性

ガスの蓄積，燃焼の観点でも評価項目を満足することから，安

定状態を維持できる。 

解析コード及び解析条件の不確かさについて確認した結果，

運転員等操作時間に与える影響及び評価項目となるパラメータ

に与える影響は小さい。また，対策の有効性が確認できる範囲

内において，操作時間余裕について確認した結果，操作が遅れ

た場合でも一定の余裕がある。 

重大事故等対策時に必要な要員は，災害対策要員にて確保可

能である。また，必要な水源，燃料及び電源を供給可能である。 

 

以上のことから，逃がし安全弁（自動減圧機能）の手動開操

作による原子炉減圧の格納容器破損防止対策は，選定した評価

事故シーケンスに対して有効であることが確認でき，格納容器

破損モード「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」に対

して有効である。 

3.2.5 結論 

格納容器破損モード「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接

加熱」では，運転時の異常な過渡変化又は全交流動力電源喪失

が発生するとともに，非常用炉心冷却系等の安全機能の喪失が

重畳する。このため，原子炉圧力容器が高い圧力の状態で損傷

し，溶融炉心，水蒸気及び水素ガスが急速に放出され，原子炉

格納容器に熱的・機械的な負荷が発生して原子炉格納容器の破

損に至ることが特徴である。格納容器破損モード「高圧溶融物

放出／格納容器雰囲気直接加熱」に対する格納容器破損防止対

策としては，自動減圧機能付き逃がし安全弁による原子炉減圧

手段を整備している。 

格納容器破損モード「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接

加熱」の評価事故シーケンス「過渡事象＋高圧炉心冷却失敗＋

原子炉減圧失敗＋炉心損傷後の原子炉減圧失敗＋原子炉注水

失敗＋ＤＣＨ発生」について，有効性評価を行った。 

上記の場合においても，自動減圧機能付き逃がし安全弁の手

動開操作による原子炉減圧により，原子炉圧力容器破損時の原

子炉圧力を 2.0MPa[gage]以下に低減することが可能である。

また，安定状態を維持できる。 

（添付資料3.5.1） 

 

 

解析コード及び解析条件の不確かさについて確認した結果，

運転員等操作時間に与える影響及び評価項目となるパラメー

タに与える影響は小さい。また，対策の有効性が確認できる範

囲内において，操作時間余裕について確認した結果，操作が遅

れた場合でも一定の余裕がある。 

重大事故等対策時に必要な要員は，緊急時対策要員にて対処

可能である。また，必要な水源，燃料及び電源も供給可能であ

る。 

以上のことから，自動減圧機能付き逃がし安全弁の手動開操

作による原子炉減圧の格納容器破損防止対策は，選定した評価

事故シーケンスに対して有効であることが確認でき，格納容器

破損モード「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」に対

して有効である。 
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第 3.2.1 図 「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」 

の重大事故等対策の概略系統図(1/4) 

（原子炉減圧） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.2-1 図 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱の重大事

故等対処設備の概略系統図（1/5） 

（原子炉圧力容器破損前の逃がし安全弁（自動減圧機能）による

原子炉減圧段階） 

 

 

 

 

 

 

第 3.2.1-1(1)図 「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」 

の重大事故等対処設備の概略系統図 

（原子炉減圧） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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第 3.2.2 図 「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」 

の重大事故等対策の概略系統図(2/4) 

（原子炉圧力容器破損前の原子炉減圧，原子炉格納容器冷却及び

格納容器下部注水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.2-1 図 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱の重大事

故等対処設備の概略系統図（2/5） 

（格納容器下部注水系（常設）によるペデスタル（ドライウェル

部）水位の確保段階） 

 

 

 

 

 

第 3.2.1-1(2)図 「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」

の重大事故等対処設備の概略系統図 

（原子炉圧力容器破損前の原子炉減圧，ペデスタル注水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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第 3.2.3 図 「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」 

の重大事故等対策の概略系統図(3/4) 

（原子炉圧力容器破損前の原子炉減圧，原子炉格納容器冷却及び 

格納容器下部注水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.2-1 図 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱の重大事

故等対処設備の概略系統図（3/5） 

（原子炉圧力容器破損後の代替循環冷却系による格納容器除熱，

代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による格納容器冷却及び 

格納容器下部注水系（常設）によるペデスタル（ドライウェル部）

注水段階） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.2.1-1(3)図 「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」

の重大事故等対処設備の概略系統図 

（原子炉圧力容器破損後のペデスタル注水） 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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第3.2－1 図 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱時の重大

事故等対策の概略系統図（4/5） 

（原子炉圧力容器破損後の代替循環冷却系による格納容器除熱， 

代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による格納容器冷却段階） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【東海第二】 
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第 3.2.4 図 「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」

の重大事故等対策の概略系統図(4/4) 

（代替循環冷却系による溶融炉心冷却，原子炉格納容器除熱） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第3.2－1 図 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱時の重大

事故等対策の概略系統図（5/5） 

（原子炉圧力容器破損後の代替循環冷却系による格納容器除熱，

可搬型窒素供給装置による格納容器内への窒素注入段階） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.2.1-1(4)図 「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」

の重大事故等対処設備の概略系統図 

（残留熱代替除去系による溶融炉心冷却，格納容器除熱及び 

可搬式窒素供給装置を用いた格納容器内窒素供給） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

・解析条件の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，シナリ

オの想定として，原子炉

圧力容器破損後も原子

炉圧力容器内を冷却す

るための原子炉注水が

実施できないものとし

ている。 
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差異理由は，島根２号

「3.2.1-2 図 格納容器

破損モード「高圧溶融物

放出／格納容器雰囲気直

接加熱」時の対応手順の

概要」の備考欄参照 
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差異理由は，島根２号

「3.2.1-2 図 格納容器
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概要」の備考欄参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①
 

②
 

333



 

 

島根原子力発電所 ２号炉 備  考 
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・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

①島根２号炉は，全交流

動力電源喪失を想定して

いる。 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

②島根２号炉は，可燃性

ガス濃度の制御は SA 設

備である可搬式窒素供給

装置による窒素封入を実

施することとしている。 

【東海第二】 

②島根２号炉は，酸素濃

度基準ではなく，残留熱

代替除去系等による原子

炉格納容器内の除熱を開

始した場合に，窒素ガス

供給を行う。 
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第 3.2.6 図 「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」の作業と所要時間(1/2) 

差異理由は，島根２号「第

3.2.1-3 図 「高圧溶融

物放出／格納容器雰囲気

直接加熱」時の作業と所

要時間」の備考欄参照 
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第 3.2.6 図 「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」の作業と所要時間(2/2) 

差異理由は，島根２号「第

3.2.1-3 図 「高圧溶融

物放出／格納容器雰囲気

直接加熱」時の作業と所

要時間」の備考欄参照 
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第 3.2-3 図 「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」の作業と所要時間(1/2) 

差異理由は，島根２号「第

3.2.1-3 図 「高圧溶融

物放出／格納容器雰囲気

直接加熱」時の作業と所

要時間」の備考欄参照 
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第 3.2-3 図 「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」の作業と所要時間(2/2) 

差異理由は，島根２号「第

3.2.1-3 図 「高圧溶融

物放出／格納容器雰囲気

直接加熱」時の作業と所

要時間」の備考欄参照 
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第 3.2.1-3 図 「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」の作業と所要時間 

・解析結果の相違に基づ

く差異（炉心損傷開始

時間，炉心溶融開始時

間，原子炉圧力容器破

損時間等） 

・設備設計・手順に基づ

く想定時間の差異 

・解析上考慮しない操作

を含めて実際に実施

する操作について要

員の充足性を確認（原

子炉ウェル注水等）た

だし，事前に対応する

要員を定めることが

難しい機能回復操作

を除く） 
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第 3.2.7 図 原子炉圧力の推移 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.2.8 図 原子炉水位（シュラウド内外水位）の推移 

 

 

第 3.2-4 図 原子炉圧力の推移 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.2-5 図 原子炉水位（シュラウド内外水位）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.2.2-1(1)図 原子炉圧力の推移 

 

 

 

 

 

  

第 3.2.2-1(2)図 原子炉水位（シュラウド内外水位）の推移 

・解析結果の相違 

【東海第二】 

①逃がし弁機能（島根２

号炉，柏崎 6/7）と安全

弁機能（東海第二）の差

異及び逃がし弁機能の

圧力制御値の差異によ

る最大圧力の差異。 

 

【柏崎 6/7，東海第二】 

②減圧基準到達時間の

差異。 

③炉心下部プレナムへ

の溶融炉心移行に伴う

圧力上昇の差異（島根２

号炉は，リロケーション

が２回発生する挙動と

なっている）。 

④原子炉圧力容器破損

後は格納容器圧力相当

で推移（同様の挙動）。 

⑤ＭＡＡＰ解析上，シュ

ラウド外水位が下限値

となった場合は下部プ

レナム水位での挙動比

較となるが，事象進展の

差異によるタイミング

の差異はあるものの，同

様の挙動となっている。 

 

【東海第二】 

⑥東海第二は原子炉圧

力容器破損直後に代替

循環冷却系による原子

炉注水を実施するため，

水位が上昇（島根２号炉

及び柏崎 6/7 では，シナ

リオの想定として，原子

① 
① 

① 
② 

② 
② 

③ 

③ 

③ ④ 
④ 

④ 

⑤ 

⑤ 

⑤ 

⑥ 
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 炉圧力容器破損後も原

子炉圧力容器内を冷却

するための原子炉注水

が実施できないものと

している） 
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第 3.2.9 図 格納容器圧力の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.2-6 図 原子炉圧力容器下部ヘッド温度の推移 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.2-7 図 格納容器圧力の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第 3.2.2-1(3)図 格納容器圧力の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

東海第二では，原子炉

圧力容器破損時の破損

ノードがノード１（RPV

底部）であることがわか

るよう，下部ヘッド温度

の推移を記載している。

島根２号炉も破損箇所

はノード１であり，差異

はない。 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

①柏崎 6/7 は，格納容器

スプレイの実施基準到

達で格納容器スプレイ

により格納容器圧力を

抑制されるが，代替循環

冷却系の運転開始以降

の格納容器圧力が低下

する傾向は島根２号炉

と同様である。 

 

【東海第二】 

①東海第二は，格納容器

スプレイにより格納容

器圧力を抑制している

が，以降の代替循環冷却

系より格納容器圧力が

低下する傾向は同様で

ある。 

① 

① 

① 
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第 3.2.10 図 格納容器温度の推移 

 

 

第 3.2-8 図 格納容器雰囲気温度の推移 

 

 

 

 

【比較のため，「第 3.2-12 図」を記載】 

 

 

第 3.2-12 図 サプレッション・プール水温度の推移 

 

 

【ここまで】 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

第 3.2.2-1(4)図 格納容器温度の推移 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

①島根２号炉は，残留熱

代替除去系の運転開始

前に格納容器スプレイ

実施基準に到達しない。 

柏崎 6/7 は，格納容器

スプレイの実施基準到

達で格納容器スプレイ

により格納容器温度が

抑制されるが，代替循環

冷却系の運転開始以降

の格納容器温度が低下

する傾向は同様である。 

 

【東海第二】 

①東海第二は，格納容器

スプレイにより格納容

器温度を抑制している

が，以降の代替循環冷却

系より格納容器温度が

低下する傾向は同様で

ある。 

 

【柏崎 6/7，東海第二】 

②島根２号炉は，残留熱

代替除去系起動以降は

サプレッション・プール

水温度が低下するため

サプレッション・チェン

バ（気相）が低下する。 

 

 

 

 

 

 

① 

① ① 

② 

② ② 

② 
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第 3.2-9 図 格納容器圧力の推移（～8 時間） 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.2-10 図 格納容器雰囲気温度の推移（～8 時間） 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，格納容

器圧力の推移（～８時

間）は FCI の観点で確認

するため，FCI 側の図面

として記載（差異理由等

は FCI 側に記載）（柏崎

6/7：第 3.3.3 図，島根

２号炉：第 3.3.2-1(3)

図） 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，格納容

器温度の推移（～８時

間）は FCI の観点で確認

するため，FCI 側の図面

として記載（差異理由等

は FCI 側に記載）（柏崎

6/7：第 3.3.4 図，島根

２号炉：第 3.3.2-1(4)

図） 
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第 3.2.11 図 サプレッション・チェンバ・プール水位の推移 

 

 

 

 

第 3.2-11 図 サプレッション・プール水位の推移 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.2-12 図 サプレッション・プール水温度の推移 

 

 

  

 

 

第 3.2.2-1(5)図 サプレッション・プール水位の推移 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

①島根２号炉は，残留熱

代替除去系の運転開始

前に格納容器スプレイ

の実施基準に到達しな

いことから，格納容器ス

プレイを実施しておら

ず，サプレッション・プ

ール水位は低めに推移

する。 

 

【東海第二】 

②残留熱代替除去系起

動後は，島根２号炉及び

柏崎 6/7 ではサプレッ

ション・プール水位の上

昇はない。東海第二は，

原子炉圧力容器破損後

の格納容器スプレイに

よって一時的に上昇す

るが，その後の上昇はな

い。 

 

 

・記載箇所の相違 

【東海第二】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ② 

② ② 

① 
① 
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第 3.2-13 図 サプレッション・プール水位の推移（～8 時間） 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.2-14 図 サプレッション・プール水温度の推移（～8 時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

東海第二では事象初

期の代替循環冷却系に

よる格納容器スプレイ

や原子炉圧力容器破損

後の格納容器スプレイ

等のマネジメントを実

施するが，島根２号炉で

の事象初期の格納容器

側のマネジメントは多

くないため，短時間グラ

フは記載していない。 
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第 3.2.12 図 注水流量の推移 

 

 

第 3.2-15 図 注水流量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.2-16 図 注水流量の推移（～8 時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.2.2-1(6)図 注水流量の推移 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

マネジメントの差異

による注水流量及び継

続時間の差異。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

島根２号炉及び柏崎

6/7 は，注水流量の推移

（～８時間）は FCI の観

点で確認するため，FCI

側の図面として記載（差

異理由等は FCI 側に記

載）（柏崎 6/7：第 3.3.6

図，島根２号炉：第

3.3.2-1(6)図） 

 

347



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

  

 

第 3.2－17 図 ペデスタル（ドライウェル部）の水位の推移 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.2-18 図 ペデスタル（ドライウェル部）の水位の推移 

（～8 時間） 

  

・記載方針の相違 

【東海第二】 

島根２号炉及び柏崎

6/7 は，ペデスタル（ド

ライウェル部）の水位の

推移は MCCI の観点で確

認するため，MCCI 側の

図面として記載（差異理

由等は MCCI 側に記載）

（柏崎 6/7：第 3.5.10

図，島根２号炉：第

3.5.2-1(10)図） 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

島根２号炉及び柏崎

6/7 は，ペデスタル（ド

ライウェル部）の水位の

推移（～８時間）は FCI

の観点で確認するため，

FCI 側の図面として記

載（差異理由等は FCI

側に記載）（柏崎 6/7：

第 3.3.5 図，島根２号

炉：第 3.3.2-1(5)図） 
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第 3.2－19 図 ペデスタル（ドライウェル部）の 

壁面及び床面のコンクリート侵食量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.2-20 図 ドライウェルの気相濃度の推移（ウェット条件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉及び柏崎

6/7 は，ペデスタル（ド

ライウェル部）の壁面及

び床面のコンクリート

侵食量の推移は MCCI の

観点で確認するため，

MCCI 側の図面として記

載（差異理由等は MCCI

側に記載）（柏崎 6/7：

第 3.5.11 図，島根２号

炉：第 3.5.2-1(11)図） 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉及び柏崎

6/7 は，MCCI によるコン

クリート侵食が発生す

ることから，ドライウェ

ルの気相濃度の推移（ウ

ェット条件）は MCCI で

発生する気体も含めて

評価をするため，MCCI

側の図面として記載（差

異理由等は MCCI 側に記

載）（柏崎 6/7：第 3.5.5

図，島根２号炉：第

3.5.2-1(5)図） 
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第 3.2－21 図 サプレッション・チェンバの気相濃度の推移 

（ウェット条件） 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.2－22 図 ドライウェルの気相濃度の推移（ウェット条件） 

（～8 時間） 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉及び柏崎

6/7 は，MCCI によるコン

クリート侵食が発生す

ることから，サプレッシ

ョン・チェンバの気相濃

度の推移（ウェット条

件）は MCCI で発生する

気体も含めて評価をす

るため，MCCI 側の図面

として記載（差異理由等

は MCCI 側に記載）（柏崎

6/7：第 3.5.6 図，島根

２号炉：第 3.5.2-1(6)

図） 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

東海第二では事象初

期の代替循環冷却系に

よる格納容器スプレイ

や原子炉圧力容器破損

後の格納容器スプレイ

等のマネジメントを実

施するが，島根２号炉で

の事象初期の格納容器

側のマネジメントは多

くないため，短時間グラ

フは記載していない。 
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第 3.2－23 図 サプレッション・チェンバの気相濃度の推移 

（ウェット条件）（～8 時間） 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.2－24 図 ドライウェルの気相濃度の推移（ドライ条件） 

 

 

 

 

 

 

 

  

・記載方針の相違 

【東海第二】 

東海第二では事象初

期の代替循環冷却系に

よる格納容器スプレイ

や原子炉圧力容器破損

後の格納容器スプレイ

等のマネジメントを実

施するが，島根２号炉で

の事象初期の格納容器

側のマネジメントは多

くないため，短時間グラ

フは記載していない。 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

島根２号炉及び柏崎

6/7 は，MCCI によるコン

クリート侵食が発生す

ることから，ドライウェ

ルの気相濃度の推移（ド

ライ条件）は MCCI で発

生する気体も含めて評

価をするため，MCCI 側

の図面として記載（差異

理由等は MCCI 側に記

載）（柏崎 6/7：第 3.5.7

図，島根２号炉：第

3.5.2-1(7)図） 
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第 3.2－25 図 サプレッション・チェンバの気相濃度の推移 

（ドライ条件） 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.2－26 図 ドライウェルの気相濃度の推移（ドライ条件） 

（～8 時間） 

 

 

 

 

 

 

  

・記載方針の相違 

【東海第二】 

島根２号炉及び柏崎

6/7 は，MCCI によるコン

クリート侵食が発生す

ることから，サプレッシ

ョン・チェンバの気相濃

度の推移（ドライ条件）

は MCCI で発生する気体

も含めて評価をするた

め，MCCI 側の図面とし

て記載（差異理由等は

MCCI 側に記載）（柏崎

6/7：第 3.5.8 図，島根

２号炉：第 3.5.2-1(8)

図） 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

東海第二では事象初

期の代替循環冷却系に

よる格納容器スプレイ

や原子炉圧力容器破損

後の格納容器スプレイ

等のマネジメントを実

施するが，島根２号炉で

の事象初期の格納容器

側のマネジメントは多

くないため，短時間グラ

フは記載していない。 
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第 3.2－27 図 サプレッション・チェンバの気相濃度の推移 

（ドライ条件）（～8 時間） 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.2－28 図 格納容器圧力の推移（～73 日間） 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

東海第二では事象初

期の代替循環冷却系に

よる格納容器スプレイ

や原子炉圧力容器破損

後の格納容器スプレイ

等のマネジメントを実

施するが，島根２号炉で

の事象初期の格納容器

側のマネジメントは多

くないため，短時間グラ

フは記載していない。 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

東海第二では，事象発

生 53 日後に酸素濃度が

4.3vol%に到達してベン

トを実施するため，長期

間解析の図面を記載し

ている。 
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第 3.2－29 図 原子炉圧力容器破損後に原子炉注水しない場合の 

格納容器圧力の推移 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.2－30 図 原子炉圧力容器破損後に原子炉注水しない場合の 

格納容器雰囲気温度の推移 

  

・解析条件の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，原子炉

圧力容器破損後の原子

炉注水を想定していな

いが，東海第二では，原

子炉圧力容器破損後，原

子炉圧力容器内の冷却

を考慮し，代替循環冷却

系による原子炉注水を

行うものとしているた

め，原子炉注水を考慮し

ない場合の感度解析を

実施している。 
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第

3.
2.
1
表
 
「
高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
」
の
重
大
事
故
等
対
策
に
つ
い
て

(
1/
2
) 

 

第
3.
2－

1
表

 
「
高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
」
の
重
大
事
故
等
対
策
に
つ
い
て
（
1／

5）
 

 

第
3.
2.
1-
1
表
 
「
高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
」
の
重
大
事
故
等
対
策
に
つ
い
て
(
１
/４

)
 
 

 

本文比較表に記載の差

異以外で主要な差異に

ついて記載 

 

・記載表現の相違 

【東海第二】 

①島根２号炉は，重大事

故等時に設計基準対処

施設としての機能を期

待する設備を「重大事故

等対処設備（設計基準拡

張）」と位置付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①
 

①
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3.
2.
1
表
 
「
高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
」
の
重
大
事
故
等
対
策
に
つ
い
て
(
2/
2
) 

 

第
3.
2－

1
表

 
「
高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
」
の
重
大
事
故
等
対
策
に
つ
い
て
（
2／

5）
 

 

 
第

3.
2.
1－

1
表
 
「
高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
」
の
重
大
事
故
等
対
策
に
つ
い
て
（
２
／
４
）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①
 

 

①
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第
3.
2－

1
表

 
「
高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
」
の
重
大
事
故
等
対
策
に
つ
い
て
（
3／

5）
 

 

 
第

3.
2.
1－

1
表
 
「
高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
」
の
重
大
事
故
等
対
策
に
つ
い
て
（
３
／
４
）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①
 

①
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第
3.
2－

1
表

 
「
高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
」
の
重
大
事
故
等
対
策
に
つ
い
て
（
4／

5）
 

 

第
3.
2.
1－

1
表
 
「
高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
」
の
重
大
事
故
等
対
策
に
つ
い
て
（
４
／
４
）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①
 

①
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第
3.
2－

1
表

 
「
高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
」
の
重
大
事
故
等
対
策
に
つ
い
て
（
5／

5）
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第
3.
2.
2
表
 
主
要
解
析
条
件
（
高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
）（

1
/
5
）

 

第
3.
2-
2
表
 
主
要
解
析
条
件
（
高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
）
（
1
／

5）
 

 

第
3.
2.
2-
1
表

 
主
要
解
析
条
件
（
高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
）
（
１
／
４
）
 

 
 

・解析条件の相違 

【東海第二】 

①条件設定は同じだが，

設定プロセスが異なり，

平衡炉心サイクル末期

の炉心平均燃焼度に対

して，ばらつきとして

10％の保守性を考慮し

て設定。 

②島根２号炉及び柏崎

6/7 は，格納容器容積

（サプレッション・チェ

ンバ）及びサプレッショ

ン・プール水位の解析条

件を通常水位で設定。東

海第二では圧力抑制効

果を厳しくする観点で，

通常運転時のサプレッ

ション・プール水位の下

限値を設定。 

③島根２号炉において

も，通常運転時の格納容

器温度はドライウェル

冷却機にて制御されて

おり，条件設定の考え方

としては同様。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

③
 

②
 

②
 

①
 

③
 

②
 

②
 

①
 

②
 

②
 

360



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
 

第
3.

2.
2
表
 
主
要
解
析
条
件
（
高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
）（

2
/
5
）

 

 

第
3.

2-
2
表
 
主
要
解
析
条
件
（
高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
）
（
2
／

5）
 

 

 

第
3.
2.
2-
1
表
 
主
要
解
析
条
件
（
高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
）
（
２
／
４
）
 

 
 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

④柏崎 6/7 は，６号炉と

７号炉の差異を踏まえ

た設定としている。 

【東海第二】 

⑤島根２号炉は，通常運

転時からペデスタルに

水張りをしていないが，

東海第二では通常運転

時からペデスタル（ドラ

イウェル部）に約１mの

水プールを形成してい

ることから，初期条件と

して記載。 

【柏崎 6/7，東海第二】 

⑥条件設定は同じだが，

設定プロセスが異なり，

島根２号炉は全交流動

力電源喪失を想定する

ことから，外部電源なし

と設定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑥
 

④
 

⑥
 

⑤
 

⑥
 

④
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第
3.
2.
2
表
 
主
要
解
析
条
件
（
高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
）（

3
/
5
）

第
3.
2-
2
表
 
主
要
解
析
条
件
（
高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
）
（
3
／

5）
 

第
3.
2.
2-
1
表

 
主
要
解
析
条
件
（
高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
）
（
３
／
４
）

 

・解析条件の相違

【東海第二】 

⑦島根２号炉は，外部電

源がないことから，事象

の発生と同時に原子炉

スクラム及び再循環ポ

ンプが全台トリップす

るものとしている。 

⑧東海第二では，事象を

より厳しくする条件と

して事象発生と同時に

閉止する設定としてい

る。（島根２号炉と同条

件） 

⑨島根２号炉は，逃がし

安全弁１個での蒸気流

量を記載しているのに

対し，東海第二では，原

子炉急速減圧の対象弁

となる２個合計の蒸気

流量を記載。 

【柏崎 6/7】 

⑩島根２号炉は，窒素供

給操作を実施するのに

対し，柏崎 6/7 では，事

象発生７日間は窒素供

給操作を実施しないこ

とから，記載していな

い。 

⑦
 

⑦
 ⑦

 

⑨
 

⑧
 

⑨
 

⑨
 

⑦
 ⑪

 

⑬
 

⑧
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第
3.
2.
2
表
 
主
要
解
析
条
件
（
高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
）（

4
/
5
）

 

第
3.
2-
2
表
 
主
要
解
析
条
件
（
高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
）
（
4
／

5）
 

 

 ・解析条件の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

⑪島根２号炉は，格納容

器代替スプレイ系（可搬

型）にて実施するが，柏

崎 6/7 では格納容器下

部注水系にて実施，東海

第二では事前水張りを

実施しない。 

 

【東海第二】 

⑫島根２号炉は，シナリ

オの想定として，原子炉

圧力容器破損後も原子

炉圧力容器内を冷却す

るための原子炉注水が

実施できないものとし

ているが，東海第二は原

子炉圧力容器破損後，代

替循環冷却系による原

子炉注水を実施する想

定としている。 

 

 

  

⑪
 

⑬
 

⑫
 

⑫
 

⑩
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第
3.
2.
2
表
 
主
要
解
析
条
件
（
高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
）（

5
/
5
）

 

第
3.
2-
2
表
 
主
要
解
析
条
件
（
高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
）
（
5
／

5）
 

 

第
3.
2.
2-
1
表

 
主
要
解
析
条
件
（
高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
）
（
４
／
４
）

 

 

・解析条件の相違 

【東海第二】 

⑬島根２号炉は，溶融炉

心落下後のペデスタル

注水を，注水量（崩壊熱

相当）にて管理するのに

対し，東海第二ではドラ

イウェル水位で管理す

ることによる差異。 

 

⑭島根２号炉は，可燃性

ガスの濃度により窒素

を注入するのではなく，

残留熱代替除去系によ

る原子炉格納容器の除

熱開始後に注入するこ

ととしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬
 

⑪
 

⑪
 

⑩
 

⑭
 

⑭
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添付資料3.2.1 

 

高温環境下での逃がし安全弁の開保持機能維持について 

 

原子炉水位が有効燃料棒頂部を下回り，炉心損傷に至るような状

況では，原子炉圧力容器（以下「RPV」という。）内の気相温度は飽

和蒸気温度を大きく超える。高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接

加熱（以下「DCH」という。）を防止するためには，その様な環境下

でも逃がし安全弁（以下「SRV」という。）を開保持し，RPV 内の圧

力を2MPa 以下の低圧に維持する必要がある。 

図1 に示すとおり，SRV は本体部と補助作動装置から構成されて

いる。「4.本体部の温度上昇による影響」に示すとおり，本体部で

は温度上昇は問題にならないが，補助作動装置の温度が上昇する

と，電磁弁又はピストンのシール部が熱によって損傷し，SRV の機

能維持に影響を及ぼす恐れがある。 

 

 

 

 

 

SRV については以下の環境条件における機能維持を確認してい

る。 

・171℃において3 時間継続の後160℃において3 時間継続 

 

 

 

 

 

ここでは，炉心損傷後，DCH 防止のために原子炉の減圧を継続し

ている環境下で想定されるSRVの温度を評価し，上記の条件と比較

することで，SRV の健全性を評価する。 

 

 

1. 評価方法 

MAAP 解析によって得られたDCH 対応シナリオでのRPV 内気相

温度とドライウェル内気相温度を環境温度条件として，三次元熱

流動解析コード（STAR-CCM+）により，SRV の温度を評価した。 

添付資料3.2.6 

 

高温環境下での逃がし安全弁の開保持機能維持について 

1. はじめに 

 原子炉水位が燃料有効長頂部を下回り，炉心損傷に至るような状

況では，原子炉圧力容器（以下「ＲＰＶ」という。）内に高温の過

熱蒸気が発生する。高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱（以

下「ＤＣＨ」という。）を防止するためには，その様な環境下でも

逃がし安全弁（以下「ＳＲＶ」という。）を開保持し，ＲＰＶ内の

圧力を 2.0MPa[gage]以下の低圧に維持する必要がある。 

 ＳＲＶは本体と補助作動装置から構成されているが，補助作動装

置の温度が上昇すると，電磁弁又はピストンのシール部が熱によっ

て損傷し，ＳＲＶの開保持機能に影響を及ぼすおそれがある。 

  

 

ここでは，炉心損傷後，ＤＣＨ防止のために原子炉の減圧を継続す

る環境下においても，ＳＲＶの開保持機能が損なわれないことを評

価する。 

 

2. 評価方法 

 電力共同研究「安全上重要な機器の信頼性確認に関する研究」に

おいて，設計基準事故を包含する保守的な環境条件として，「171℃

において 3時間継続の後，160℃において 3時間継続した状態」で

のＳＲＶ機能維持について確認されている（以下「ＳＲＶ環境試験」

という。）。また，長期の機能維持の観点から，126℃において試験

開始 24 時間後から 15 日後までの機能維持を確認している。第 2

図にＳＲＶ環境試験条件を示す。 

 

  

 

 

 

 

このため，解析コードＭＡＡＰによるＤＣＨ有効性評価解析より

得られた環境温度条件を入力として，３次元熱流動解析コード（Ｓ

ＴＡＲ－ＣＣＭ＋）によりＳＲＶの温度を評価し，ＳＲＶ環境試験

の温度条件に包含されることを確認することで，重大事故時におい

添付資料 3.2.1 

 

高温環境下での逃がし安全弁の開保持機能維持について 

 

原子炉水位が燃料棒有効長頂部を下回り，炉心損傷に至るような

状況では，原子炉圧力容器（以下「ＲＰＶ」という。）内の気相温

度は飽和蒸気温度を大きく超える。高圧溶融物放出/格納容器雰囲

気直接加熱（以下「ＤＣＨ」という。）を防止するためには，その

様な環境下でも逃がし安全弁（以下「ＳＲＶ」という。）を開保持

し，ＲＰＶ内の圧力を２MPa 以下の低圧に維持する必要がある。 

図１に示す通り，ＳＲＶは本体部と電磁弁，空気シリンダからな

る補助作動装置から構成されている。「4. 本体部の温度上昇によ

る影響」に示す通り，本体部では温度上昇は問題にならないが，補

助作動装置の温度が上昇すると，電磁弁又はピストンのシール部が

熱によって損傷し，ＳＲＶの機能維持に影響を及ぼす恐れがある。 

 

 

 

 

 

ＳＲＶについては以下の環境条件における機能維持を確認して

いる。 

・171℃において３時間継続の後 160 ℃において３時間継続 

 

 

 

 

 

ここでは，事象発生からＲＰＶ破損直前までの約 5.3 時間におい

てＤＣＨ防止のために原子炉の減圧を継続している環境下で想定

されるＳＲＶの温度を評価し，上記の条件と比較することで，ＳＲ

Ｖの健全性を評価する。 

 

1. 評価方法 

ＭＡＡＰ解析によって得られたＤＣＨ対応シナリオでのＲＰＶ

内気相温度とドライウェル（以下「Ｄ／Ｗ」という。）内気相温度

を環境温度条件として，三次元熱流動解析コード(ＳＴＡＲ-ＣＣＭ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・資料構成の相違 

【東海第二】 

島根２号炉および柏崎

6/7 は，補足説明資料に

て説明。 
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三次元熱流動解析では，RPV の温度条件が厳しくなる評価点を

設定し定常解析を実施した。また，RPV 破損直前にはRPV 内の気

相温度が急激に上昇することから，これに追従するSRV の温度上

昇をより現実的に評価するため，RPV 内の気相温度が急激に上昇

する時間幅に対する非定常解析を実施した。 

 

2. 評価条件 

(1) 温度条件 

図2,3 にRPV 内気相平均温度とドライウェル内気相平均温度の

MAAP 解析結果を示す。MAAP の解析結果を踏まえ，表1 及び以下に

示すとおり，2 通りの評価条件を設定した。 

 

 

 

① 事象発生から6 時間後までの範囲を代表する温度条件とし

て，同範囲内でのRPV 内気相平均温度とドライウェル内気相平

均温度のそれぞれについて最も厳しい温度を適用した温度条

件。定常解析によって評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

てもＳＲＶの開保持機能が維持されることを確認する。 

 

 なお，３次元熱流動解析は保守的な温度条件を設定した定常解析

にて実施するが，下部プレナムへの溶融炉心の落下に伴いＲＰＶ内

の気相温度が急激に上昇する期間に対しては，ＳＲＶの温度上昇を

より現実的に評価するため非定常解析を実施する。 

 

 

3. 評価条件 

 (1) 温度条件 

第3図及び第4図に，ＭＡＡＰ解析結果のＲＰＶ内気相平均温度及

びドライウェル内気相平均温度を示す。このＭＡＡＰ解析結果を踏

まえ，以下に示す2通りの温度条件を設定する。第1表に評価条件を

示す。 

 

 ・温度条件①（定常解析） 

  ＲＰＶ内気相温度については，事象発生から下部プレナムへの

溶融炉心移行中の期間を代表する温度条件として，この期間にお

ける最高温度を考慮し512℃を設定する。 

 

 

 

 

 

  また，ドライウェル内気相温度については，手順に従い実施す

る代替循環冷却系による格納容器除熱操作（格納容器スプレイの

冷却効果）を考慮することとし，格納容器除熱を開始した以降，

ＲＰＶ破損までの最高温度を考慮し53℃を設定する。なお，格納

容器除熱を開始するまでの初期のドライウェル内気相温度は

53℃よりも高い80℃程度で推移するが，この期間におけるＲＰＶ

内気相温度は定常解析の温度条件である512℃より十分に低いこ

とから，ＳＲＶ開保持機能維持の観点で，初期のドライウェル内

気相温度の影響は，ＲＰＶ内気相温度条件の保守性に包含され

る。 

 

 

 

 

+)により，ＳＲＶの温度を評価した。 

 

三次元熱流動解析では，ＲＰＶ内気相温度とＤ／Ｗ内気相温度の

温度条件が厳しくなる評価点を２点設けて定常解析を実施した。 

 

 

 

 

2. 評価条件 

(1) 温度条件 

図４にＲＰＶ内気相温度及びＤ／Ｗ内気相温度のＭＡＡＰ解析

結果を示す。ＭＡＡＰ解析結果を踏まえ，以下に示す通り評価条件

を設定した。 

 

 

 

① 事象発生からＲＰＶ破損直前までの範囲を代表する温度条件

として，同範囲内でのＲＰＶ内気相温度が最も厳しい温度を

適用し，定常解析によって評価する。 

② 事象発生からＲＰＶ破損直前までの範囲を代表する温度条件

として，同範囲内でのＤ／Ｗ内気相温度が最も厳しい温度を

適用し，定常解析によって評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は定常解析

にて評価。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は事象発生

から RPV 破損直前までを

定常解析にて評価。 

 

 

 

・解析条件の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は残留熱代

替除去系による格納容器

除熱効果（PCV スプレイ

による冷却効果）に期待

しない条件で評価。 
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② RPV 破損直前のRPV 内の気相温度の急激な上昇を考慮した温

度条件として，RPV 内の気相温度が急激に上昇する時間幅での

RPV 内の気相温度の変化とドライウェル内気相平均温度の最

も厳しい温度を適用した温度条件。非定常解析によって評価す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 評価モデル 

自動減圧（以下「ADS」という。）機能付きのSRV の中で，電磁弁

やピストンのシール部の温度条件が厳しい弁を評価する観点から，

電磁弁の設置角度が排気管に最も近い弁を評価対象弁とした。ま

た，図4,5 のように開状態と閉状態を交互に並べた形でモデル化し

ている。実機では離れた位置のSRV2 個を操作するが，解析では評

・温度条件②（非定常解析） 

下部プレナムへの溶融炉心移行に伴うＲＰＶ内の気相温度の

急激な上昇を考慮した温度条件として，温度条件①で設定した期

間以降のＲＰＶ内気相温度の最高値到達までの温度条件として，

512℃から586℃の温度履歴を設定する。 

また，ドライウェル内気相温度については，温度条件①と同様

に53℃を設定する。 

 

 (2) 評価部位 

  ＳＲＶ（自動減圧機能）の開保持には，電磁弁コイルを励磁す

ることで，補助作動装置のピストン部へ窒素を供給し，ＳＲＶ本

体スプリングの閉止力を上回る駆動力を発生させ，ピストンを押

上げた状態とする必要がある。ＳＲＶの開保持機能維持の観点で

は，高温影響を受けやすい以下の部位について評価する必要があ

る。 

 ①電磁弁（下部コイルハウジング） 

  電磁弁のコイルは熱容量が小さく，高温影響を受けやすい。電

磁弁のコイルが熱によって損傷した場合，電磁弁のコイルが消磁

することで，補助作動装置のピストンへの窒素供給が遮断される

とともに，流路が排気側へ切り替わることから，ピストンを押上

げていた窒素が排出され，ＳＲＶ本体スプリングの閉止力によっ

てＳＲＶ（自動減圧機能）が閉止する。このため，電磁弁を評価

の対象とするが，その中でも高温配管に近く，最も温度が高くな

りやすい下部コイルハウジングの温度を評価する。 

 ②ピストン（シール部） 

  ピストンのシール部にはフッ素ゴム製のＯリングが用いてお

り，高温影響を受けやすい。ピストンのシール部が熱によって損

傷した場合，シール部よりピストンを押上げていた窒素が排出さ

れ，ＳＲＶ本体スプリングの閉止力によってＳＲＶ（自動減圧機

能）が閉止する。このため，ピストンの温度を評価する。 

 

 

 (3) 評価モデル 

ＳＲＶ（自動減圧機能）が最も近く隣接するバルブＢ及びバルブ

Ｈを含む範囲をモデル化する。実際の事故対応では互いに離れた位

置のＳＲＶ2個を開操作する手順とするが，電磁弁及びピストンの

シール部の温度条件を厳しく評価する観点より，本評価では，隣接

した2個を同時に開状態とする評価モデルとする。第5図にＳＲＶ配

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 評価部位 

  ＳＲＶの開保持には，電磁弁コイルを励磁することで，補助作

動装置のピストン部へ窒素を供給し，ＳＲＶ本体スプリングの閉

止力を上回る駆動力を発生させ，ピストンを押上げた状態とする

必要がある。ＳＲＶの開保持機能維持の観点では，高温影響を受

けやすい以下の部位について評価する必要がある。 

 

 ①電磁弁（下部コイルハウジング） 

  電磁弁のコイルは熱容量が小さく，高温影響を受けやすい。電

磁弁のコイルが熱によって損傷した場合，電磁弁のコイルが消磁

することで，補助作動装置のピストンへの窒素供給が遮断される

とともに，流路が排気側へ切り替わることから，ピストンを押上

げていた窒素が排出され，ＳＲＶ本体スプリングの閉止力によっ

てＳＲＶが閉止する。このため，電磁弁を評価の対象とするが，

その中でも高温配管に近く，最も温度が高くなりやすい下部コイ

ルハウジングの温度を評価する。 

 ②ピストン（シール部） 

  ピストンのシール部にはフッ素ゴム製のＯリングが用いてお

り，高温影響を受けやすい。ピストンのシール部が熱によって損

傷した場合，シール部よりピストンを押上げていた窒素が排出さ

れ，ＳＲＶ本体スプリングの閉止力によってＳＲＶが閉止する。

このため，ピストンの温度を評価する。 

 

 

(3) 評価モデル 

ＳＲＶの中で，電磁弁やピストンのシール部の温度条件が厳しい

弁を評価する観点から，電磁弁の設置角度が排気管に最も近い弁を

評価対象弁とした。また，図５および図６のように開状態と閉状態

を交互に並べた形でモデル化している。実機では離れた位置のＳＲ

Ｖ２個を操作することを基本とするが，解析では評価体系の側面を

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は定常解析

にて評価。 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は全 SRV を

対象に評価する 

（柏崎 6/7 は，電磁弁と

ピストン（シール部）を

評価することを「(2) 評

価モデル」で説明） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は全 SRV を

対象に評価する。 
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価体系の側面を周期境界としており，保守的に1 個おきに開動作す

るモデルとしている。 

 

3. 評価結果 

評価結果を表2 及び図6,7 に示す。 

事象発生から6 時間後までの範囲を代表する温度条件として設

定した①の温度条件では，補助作動装置の電磁弁及びピストンのシ

ール部の温度は160℃を約10℃下回った。また，RPV 破損直前のRPV 

内の気相温度の急激な上昇を考慮した②の温度条件では，補助作動

装置の電磁弁及びピストンのシール部の温度は160℃を約10℃下回

った。 

 

 

 

 

 

 

SRV に対する機能確認試験では，初期の熱負荷として，171℃を

与えており，この試験実績を踏まえると，DCH 防止のために原子炉

減圧を継続している状況下でもSRV の機能を維持可能※である。①

は最も厳しい温度を設定して実施した定常解析であり，実際にSRV 

が経験する温度は更に低い値になるものと考えられる。 

以上のとおり，炉心損傷後，DCH 防止のために原子炉の減圧を継

続している状況を想定した環境下でも，SRV の機能を維持できると

考える。 

 

※ SRV は，「171℃において3 時間継続の後160℃において3 時間

継続」という環境条件での機能維持が試験によって確認されて

いる。この初期の熱負荷(171℃において3 時間継続)をアレニ

ウス則に基づき160℃の熱負荷に換算すると，160℃において約

4.6 時間継続となり，これを後段の試験時間と合計すると約

7.6 時間は機能維持が可能となる。 

 

 

 

 

 

 

置図及びモデル化範囲を，第6図にモデル図及び断面メッシュ図を

示す。 

 

4. 評価結果 

 評価結果を第2表及び第7図から第9図に示す。 

 事象発生から下部プレナムへの溶融炉心移行中の期間を代表す

る温度条件を適用した温度条件①の定常解析では，下部コイルハウ

ジングの最高温度はバルブＢの約120℃，ピストン部の最高温度は

バルブＢの約124℃であり，ＳＲＶ環境試験温度である160℃を下回

る。また，下部プレナムへの溶融炉心移行に伴うＲＰＶ内の気相温

度の急激な上昇を考慮した温度条件②の非定常解析では，下部コイ

ルハウジングの最高温度はバルブＢの約124℃，ピストン部の最高

温度はバルブＢの約124℃であり，ＳＲＶ環境試験温度である160℃

を下回る。 

なお，ＳＲＶ環境試験では，160℃以上の温度条件において6時間

の機能維持が確認されている。 

 

この試験の初期の温度条件として171℃を与えていることを踏ま

えると，160℃以下の温度条件では約7.6時間の機能維持が可能※で

あると考えられる。したがって，逃がし安全弁（自動減圧機能）の

開保持機能が要求される，事象発生から原子炉圧力容器破損までの

時間（約4.5時間）に対して，十分な余裕がある。 

 以上のとおり，炉心損傷後，ＤＣＨ防止のために原子炉の減圧を

継続している状況を想定した環境下でも，ＳＲＶ開保持機能は維持

されると考えられる。 

 

 ※ ＳＲＶは，「171℃において3時間継続の後，160℃において3

時間継続（合計6時間）」という環境条件での機能維持がＳＲ

Ｖ環境試験によって確認されている。この初期の熱負荷

（171℃において3時間継続）をアレニウス則に基づき，160℃

の熱負荷に換算すると，160℃において約4.6時間継続とな

り，これを後段の試験時間と合計すると約7.6時間は機能維

持が可能となる。 

 

 

 

 

 

周期境界としており，保守的に 1個おきに開動作するモデルとして

いる。 

 

3. 評価結果 

評価結果を表２及び図７および図８に示す。 

事象発生からＲＰＶ破損直前までの範囲でＲＰＶ内気相温度が

最も厳しい温度を適用した①の温度条件では，補助作動装置の電磁

弁及びピストンのシール部の温度は 160℃を約 20℃下回った。ま

た，①と同範囲でＤ／Ｗ内気相温度が最も厳しい温度を適用した②

の温度条件では，補助作動装置の電磁弁及びピストンのシール部の

温度は 160℃を約 20℃下回った。 

 

 

 

なお，ＳＲＶ環境試験では，160℃以上の温度条件において 6時

間の機能維持が確認されている。 

 

ＳＲＶに対する機能確認試験では，初期の熱負荷として 171℃を

与えており，この試験実績を踏まえると，ＤＣＨ防止のために原子

炉減圧を継続している状況下でもＳＲＶの機能を継続可能である。

①，②は厳しい温度を設定して実施した定常解析であり，実際にＳ

ＲＶが経験する温度は更に低い値になるものと考えられる。 

以上のとおり，炉心損傷後，ＤＣＨ防止のために原子炉の減圧を

継続している状況を想定した環境下でも，ＳＲＶの機能を維持でき

ると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析条件及び解析結果

の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は定常解析

にて評価。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は定常解析

にて評価。また，RPV破損

までが5.4時間であり，共

研にて健全性が確認され

ている 171℃×3時間＋

160℃×3時間の温度条件

を下回る約140℃であっ

たため，アレニウス則の

適用は不要。 
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4. 本体部の温度上昇による影響 

 

 

 

閉状態のSRV が強制開するためには，補助作動装置の駆動力が

SRV 本体の抵抗力を上回る必要がある。SRV 本体の抵抗力に対する

温度上昇の影響は表3 のとおり，いずれも温度上昇によって強制開

の妨げとなることはない。 

 

以 上 

5. 本体部の温度上昇による影響 

前述のとおり，重大事故時においてもＳＲＶの開保持機能は維持

されるが，ここではＳＲＶ強制開機能に対する温度上昇の影響につ

いて評価する。 

閉状態のＳＲＶを強制開とするためには，補助作動装置の駆動力

がＳＲＶ本体の閉止力を上回る必要がある。第3表に温度上昇の影

響を示す。ＳＲＶ本体の閉止力に対する温度上昇の影響は，いずれ

も強制開の妨げとなることはない。 

4. 本体部の温度上昇による影響 

 

 

 

閉状態のＳＲＶが強制開するためには，補助作動装置の駆動力が

ＳＲＶ本体の抵抗力を上回る必要がある。ＳＲＶ本体の抵抗力に対

する温度上昇の影響は表３のとおり，いずれも温度上昇によって抵

抗力が低下するよう設計上配慮されており，温度上昇が強制開の妨

げとなることはない。 

以上 
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第1表 三次元熱流動解析での温度条件（逃がし安全弁開） 

 

 

 

第2表 三次元熱流動解析での評価結果（逃がし安全弁開） 

 
 

第3表 SRV本体の抵抗力に対する温度上昇の影響 

 

 

第 1 表 ３次元熱流動解析での温度条件 

 

 

 

 

第 2 表 ３次元熱流動解析での評価結果 

 

 

第 3 表 ＳＲＶ本体の抵抗力に対する温度上昇の影響 

 

表１ 三次元熱流動解析での温度条件 

 

 

表２ 三次元熱流動解析での評価結果 

 

表３ ＳＲＶ本体の抵抗力に対する温度上昇の影響 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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図1a SRV構造図（断面図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１図 ＳＲＶ構成図（開状態） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ ＳＲＶ構成図 
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図1b SRV構造図（側面図詳細） 

 

図1c SRV構造図（平面図詳細） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 図 ＳＲＶ環境試験条件 

図２ ＳＲＶ構造図（側面図詳細） 

 

 

図３ ＳＲＶ構造図（平面図詳細） 
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第 3 図 原子炉圧力容器内気相平均温度の推移 

 

第 4 図 ドライウェル内気相平均温度の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ ＲＰＶ内平均気相温度及びＤ／Ｗ内平均気相温度の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・評価条件の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・評価条件の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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図４ モデル化範囲と境界条件 

 

 

 

図５ モデル図と断面メッシュ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5 図 SRV 配置図及びモデル化範囲 

 

 

第 6 図 モデル図及び断面メッシュ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ モデル化範囲と境界条件 

 

 

図６ モデル図と断面メッシュ図 
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図６ 解析結果（温度条件①） 

 

 

図７ 解析結果（温度条件②） 

 

 

 

第7図 定常解析結果（温度条件①バルブB） 

 

 

第8図 定常解析結果（温度条件①バルブH） 

 

第 9 図 非定常解析結果（温度条件②） 

 

図７ 解析結果（温度条件①:ＲＰＶ内気相温度 521℃，ＰＣＶ内

気相温度 85℃） 

 

 

図８ 解析結果（温度条件②：ＲＰＶ内気相温度 469℃，ＰＣＶ内

気相温度 90℃） 
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添付資料3.2.1 別添1 

格納容器スプレイを実施した場合の逃がし安全弁の温度 

 

添付資料3.2.1 の評価では，原子炉の減圧を継続している状況で

の格納容器スプレイを実施していないが，これを実施することで，

逃がし安全弁の温度の大幅な低下に期待できる。このため，初期水

張り等の格納容器への注水は可能なものの，原子炉に注水できない

状況下では，格納容器内の温度・圧力を緩和する観点から，あらか

じめ格納容器（ドライウェル）スプレイを実施する手順とする。こ

こでは，代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による格納容器スプ

レイに期待した場合の逃がし安全弁の温度を示す。 

 

1. 評価方法 

格納容器スプレイを実施していない場合(添付資料3.2.1)と同

じ。 

 

2. 評価条件 

(1) 温度条件 

図1,2 に原子炉圧力容器内気相平均温度とドライウェル内気相

平均温度のMAAP 解析結果を示す。MAAP の解析結果を踏まえ，表1 

及び以下に示すとおり，2 点の評価条件を設定した。 

① 事象発生から6 時間後までの範囲を代表する温度条件とし

て，格納容器スプレイ及び下部ドライウェル初期水張り開始前

を考慮した温度条件 

② 6 時間後から溶融炉心落下直前までを代表する温度条件とし

て原子炉圧力容器破損直前の原子炉圧力容器内の気相温度の

急激な上昇を考慮した温度条件 

(2) 評価モデル 

格納容器スプレイを実施していない場合と同じ。 

 

3. 評価結果 

評価結果を表2 及び図3,4 に示す。いずれの温度条件でも，補助

作動装置の電磁弁及びピストンのシール部の温度は160℃を下回っ

た。 

以上のとおり，炉心損傷後，DCH 防止のために原子炉の減圧を継

続している状況を想定した環境下で格納容器スプレイを実施する

場合，SRV の温度が大幅に低減されること確認した。 

以 上 

  ・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，SA時に

SRV の健全性が確保され

ることから，環境緩和の

ための PCV スプレイは実

施しない。 
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図3 解析結果（温度条件①） 

 

 

図4 解析結果（温度条件②） 

 

 

378




